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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　1つまたは複数のデータ処理機にオペレーションを実行させるように動作可能な命令を
格納する1つまたは複数の機械可読データ記憶媒体を備える装置であって、前記オペレー
ションは、
　事前に存在している構造化プレゼンテーションを記述する記述データを受け取る手段と
、
　第1のウェブサイトから第1のインスタンスの識別子を引き出す手段と、
　第2のウェブサイトから前記第1のインスタンスの第1の属性の第1の値を引き出す手段と
、
　第1のインスタンスの前記識別子および新規値を前記事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションに追加して新規構造化プレゼンテーション内に新規レコードを形成する手段
と、
　前記新規構造化プレゼンテーションを視覚的に提示するための命令を出力する手段とを
具備し、
　前記事前に存在している構造化プレゼンテーションの視覚的提示は構造化設計に適合す
るシステム配置で情報を視覚的に提示し、前記構造化プレゼンテーションはレコードのコ
レクションを含み、これらのそれぞれは前記構造化プレゼンテーションの視覚的提示でイ
ンスタンスと前記インスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けを前記インスタン
スの識別子と前記値の配列によって表し、
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　前記第1のウェブサイトから前記第1のインスタンスの前記識別子を引き出す手段は、前
記事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を前記事前に存在している構造化
プレゼンテーションのコンテンツと比較する手段を具備する装置。
【請求項２】
　前記オペレーションは、ユーザーから第2のインスタンスの識別子を受け取る手段をさ
らに含み、
　新規の前記構造化プレゼンテーションは、前記第2のインスタンスの前記第1の属性の第
2の値に関連して前記第2のインスタンスを提示する第2の新規レコードを含む請求項1に記
載の装置。
【請求項３】
　前記オペレーションは、前記ユーザーから前記第2の値を受け取る手段をさらに具備す
る請求項2に記載の装置。
【請求項４】
　前記オペレーションは、
　前記ユーザーに候補値のコレクションを提示する手段と
　前記ユーザーから前記第2の値の選択を受け取る手段とをさらに具備し、
　前記コレクションは前記第2の値を含む請求項2に記載の装置。
【請求項５】
　前記オペレーションは、
　前記第2のインスタンスの前記第1の属性の候補値のコレクションを識別する手段と、
　前記候補値のそれぞれについて、前記候補値が正しいという確かさを決定する手段とを
さらに具備する請求項2に記載の装置。
【請求項６】
　前記オペレーションは、前記構造化プレゼンテーションに追加する新規インスタンスの
コレクションを提案する手段をさらに具備する請求項1に記載の装置。
【請求項７】
　新規インスタンスの前記コレクションを提案する手段は、前記事前に存在している構造
化プレゼンテーションの特性を前記第1のウェブサイトおよび前記第2のウェブサイトのコ
ンテンツと比較する手段を具備する請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　新規インスタンスの前記コレクションを提案する手段は、機械可読検索クエリを前記第
1のウェブサイトおよび前記第2のウェブサイトのコンテンツと比較する手段を具備する請
求項6に記載の装置。
【請求項９】
　前記第2のウェブサイトから前記第1の値を引き出す手段は、前記第2のウェブサイトが
レビューを含むことを識別する手段を具備する請求項1に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第1のウェブサイトから前記識別子を引き出す手段は、前記第1のウェブサイトから
直接的に前記識別子を抽出する手段を具備する請求項1に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第1のウェブサイトから前記識別子を引き出す手段は、前記第1のウェブサイトから
抽出された情報を含む機械可読データベースから前記識別子を抽出する手段を具備する請
求項1に記載の装置。
【請求項１２】
　前記事前に存在している構造化プレゼンテーションは、テーブルを含み、
　前記レコードは、前記テーブルの行または列を含む請求項1に記載の装置。
【請求項１３】
　前記事前に存在している構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含み、
　前記レコードは、前記コレクション内に個別のカードを含む請求項1に記載の装置。
【請求項１４】
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　前記オペレーションは、ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する
手段を含めて、前記新規構造化プレゼンテーションを前記ディスプレイ画面上に視覚的に
提示する手段をさらに具備する請求項1に記載の装置。
【請求項１５】
　クライアントデバイスと、前記クライアントデバイスをインタラクティブに操作し、オ
ペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータとを具備
するシステムであって、
　前記オペレーションは、
　事前に存在している構造化プレゼンテーションを記述する記述データを受け取る手段と
、
　第1のウェブサイトから第1のインスタンスの識別子を引き出す手段と、
　第2のウェブサイトから前記第1のインスタンスの第1の属性の第1の値を引き出す手段と
、
　第1のインスタンスの前記識別子および新規値を前記事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションに追加して新規構造化プレゼンテーション内に新規レコードを形成する手段
と、
　前記新規構造化プレゼンテーションを視覚的に提示するための命令を前記クライアント
デバイスに出力する手段とを具備し、
　前記事前に存在している構造化プレゼンテーションの視覚的提示は構造化設計に適合す
るシステム配置で情報を視覚的に提示し、前記構造化プレゼンテーションはレコードのコ
レクションを含み、これらのそれぞれは前記構造化プレゼンテーションの視覚的提示でイ
ンスタンスと前記インスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けを前記インスタン
スの識別子と前記値の配列によって表し、
　前記第1のウェブサイトから前記第1のインスタンスの前記識別子を引き出す手段は、前
記事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を前記事前に存在している構造化
プレゼンテーションのコンテンツと比較する手段を具備するシステム。
【請求項１６】
　前記1つまたは複数のコンピュータは、データ通信ネットワークを通じて前記クライア
ントデバイスをインタラクティブに操作するように動作可能なサーバーを具備し、
　前記クライアントデバイスは、クライアントとして前記サーバーをインタラクティブに
操作するように動作可能である請求項15に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書は、非構造化電子文書コレクション(unstructured electronic document coll
ection)から情報を取り出して表示する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子文書は、機械可読データのコレクションである。電子文書は、一般的に個別のファ
イルであり、定義済みのフォーマット(例えば、PDF、TIFF、HTML、MS Word、PCL、PostSc
ript、または同様のもの)に従ってフォーマットされる。電子文書は、電子的に格納され
、電子的に配布されうる。いくつかの場合において、電子文書は、オーディオコンテンツ
、ビジュアルコンテンツ、および他の情報、さらにはテキストおよび他の電子文書へのリ
ンクを含む。
【０００３】
　電子文書は、電子文書コレクションにまとめることができる。電子文書コレクションは
、構造化されていないか、または構造化されているかのいずれかとすることができる。非
構造化電子文書コレクションに含まれる文書のフォーマットは、所定の構造に準じるよう
に制約されず、多くの場合に予見できない形で発展しうる。言い換えると、非構造化電子
文書コレクション内の個別の文書のフォーマットは、文書コレクション全体にわたって制
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限的でも、または永続的でもない。さらに、非構造化電子文書コレクションでは、新規文
書があるフォーマットに従うこと、またはフォーマットへの変更がすでに存在している文
書に適用されることを確実にするためのメカニズムはない。したがって、非構造化電子文
書コレクション内の文書は、情報の抽出の際に利用可能な共通構造を共有することを期待
できない。非構造化電子文書コレクションの例として、インターネット上で利用可能な文
書、レジュメのコレクション、雑誌記事のコレクション、およびニュース記事のコレクシ
ョンが挙げられる。いくつかの非構造化電子文書コレクション内の文書は、そのコレクシ
ョンの内部の他の文書および外部の他の文書へのリンクを含むことを禁じられる。
【０００４】
　それとは対照的に、構造化電子文書コレクション内の文書は、一般的には、制限的でか
つ永続的とすることができるフォーマットに従う。構造化電子文書コレクション内の文書
に適用されるフォーマットは、適用されるフォーマットが完全には適していない場合でも
共通フォーマットがそれらのコレクション内の文書すべてに適用されるという点において
制限的であってよい。これらのフォーマットは、構造化電子文書コレクションを構築する
当事者による特定のフォーマットへの顕著な関わりが一般的に要求されるという点で永続
的であってよい。さらに、これらのコレクションのユーザー（特に、コレクション内の文
書を使用するプログラム）は、期待されるフォーマットを有する文書に依存する。その結
果、フォーマットの変更は、実施しにくいことがある。構造化電子文書コレクションは、
情報内容が単純で安定したカテゴリ化に役立つアプリケーションに最適である。したがっ
て、構造化電子文書コレクション内の文書は、情報の抽出の際に利用可能な共通構造を一
般的には共有する。構造化電子文書コレクションの例として、階層データモデルおよびリ
レーショナルデータモデルに従ってデータベース管理システム(DBMS)を通じて整理され、
閲覧されるデータベース、さらには情報を矛盾なく提示するように単一のエンティティに
よって作成された電子文書のコレクションが挙げられる。例えば、個別の書籍に関する情
報を提示するためにオンライン書店が提供するウェブページのコレクションは、構造化電
子文書コレクションを形成することができる。他の例として、サーバーサイドスクリプト
によって作成され、アプリケーションサーバーを通じて閲覧されるウェブページのコレク
ションは、構造化電子文書コレクションを形成することができる。そこで、1つまたは複
数の構造化電子文書コレクションのそれぞれを、非構造化電子文書コレクションのサブセ
ットとしてもよい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本明細書では、非構造化電子文書コレクション、例えば、インターネット上で利用可能
な電子文書から情報を取り出し、表示する段階に関係する技術について説明する。電子文
書コレクションは非構造化コレクションであってよいが、非構造化電子文書コレクション
の情報内容は、構造化プレゼンテーション(structured presentation)で表示することが
できる。特に、非構造化電子文書コレクションの情報内容は、属性の値を決定するためだ
けではなく、構造化プレゼンテーションで属性およびインスタンスを識別し、選択し、名
前を付けるためにも使用できる。このような構造化プレゼンテーションを使用すると、情
報源の多様性にもかかわらず、情報を首尾一貫した様式でユーザーに提示することができ
る。構造化プレゼンテーションの例として、テーブル、およびレコードの他のコレクショ
ンが挙げられる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一般に、本明細書で説明される発明対象の一態様は、ユーザーから機械可読検索クエリ
を受け取るアクションと、検索クエリに関連するインスタンスの構造化プレゼンテーショ
ンをユーザーに提示するための命令で検索クエリに応答するアクションとを含む機械実装
方法により具現化されうる。構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、インスタンスと
インスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けを、インスタンスの識別子と値の配
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列によって表す。インスタンスの識別子と値は、電子文書の非構造化コレクション内の2
つまたはそれ以上の文書から引き出される。電子文書コレクションは、電子文書コレクシ
ョン内の電子文書のフォーマットが制限的でも永続的でもないという点で非構造化コレク
ションである。
【０００７】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。検索クエ
リに応答する段階は、インスタンスに関係する非構造化コレクション内の電子文書の第1
のコレクションを識別する段階と、電子文書の第1のコレクションからインスタンスの属
性の値を抽出する段階と、構造化プレゼンテーションに2つまたはそれ以上の電子文書か
ら抽出された値を書き込む段階とを含むことができる。検索クエリに応答する段階は、第
1の電子文書から第1のインスタンスの第1の属性の第1の値を抽出する段階と、第2の電子
文書から第1のインスタンスの第2の属性の第2の値を抽出する段階と、第1の値および第2
の値を第1のインスタンスに構造化プレゼンテーションにおいて単一のものとして関連付
ける段階とを含むことができる。第1の属性は、第2の属性と異なっていてよく、また第1
の電子文書は、第2の電子文書と異なっていてよい。検索クエリに応答する段階は、第1の
電子文書から第1のインスタンスの属性の第1の値を抽出する段階と、第1の電子文書から
第2のインスタンスの属性の第2の値を抽出する段階と、第1の値を第1のレコード内の第1
のインスタンスに関連付ける段階と、第2の値を第2のレコード内の第2のインスタンスに
関連付ける段階とを含むことができる。第1のインスタンスは、第2のインスタンスと異な
っていてもよい。構造化プレゼンテーションは、テーブルを含み、レコードは、そのテー
ブルの行または列を含むことができる。構造化プレゼンテーションは、カードのコレクシ
ョンを含み、レコードは、そのコレクション内の個別のカードであってよい。この方法は
、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するためのトリガーを受け取る段
階、およびそのトリガーに応答して構造化プレゼンテーションに追加する新規インスタン
スを提案する段階も含むことができる。この方法は、ユーザーから制約条件の指定を受け
取る段階を含むこともでき、また新規インスタンスを提案する段階は、ユーザー指定制約
条件を満たす新規インスタンスを提案する段階を含む。この方法は、新規属性を構造化プ
レゼンテーションに追加するためのトリガーを受け取る段階と、そのトリガーに応答して
構造化プレゼンテーションに新規属性を追加する段階とを含むことができる。この方法は
、新規属性の特質のユーザー指定を受け取る段階と、ユーザー指定の特質に基づいて構造
化プレゼンテーションに属性の値を書き込む段階とを含むこともできる。非構造化電子文
書コレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含むことができる。構造化
プレゼンテーションは、ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段
階を含めて、ディスプレイ画面上に物理的に提示することができる。
【０００８】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、およびそれぞれこれらの方法の
オペレーションを実行するように構成されているコンピュータ記憶デバイス上に記録され
たコンピュータプログラムを含む。
【０００９】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、1つまたは複数のデータ処理機にオ
ペレーションを実行させるように動作可能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読デ
ータ記憶媒体を備える装置により具現化されうる。これらのオペレーションは、事前に存
在している構造化プレゼンテーションを記述する記述データを受け取る段階と、第1のウ
ェブサイトから第1のインスタンスの識別子を引き出す段階と、第2のウェブサイトから第
1のインスタンスの第1の属性の第1の値を引き出す段階と、第1のインスタンスの識別子お
よび新規値を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加して新規構造化プレゼ
ンテーション内に新規レコードを形成する段階と、新規構造化プレゼンテーションを視覚
的に提示するための命令を出力する段階とを含むことができる。事前に存在している構造
化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚
的に提示する。構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示で
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インスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識
別子と値の配列によって表す。
【００１０】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。第1のウェ
ブサイトから第1のインスタンスの識別子を引き出す段階は、事前に存在している構造化
プレゼンテーションの特性を事前に存在している構造化プレゼンテーションのコンテンツ
と比較する段階を含むことができる。これらのオペレーションは、ユーザーから第2のイ
ンスタンスの識別子を受け取る段階を含むこともできる。新規構造化プレゼンテーション
は、第2のインスタンスの第1の属性の第2の値に関連して第2のインスタンスを提示する第
2の新規レコードを含むことができる。これらのオペレーションは、ユーザーから第2の値
を受け取る段階を含むことができる。候補値のコレクションをユーザーに対して提示し、
第2の値の選択をユーザーから受け取ることができる。候補値のコレクションは、第2の値
を含む。第2のインスタンスの第1の属性の候補値のコレクションを識別することができ、
候補値のそれぞれについて、候補値が正しい確かさを決定することができる。これらのオ
ペレーションは、構造化プレゼンテーションに追加すべき新規インスタンスのコレクショ
ンを提案する段階を含むことができる。新規インスタンスのコレクションは、事前に存在
している構造化プレゼンテーションの特性を第1のウェブサイトおよび第2のウェブサイト
のコンテンツと比較することによって、および/または機械可読検索クエリを第1のウェブ
サイトおよび第2のウェブサイトのコンテンツと比較することによって提案されうる。第2
のウェブサイトから第1の値を引き出す段階は、第2のウェブサイトがレビューを含むこと
を識別する段階、第1のウェブサイトから直接的に識別子を抽出する段階、または第1のウ
ェブサイトから抽出された情報を含む機械可読データベースから識別子を抽出する段階を
含むことができる。事前に存在している構造化プレゼンテーションは、テーブルを含み、
レコードは、そのテーブルの行または列を含むことができる。事前に存在している構造化
プレゼンテーションは、カードのコレクションを含み、レコードは、そのコレクション内
の個別のカードであってよい。これらのオペレーションは、ディスプレイ画面の1つまた
は複数の要素を物理的に変換する段階を含めて、新規構造化プレゼンテーションをディス
プレイ画面上に視覚的に表示する段階を含むことができる。
【００１１】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、および方法を含む。
【００１２】
　他の態様では、システムは、クライアントデバイスおよびクライアントデバイスをイン
タラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複
数のコンピュータを備える。これらのオペレーションは、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションを記述する記述データを受け取る段階と、第1のウェブサイトから第1のイ
ンスタンスの識別子を引き出す段階と、第2のウェブサイトから第1のインスタンスの第1
の属性の第1の値を引き出す段階と、第1のインスタンスの識別子および新規値を事前に存
在している構造化プレゼンテーションに追加して新規構造化プレゼンテーション内に新規
レコードを形成する段階と、新規構造化プレゼンテーションを視覚的に提示するための命
令をクライアントデバイスに出力する段階とを含む。事前に存在している構造化プレゼン
テーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示す
る。構造化プレゼンテーションはレコードのコレクションを含み、これらのそれぞれは構
造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける
値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００１３】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。1つまたは
複数のコンピュータは、データ通信ネットワークを通じてクライアントデバイスをインタ
ラクティブに操作するように動作可能なサーバーを含んでいてよく、またクライアントデ
バイスは、クライアントとしてサーバーをインタラクティブに操作するように動作可能で
ある。
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【００１４】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、および方法を含む。
【００１５】
　他の態様では、システムは、クライアントデバイスおよびクライアントデバイスをイン
タラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複
数のコンピュータを備える。これらのオペレーションは、クライアントデバイスから機械
可読検索クエリを受け取る段階と、検索クエリに関連するインスタンスの構造化プレゼン
テーションを提示するための命令をクライアントデバイスに送信することによって検索ク
エリに応答する段階とを含む。構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、インスタンス
とインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けを、インスタンスの識別子と値の
配列によって表す。インスタンスの識別子と値は、電子文書の非構造化コレクション内の
2つまたはそれ以上の文書から引き出される。電子文書コレクションは、電子文書コレク
ション内の電子文書のフォーマットが制限的でも永続的でもないという点で非構造化コレ
クションである。
【００１６】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。1つまたは
複数のコンピュータは、データ通信ネットワークを通じてクライアントデバイスをインタ
ラクティブに操作するように動作可能なサーバーを含んでいてよく、またクライアントデ
バイスは、クライアントとしてサーバーをインタラクティブに操作するように動作可能で
ある。
【００１７】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、および方法を含む。
【００１８】
　本明細書で説明される発明対象の他の態様は、事前に存在している構造化プレゼンテー
ションを記述する記述データを受け取るアクションと、事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションの特性を電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較
して事前に存在している構造化プレゼンテーションに関連する新規インスタンスを識別す
る電子文書を特定するアクションと、新規インスタンスの識別子を事前に存在している構
造化プレゼンテーションに追加して拡張構造化プレゼンテーションを形成するアクション
と、拡張構造化プレゼンテーションを提示するための命令を出力するアクションとを含む
機械実装方法により具現化されうる。事前に存在している構造化プレゼンテーションの視
覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示する。構造化プレ
ゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタン
スの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表
す。
【００１９】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。新規イン
スタンスの識別子を追加する段階は、インスタンス提案(instance suggestions)のコレク
ションを構成する(formulating a collection of)段階と、インスタンス提案コレクショ
ンをユーザーに提供する段階と、新規インスタンスのユーザー選択を受け取る段階とを含
むことができ、ただし、新規インスタンスはインスタンス提案のコレクションに含まれる
。事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテンツと比較す
る段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスに関
係する構造化コンポーネントを含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階を含む
ことができる。インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスの識別子を含み、テンプレートに従
って配列されている電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、テンプレー
トに従って配列されているが、第2のインスタンスに関連している第2の文書を識別する段
階と、第2のインスタンスをインスタンス提案コレクションに含める段階とを含むことが
できる。事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテンツと
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比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内の1つまたは複数のイ
ンスタンスに関する情報を含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階、インスタ
ンスと属性との関連付けの格納されているコレクション内の新規インスタンスを特定する
段階、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を事前に存在している構造化
プレゼンテーションにおいて特徴付けられている属性と比較する段階、事前に存在してい
る構造化プレゼンテーション内のインスタンスを特徴付けるために使用される属性を電子
文書のコンテンツと比較する段階、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のイ
ンスタンスを特徴付けるために使用される属性の値を電子文書のコンテンツと比較する段
階、および事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンスを含むインス
タンスのカテゴリを電子文書のコンテンツと比較する段階のうちの1つまたは複数を含む
ことができる。電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
むことができる。電子文書は、ウェブページを含むことができる。拡張構造化プレゼンテ
ーションは、テーブル、またはカードのコレクションを含むことができる。この方法は、
ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて、拡張構造化
プレゼンテーションをディスプレイ画面上に視覚的に表示する段階を含むことができる。
【００２０】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、およびそれぞれこれらの方法の
オペレーションを実行するように構成されているコンピュータ記憶デバイス上に記録され
たコンピュータプログラムを含む。
【００２１】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、1つまたは複数のデータ処理機にオ
ペレーションを実行させるように動作可能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読デ
ータ記憶媒体を備える装置により具現化されうる。これらのオペレーションは、非構造化
電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の文書のコンテンツに基づいてインスタン
ス提案のコレクションを構成する段階と、インスタンス提案コレクションをユーザーに提
供する段階と、インスタンス提案のコレクション内の第1のインスタンスのユーザー選択
を受け取る段階と、第1のインスタンス提案の識別子を構造化プレゼンテーションに追加
する段階とを含む。電子文書コレクションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォ
ーマットが制限的でも永続的でもないという点で非構造化コレクションである。構造化プ
レゼンテーションの視覚的提示により、情報が整理された形で視覚的に提示される。構造
化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとイン
スタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によ
って表す。
【００２２】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。インスタ
ンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ンの特性を電子文書コレクション内の電子文書のコンテンツと比較する段階、事前に存在
している構造化プレゼンテーション内で識別されているインスタンスに関係する構造化コ
ンポーネントを含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階、事前に存在している
構造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスに関連し、テンプレートに従って配
列されている、電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階、テンプレートに従
って配列されているが、第2のインスタンスに関連している第2の文書を識別する段階、第
2のインスタンスをインスタンス提案コレクションに含める段階、事前に存在している構
造化プレゼンテーション内の1つまたは複数のインスタンスの識別子を含む電子文書コレ
クション内の文書を識別する段階、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のイ
ンスタンスを特徴付けるために使用される追加の属性を識別する段階、事前に存在してい
る構造化プレゼンテーション内のインスタンスを特徴付けるために使用される属性の値を
インスタンス提案の値と比較する段階、事前に存在している構造化プレゼンテーション内
のインスタンスを含むインスタンスのカテゴリを識別する段階、インスタンスのそのカテ
ゴリ内のインスタンスを使用してインスタンス提案のコレクションを構成する段階、イン
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スタンスと属性との関連付けの格納されているコレクション内のインスタンス提案を識別
する段階、および事前に存在している構造化プレゼンテーションにおいて特徴付けられて
いる属性を非構造化電子文書コレクション内の文書のコンテンツと比較する段階のうちの
1つまたは複数を含むことができる。電子文書のコレクションは、インターネット上で利
用可能な文書を含むことができる。電子文書は、ウェブページを含むことができる。構造
化プレゼンテーションは、テーブル、またはカードのコレクションを含むことができる。
【００２３】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、および方法を含む。
【００２４】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、クライアントデバイスおよびクライ
アントデバイスをインタラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラ
ムされた1つまたは複数のコンピュータを備えるシステムにより具現化できる。これらの
オペレーションは、事前に存在している構造化プレゼンテーションを記述する記述データ
を受け取る段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書の非
構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションに関連する新規インスタンスを識別する電子文書を特定する段階と、新規
インスタンスの識別子を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加して拡張構
造化プレゼンテーションを形成する段階と、クライアントデバイスとデータ通信を行うよ
うに結合されているディスプレイデバイス上に拡張構造化プレゼンテーションを提示する
ための命令を出力する段階とを含む。事前に存在している構造化プレゼンテーションの視
覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示する。構造化プレ
ゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタン
スの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表
す。
【００２５】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、および方法
を含む。
【００２６】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、クライアントデバイスおよびクライ
アントデバイスをインタラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラ
ムされた1つまたは複数のコンピュータを備えるシステムにより具現化できる。これらの
オペレーションは、非構造化電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の文書のコン
テンツに基づいてインスタンス提案のコレクションを構成する段階と、クライアントデバ
イスを使用してインスタンス提案コレクションをユーザーに提供する段階と、インスタン
ス提案のコレクション内の第1のインスタンスのユーザー選択を受け取る段階と、クライ
アントデバイスとデータ通信を行うように結合されているディスプレイデバイス上に提示
される構造化プレゼンテーションに第1のインスタンス提案の識別子を追加する段階とを
含み、構造化プレゼンテーションの視覚的提示により、情報が整理された形で視覚的に提
示される。電子文書コレクションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォーマット
が制限的でも永続的でもないという点で非構造化コレクションである。構造化プレゼンテ
ーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属
性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００２７】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。1つまたは
複数のコンピュータは、データ通信ネットワークを通じてクライアントデバイスをインタ
ラクティブに操作するように動作可能なサーバーを含むことができる。クライアントデバ
イスは、クライアントとしてサーバーをインタラクティブに操作するように動作可能であ
ってよい。クライアントデバイスは、ウェブブラウザを実行するパーソナルコンピュータ
を含んでよい。パーソナルコンピュータは、ディスプレイデバイスを備えることができる
。
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【００２８】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、および方法
を含む。
【００２９】
　本明細書で説明される発明対象の他の態様は、事前に存在している構造化プレゼンテー
ションを記述する記述データを受け取るアクションと、事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションの特性を電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較
して事前に存在している構造化プレゼンテーションに関連する新規属性を識別する電子文
書を特定するアクションと、新規属性の識別子を事前に存在している構造化プレゼンテー
ションに追加して拡張構造化プレゼンテーションを形成するアクションと、拡張構造化プ
レゼンテーションを提示するための命令を出力するアクションとを含む機械実装方法によ
り具現化されうる。事前に存在している構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造
化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示する。構造化プレゼンテーションは
、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付
ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００３０】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。新規属性
の識別子を追加する段階は、属性提案(attribute suggestions)のコレクションを構成す
る段階と、属性提案コレクションをユーザーに提供する段階と、新規属性のユーザー選択
を受け取る段階とを含むことができる。新規属性はインスタンス提案のコレクション内に
あってもよい。事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションで識別されたイン
スタンスに関係する構造化コンポーネントを含む電子文書コレクション内の文書を識別す
る段階を含むことができる。属性提案コレクションを構成する段階は、事前に存在してい
る構造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスに関連し、テンプレートに従って
配列されている、電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、属性提案コレ
クション内のインスタンスを特徴付けるために第1の文書内で使用される属性を追加する
段階とを含むことができる。事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子
文書のコンテンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内の
1つまたは複数のインスタンスに関する情報を含む電子文書コレクション内の文書を識別
する段階、インスタンスと属性との関連付けの格納されているコレクション内の新規属性
を識別する段階、事前に存在している構造化プレゼンテーションにおいて特徴付けられて
いるインスタンスを電子文書のコンテンツと比較する段階、事前に存在している構造化プ
レゼンテーションにおいて識別されているインスタンスに関係する追加のインスタンスを
識別する段階、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンスを特徴付
けるために使用される属性または属性の値を電子文書のコンテンツと比較する段階、事前
に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンスを含むインスタンスのカテゴ
リを電子文書のコンテンツと比較する段階のうちの1つまたは複数を含むことができる。
電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含むことができ、
電子文書は、ウェブページを含むことができる。拡張構造化プレゼンテーションは、テー
ブル、またはカードのコレクションを含むことができる。この方法は、ディスプレイ画面
の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて、拡張構造化プレゼンテーショ
ンをディスプレイ画面上に視覚的に提示する段階を含むことができる。
【００３１】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、およびコンピュータプログラム
製品を含む。
【００３２】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、1つまたは複数のデータ処理機にオ
ペレーションを実行させるように動作可能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読デ
ータ記憶媒体を備える装置により具現化されうる。これらのオペレーションは、非構造化
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電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の文書のコンテンツに基づいて属性提案の
コレクションを構成する段階と、属性提案コレクションをユーザーに提供する段階と、属
性提案のコレクション内の第1の属性のユーザー選択を受け取る段階と、第1の属性提案の
識別子を構造化プレゼンテーションに追加する段階とを含むことができる。電子文書コレ
クションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォーマットが制限的でも永続的でも
ないという点で非構造化コレクションである。構造化プレゼンテーションの視覚的提示に
より、情報が整理された形で視覚的に提示される。構造化プレゼンテーションは、構造化
プレゼンテーションの提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の
関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００３３】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。属性提案
のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性
を電子文書コレクション内の電子文書のコンテンツと比較する段階、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内で識別されているインスタンスを特徴付ける構造化コンポー
ネントを含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階、事前に存在している構造化
プレゼンテーションで識別されたインスタンスに関連し、テンプレートに従って配列され
ている、電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、属性提案コレクション
内のインスタンスを特徴付けるために使用される属性を含める段階、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内の1つまたは複数のインスタンスに関する情報を含む電子文
書コレクション内の文書を識別する段階のうちの1つまたは複数を含むことができる。事
前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテンツと比較する段
階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションにおいて識別されているインスタン
スを電子文書のコンテンツと比較する段階、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ン内のインスタンスを特徴付けるために使用される属性または属性の値を電子文書のコン
テンツと比較する段階のうちの1つまたは複数を含むことができる。属性提案のコレクシ
ョンを構成する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンス
を含むインスタンスのカテゴリを識別する段階と、インスタンスのそのカテゴリ内のイン
スタンスを特徴付けるために使用される属性から属性提案のコレクションを構成する段階
とを含むことができる。属性提案のコレクションは、インスタンスと属性との関連付けの
格納されているコレクション内の属性提案を識別することによって構成することもできる
。電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含むことができ
、電子文書は、ウェブページを含むことができる。構造化プレゼンテーションは、テーブ
ル、またはカードのコレクションを含むことができる。これらのオペレーションは、ディ
スプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて、構造化プレゼン
テーションをディスプレイ画面上に視覚的に提示する段階を含むこともできる。
【００３４】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、およびコンピュータプログラム
製品を含む。
【００３５】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、ディスプレイ画面を備えるクライア
ントデバイスおよびクライアントデバイスをインタラクティブに操作し、オペレーション
を実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータを備えるシステムによ
り具現化できる。これらのオペレーションは、事前に存在している構造化プレゼンテーシ
ョンを記述する記述データを受け取る段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーシ
ョンの特性を電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前
に存在している構造化プレゼンテーションに関連する新規属性を識別する電子文書を特定
する段階と、新規属性の識別子を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加し
て拡張構造化プレゼンテーションを形成する段階と、拡張構造化プレゼンテーションをデ
ィスプレイ画面上に提示するための命令を出力する段階とを含む。事前に存在している構
造化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視
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覚的に提示する。構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示
でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの
識別子と値の配列によって表す。
【００３６】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、および方法
を含む。
【００３７】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、ディスプレイ画面を備えるクライア
ントデバイスおよびクライアントデバイスをインタラクティブに操作し、オペレーション
を実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータを備えるシステムによ
り具現化できる。これらのオペレーションは、非構造化電子文書コレクション内の2つま
たはそれ以上の文書のコンテンツに基づいて属性提案のコレクションを構成する段階と、
属性提案コレクションをクライアントデバイスに提供する段階と、クライアントデバイス
から属性提案のコレクション内の第1の属性の選択を受け取る段階と、第1の属性提案の識
別子をディスプレイ画面上に提示される構造化プレゼンテーションに追加する段階とを含
む。電子文書コレクションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォーマットが制限
的でも永続的でもないという点で非構造化コレクションである。構造化プレゼンテーショ
ンの視覚的提示により、情報が整理された形で視覚的に提示される。構造化プレゼンテー
ションは、構造化プレゼンテーションの提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴
付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００３８】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、および方法
を含む。
【００３９】
　本明細書で説明される発明対象の他の態様は、事前に存在している構造化プレゼンテー
ションを記述する記述データを受け取るアクションと、事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションの特性を電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較
して事前に存在している構造化プレゼンテーションに関連する新規値を識別する電子文書
を特定するアクションと、新規値を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加
して新規構造化プレゼンテーションを形成するアクションと、新規構造化プレゼンテーシ
ョンを視覚的に提示するための命令を出力するアクションとを含む機械実装方法により具
現化されうる。事前に存在している構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造化設
計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示する。構造化プレゼンテーションは、構
造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける
値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００４０】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。第1の電子
文書において構造化プレゼンテーション内に出現する第1のインスタンスの識別子を特定
し、新規値を第1の電子文書から抽出することができる。新規値を追加する段階は、第1の
インスタンスの第1の属性の値のコレクションを識別する段階と、識別された値のうちの1
つまたは複数の値のサブセットを、第1のインスタンスの第1の属性を適切に特徴付けるも
のとして確定する段階とを含むことができる。値のサブセットを適切なものとして確定す
る段階は、コレクション内の値をいくつかのグループに分ける段階、サブセット内の値の
個数に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階、ユーザー指定制約条件を満
たすサブセット内の値に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階、サブセッ
ト内の値が高品質文書から引き出される段階に少なくとも一部は基づいてサブセットを選
択する段階、サブセット内の値が事前に存在している構造化プレゼンテーション内の他の
インスタンスに関連する文書から引き出される段階に少なくとも一部は基づいてサブセッ
トを選択する段階、サブセット内の値が事前に存在している構造化プレゼンテーション内
の他の属性に関連する文書から引き出される段階に少なくとも一部は基づいてサブセット
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を選択する段階のうちの1つまたは複数を含むことができる。電子文書のコレクションは
、インターネットであってもよく、電子文書は、ウェブページであってもよい。事前に存
在している構造化プレゼンテーションは、テーブル、またはカードのコレクションを含む
ことができる。この方法は、ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換す
る段階を含めて、新規構造化プレゼンテーションをディスプレイ画面上に視覚的に提示す
る段階を含むことができる。
【００４１】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、およびコンピュータプログラム
製品を含む。
【００４２】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、1つまたは複数のデータ処理機にオ
ペレーションを実行させるように動作可能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読デ
ータ記憶媒体を備える装置により具現化されうる。これらのオペレーションは、第1のイ
ンスタンス、第2のインスタンス、および第1の属性を記述する記述データを受け取る段階
と、非構造化電子文書コレクションの2つまたはそれ以上の文書から第1のインスタンスの
第1の属性の値の第1のコレクションを抽出する段階と、非構造化電子文書コレクションの
2つまたはそれ以上の文書から第2のインスタンスの第1の属性の値の第2のコレクションを
抽出する段階と、値の第1のコレクションの第1のサブセットを、第1のインスタンスの第1
の属性を適切に特徴付けるものとして確定する段階と、値の第2のコレクションの第2のサ
ブセットを、第2のインスタンスの第1の属性を適切に特徴付けるものとして確定する段階
と、第1のサブセットの第1の値および第2のサブセットの第2の値を含む構造化プレゼンテ
ーションを表示するための機械可読命令を生成する段階とを含むことができる。構造化プ
レゼンテーションは、インスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付
けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００４３】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含みうる。値の第1の
サブセットは、第1のコレクション内の値をいくつかのグループに分けることによって適
切なものとして確定することができ、ただし、それぞれのグループは値の第1のコレクシ
ョンのサブセットを含む。値の第1のサブセットは、第1のサブセット内の値の個数に少な
くとも一部は基づき第1のサブセットを選択することによって適切なものとして確定する
ことができる。値の第1のサブセットは、第1のサブセット内の値をそれらの値に対するユ
ーザー指定制約条件と比較することによって適切なものとして確定することができる。値
の第1のサブセットは、第1のサブセット内の値が高品質文書から引き出されたと判定する
ことによって適切なものとして確定することができる。値の第1のサブセットは、第1のサ
ブセット内の値が第2のインスタンスに関連する文書から引き出されたと判定することに
よって適切なものとして確定することができる。値の第1のサブセットは、第1のサブセッ
ト内の値が第1のインスタンスおよび第2のインスタンスの両方を特徴付ける他の属性に関
連する文書から引き出されたと判定することによって適切なものとして確定することがで
きる。第1のインスタンスの記述は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内に
出現する第1のインスタンスの識別子を含むことができる。第2のインスタンスの記述は、
事前に存在している構造化プレゼンテーション内に出現する第2のインスタンスの識別子
を含むことができる。第1の属性の記述は、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ンに追加される新規属性の記述を含むことができる。非構造化電子文書コレクションは、
インターネット上で利用可能な電子文書を含むことができる。構造化プレゼンテーション
は、テーブル、またはカードのコレクションであってよい。構造化プレゼンテーションは
、ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて、ディスプ
レイ画面上に視覚的に提示することができる。
【００４４】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、および方法を含む。
【００４５】
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　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、デバイスおよびデバイスをインタラ
クティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数の
コンピュータを備えるシステムにより具現化されうる。これらのオペレーションは、事前
に存在している構造化プレゼンテーションを記述する記述データを受け取る段階と、事前
に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書の非構造化コレクション内の
電子文書のコンテンツと比較して事前に存在している構造化プレゼンテーションに関連す
る新規値を識別する電子文書を特定する段階と、新規値を事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションに追加して新規構造化プレゼンテーションを形成する段階と、新規構造化
プレゼンテーションをデバイス上に視覚的に提示するための命令を出力する段階とを含む
。事前に存在している構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合する
システム配置で情報を視覚的に提示する。構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼン
テーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関
連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す。
【００４６】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、および方法
を含む。
【００４７】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、デバイスおよびデバイスをインタラ
クティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数の
コンピュータを備えるシステムにより具現化されうる。これらのオペレーションは、第1
のインスタンス、第2のインスタンス、および第1の属性を記述する記述データを受け取る
段階と、非構造化電子文書コレクションの2つまたはそれ以上の文書から第1のインスタン
スの第1の属性の値の第1のコレクションを抽出する段階と、非構造化電子文書コレクショ
ンの2つまたはそれ以上の文書から第2のインスタンスの第1の属性の値の第2のコレクショ
ンを抽出する段階と、値の第1のコレクションの第1のサブセットを、第1のインスタンス
の第1の属性を適切に特徴付けるものとして確定する段階と、値の第2のコレクションの第
2のサブセットを、第2のインスタンスの第1の属性を適切に特徴付けるものとして確定す
る段階と、第1のサブセットの第1の値および第2のサブセットの第2の値を含む構造化プレ
ゼンテーションを表示するための機械可読命令を生成する段階であって、構造化プレゼン
テーションは、インスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをイ
ンスタンスの識別子と値の配列によって表す、段階と、機械可読命令をデバイスに送信す
る段階とを含む。
【００４８】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、および方法
を含む。
【００４９】
　本明細書で説明される発明対象の他の態様は、構造化プレゼンテーションをディスプレ
イデバイス上に表示するアクションと、表示される構造化プレゼンテーションに対するユ
ーザーインタラクションを特徴付ける、構造化プレゼンテーションの第1のインスタンス
および第1の属性の指定を含むデータを受け取るアクションと、データを受け取ったこと
に応答してディスプレイデバイス上に以前には隠されていた検索インターフェイスを表示
するアクションとを含む機械実装方法によって具現化されうる。構造化プレゼンテーショ
ンは、構造化設計に適合する組織的な構造化された配列で情報を視覚的に提示する。構造
化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとイン
スタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によ
って表す。検索インターフェイスは、電子文書コレクション内の第1のインスタンスの第1
の属性を特徴付ける第1の値の位置を識別する情報もしくはインタラクティブ要素を含む
。
【００５０】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含む。表示される構
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造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取
る段階は、構造化プレゼンテーション内のセルに関連付けられている第1のインスタンス
および第1の属性の手動によるユーザー指定を受け取る段階、または構造化プレゼンテー
ション内のセルに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段階を
含むことができる。セルは、構造化プレゼンテーション内の第1のインスタンスおよび第1
の属性の識別子に関するセルの配列を用いて第1のインスタンスおよび第1の属性に関連付
けることができる。セルに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取
る段階は、空のセルに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段
階も含みうる。以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、電子文書
コレクションの検索をトリガーし、第1の値を特定するためにユーザー側で選択できるイ
ンタラクティブ要素を表示する段階、第1のインスタンスの第1の属性を特徴付ける値を指
定するためにユーザー側で選択できるインタラクティブ値入力要素を表示する段階、電子
文書コレクションの第1の文書内の第1の値のコンテキストを特徴付けるスニペットを表示
する段階、および第1の値を特定するために電子文書コレクションの事前検索の結果を表
示する段階のうちの1つまたは複数を含むことができる。第1の値は、第1のインスタンス
の第1の属性を特徴付ける値として構造化プレゼンテーション内に出現しうる。以前には
隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、電子文書コレクション内の第1の
電子文書の識別子を表示する段階も含むことができ、第1の値は、第1の電子文書から引き
出される。この方法は、第1の電子文書が機能せず第1の値を提供することができないと判
定する段階と、第1の文書が機能しないことを示す視覚的指示を表示する段階も含むこと
ができる。ユーザーに対して、第1の文書と第1のインスタンスおよび第1の属性との関連
性の変化に関係なく第1の文書から矛盾なく第1の値を選択するオプション、または第1の
インスタンスおよび第1の属性に最も関連している第1の文書から第1の値を選択するオプ
ションを提示することができる。この方法は、検索インターフェイスに対するユーザーイ
ンタラクションに応答して第1の値を特定するために電子文書の非構造化コレクションを
検索する段階と、第1の値を構造化プレゼンテーションに追加する段階も含むことができ
る。第1のインスタンスおよび第1の属性の指定を受け取る段階は、属性のコレクションま
たはインスタンスのコレクションの指定を受け取る段階を含むことができる。この方法は
、時間の経過に応じて構造化プレゼンテーションの表示を更新する段階も含みうる。
【００５１】
　この態様の他の実施形態は、対応するシステム、装置、およびコンピュータプログラム
製品を含む。
【００５２】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、クライアントデバイスをインタラク
ティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコ
ンピュータを備えるシステムにより具現化されうる。これらのオペレーションは、ディス
プレイデバイス上に表示される構造化プレゼンテーションの第1のセルを指定するユーザ
ーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段階と、第1のセルに第1の値を書き込
むために事前検索が実施されたと判定する段階と、事前検索が実施されたと判定したこと
に応答して、ディスプレイデバイス上に事前検索を特徴付ける情報を表示する段階とを含
む。構造化プレゼンテーションは、構造化設計に適合する組織的な構造化された配列で情
報を視覚的に提示する。構造化プレゼンテーションは、インスタンスとインスタンスの属
性を特徴付ける値との間の関連付けをセル内の値の配列によって表す。
【００５３】
　この態様および他の態様は、以下の特徴のうちの1つまたは複数を含む。第1のセルを指
定するユーザーインタラクションを特徴付けるデータは、第1のセルに関連付けられてい
る第1のインスタンスおよび第1の属性の手動によるユーザー指定を含むことができる。事
前検索を特徴付ける情報は、第1の値の引き出し元となる電子文書を識別する情報を含む
ことができる。事前検索を特徴付ける情報は、第1の値の引き出し元になった可能性のあ
る電子文書のコレクション、第1の値の引き出し元となる電子文書コレクション内の第1の
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電子文書を識別する情報、電子文書コレクションの第1の文書内の第1の値のコンテキスト
を特徴付けるスニペットのうちの1つまたは複数を含むことができる。事前検索を特徴付
ける情報は、例えば以前には隠されていた検索インターフェイスの表示要素内に、表示す
ることができる。これらのオペレーションは、第1の電子文書が操作不能であり第1の値を
提供することができないと判定する段階と、第1の文書が操作不能であることを示す視覚
的指示を表示する段階も含むことができる。これらのオペレーションは、ユーザーインタ
ラクションに応答して構造化プレゼンテーションの第1のセル内の値の表示を更新する段
階も含みうる。電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
むことができる。電子文書は、ウェブページを含むことができる。構造化プレゼンテーシ
ョンは、カードのコレクションであってよい。
【００５４】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、およびコン
ピュータプログラム製品を含む。
【００５５】
　本明細書で説明されている発明対象の他の態様は、ディスプレイデバイスを備えるクラ
イアントデバイスをインタラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログ
ラムされた1つまたは複数のコンピュータを備えるシステムにより具現化されうる。これ
らのオペレーションは、構造化プレゼンテーションをディスプレイデバイス上に表示する
段階と、表示される構造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクションを特徴
付けるデータを受け取る段階と、データを受け取ったことに応答してディスプレイデバイ
ス上に以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階とを含む。構造化プレ
ゼンテーションは、構造化設計に適合する組織的な構造化された配列で情報を視覚的に提
示する。構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインス
タンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と
値の配列によって表す。データは、構造化プレゼンテーションの第1のインスタンスおよ
び第1の属性の指定を含む。検索インターフェイスは、電子文書コレクション内の第1のイ
ンスタンスの第1の属性を特徴付ける第1の値の位置を識別する情報もしくはインタラクテ
ィブ要素を含む。
【００５６】
　この態様の他の実施形態は、対応するコンピュータプログラム製品、装置、およびコン
ピュータプログラム製品を含む。
【００５７】
　1つまたは複数の実施形態の詳細は、付属の図面および以下の説明で述べられる。他の
特徴および利点は、説明および図面、ならびに請求項から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】電子文書コレクションからの情報が構造化プレゼンテーションでユーザーに提示
されるシステムを示す略図である。
【図２】電子文書コレクションからの情報が構造化プレゼンテーションでユーザーに提示
される他のシステムの一実装を示す略図である。
【図３】例示的な構造化プレゼンテーションの略図である。
【図４】例示的な構造化プレゼンテーションの略図である。
【図５】例示的な構造化プレゼンテーションの略図である。
【図６】電子文書コレクションからの情報を構造化プレゼンテーションでユーザーに提示
するための例示的なプロセスの流れ図である。
【図７】電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の関連する文書を識別するための
例示的なプロセスの流れ図である。
【図８】電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の関連する文書を識別するための
例示的なプロセスの流れ図である。
【図９】新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに提案および/または追加するた
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めのプロセスの流れ図である。
【図１０】構造化プレゼンテーションの修正を指定するユーザー入力を受け取るためのユ
ーザーインターフェイスコンポーネントの略図である。
【図１１】新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するための技術を指定す
るユーザー入力を受け取るためのユーザーインターフェイスコンポーネントの略図である
。
【図１２】新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するためにユーザー指定
制約条件オプションで使用される制約条件を指定するユーザー入力を受け取るためのユー
ザーインターフェイスコンポーネントの略図である。
【図１３】新規属性を構造化プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセスの流
れ図である。
【図１４】新規属性を構造化プレゼンテーションに追加するためのユーザーインターフェ
イスコンポーネントの略図である。
【図１５】新規属性値を構造化プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセスの
流れ図である。
【図１６】新規属性値を構造化プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセスの
流れ図である。
【図１７】構造化プレゼンテーションに追加すべき候補値を選択するためのユーザーイン
ターフェイスコンポーネントの略図である。
【図１８】中に提示される属性値の不足のハイライトを含む構造化プレゼンテーションの
略図である。
【図１９】構造化プレゼンテーションに追加すべき候補属性を選択するためのユーザーイ
ンターフェイスコンポーネントの略図である。
【図２０】構造化プレゼンテーションに追加すべき候補インスタンスを選択するためのユ
ーザーインターフェイスコンポーネントの略図である。
【図２１】事前に存在している構造化プレゼンテーションを拡張するために新規インスタ
ンスを追加することができるプロセスの略図である。
【図２２】電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいてインスタンスを構造化
プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセスの流れ図である。
【図２３】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書からインスタンス提案を構成するための例示的なプロセスの流れ図
である。
【図２４】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からのインスタンス提案の構成を表す図である。
【図２５】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書からインスタンス提案を構成するための例示的なプロセスの流れ図
である。
【図２６】動画を記述するためのパターンとして使用されるハイパーテキストマークアッ
プ言語のテンプレートの一部を表す図である。
【図２７】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規インス
タンス提案のコレクションを構成することができるプロセスの略図である。
【図２８】電子文書コレクション内の属性およびインスタンスを関連付けるテーブルの略
図である。
【図２９】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいてインスタンス
および属性のコレクションからインスタンス提案を構成するためのプロセスの流れ図であ
る。
【図３０】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規インス
タンス提案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
【図３１】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規インス
タンス提案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
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【図３２】データコレクション内の属性、インスタンス、およびそれらの値を関連付ける
テーブルの略図である。
【図３３】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規インス
タンス提案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
【図３４】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からのインスタンス提案の構成を表す図である。
【図３５】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規インス
タンス提案のコレクションを構成するために使用されうるプロセスのコレクションの略図
である。
【図３６】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規インス
タンス提案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
【図３７】事前に存在している構造化プレゼンテーションを拡張するために新規属性を追
加することができるプロセスの略図である。
【図３８】電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいて属性を構造化プレゼン
テーションに追加するための例示的なプロセスの流れ図である。
【図３９】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書から属性提案を構成するための例示的なプロセスの流れ図である。
【図４０】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からの属性提案の構成を表す図である。
【図４１】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書から属性提案を構成するための例示的なプロセスの流れ図である。
【図４２】動画を記述するためのパターンとして使用されるハイパーテキストマークアッ
プ言語(HTML)のテンプレートの一部を表す図である。
【図４３】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規属性提
案のコレクションを構成することができるプロセスの略図である。
【図４４】電子文書コレクション内の属性およびインスタンスを関連付けるテーブルの略
図である。
【図４５】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいてインスタンス
および属性のコレクションから属性提案を構成するためのプロセスの流れ図である。
【図４６】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規属性提
案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
【図４７】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて属性提案を
構成する際に使用する関係するインスタンスを識別するためのプロセスの流れ図である。
【図４８】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規属性提
案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
【図４９】事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からの属性提案の構成を表す図である。
【図５０】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規属性提
案のコレクションを構成するために使用されうるプロセスのコレクションの略図である。
【図５１】事前に存在している構造化プレゼンテーション内の情報に基づいて新規属性提
案のコレクションを構成するためのプロセスの流れ図である。
【図５２】電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の電子文書から引き出される属
性値が構造化プレゼンテーションでユーザーに提示されるシステムを示す略図である。
【図５３】電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の電子文書から引き出される属
性値が構造化プレゼンテーションでユーザーに提示されるシステムの一実装を示す略図で
ある。
【図５４】電子文書コレクション内の属性、値、およびインスタンスを関連付けることが
できるテーブルの略図である。
【図５５】電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の電子文書から引き出される属
性値を構造化プレゼンテーションでユーザーに提示するための例示的なプロセスの流れ図
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である。
【図５６】構造化プレゼンテーションで提示する1つまたは複数の値を選択するためのプ
ロセスの流れ図である。
【図５７】構造化プレゼンテーションで提示する1つまたは複数の値を選択するためのプ
ロセスの流れ図である。
【図５８】構造化プレゼンテーションで提示する1つまたは複数の値を選択するための例
示的なプロセスの流れ図である。
【図５９】電子文書コレクション内の電子文書から引き出される属性値が構造化プレゼン
テーションでユーザーに提示される状況を示す略図である。
【図６０】属性と属性値の両方が電子文書コレクション内の電子文書から引き出され、構
造化プレゼンテーションでユーザーに提示されるプロセスを示す略図である。
【図６１】電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいて値を構造化プレゼンテ
ーションに追加するためのプロセスの流れ図である。
【図６２】検索インターフェイスが隠されている構造化プレゼンテーションの略図である
。
【図６３】検索インターフェイスが隠されている構造化プレゼンテーションの略図である
。
【図６４】検索インターフェイスが隠されている構造化プレゼンテーションの略図である
。
【図６５】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図６６】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図６７】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図６８】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図６９】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図７０】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図７１】電子文書コレクション内の文書のコンテンツから値を引き出すことによって値
を構造化プレゼンテーションに追加するためのプロセスの流れ図である。
【図７２】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図７３】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図７４】以前には隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素を例示する
図である。
【図７５】電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいて値を構造化プレゼンテ
ーションに追加するためのプロセスの流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　さまざまな図面内の類似の参照記号は、類似の要素を示す。
【００６０】
　図1は、非構造化電子文書コレクション102からの情報が構造化プレゼンテーション106
でユーザーに提示されるシステム100を示す略図である。電子文書コレクション102に加え
て、システム100は、ディスプレイ画面104およびデータ通信インフラストラクチャ108を
備える。動作中、システム100は、電子文書102の非構造化コレクションから情報を抽出し
、その抽出された情報を構造化プレゼンテーション106でディスプレイ画面104に提示する
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。
【００６１】
　電子文書コレクション102は、電子文書コレクション102内の個別の文書内の情報の編成
が情報の抽出に際して利用することができる所定の構造に適合する必要はないという点で
非構造化コレクションである。例えば、電子文書コレクション102内に3つの電子文書、つ
まり、電子文書110、112、114を考える。各電子文書のコンテンツを別々に編成する3人の
異なるユーザーによって文書110、112、114がコレクション102に追加された。ユーザーは
、文書110、112、114内の情報が、特定のフォーマットであることを保証するために共同
作業する必要はない。さらに、一方のユーザーが文書110のフォーマットの変更を望んで
いる場合、そのユーザーは他のユーザーによって追加された文書のフォーマットと無関係
にそのようにすることができる。ユーザーが他のユーザーにその変更を通知する必要はな
い。実際、文書は、自動車メーカー3社、またはデジタルカメラの販売会社3社など、共同
作業できないだけでなく、お互い敵同士である競合会社でもあるエンティティによってコ
レクション102に追加される場合もある。文書をコレクション102に追加するエンティティ
同士の特定の連携があっても、文書内の情報がそれらの文書内において同様に編成されて
いることを保証する公式のメカニズムはない。さらに、コレクション102内のそれぞれの
文書のそれぞれにおける情報の編成に変更がないことを保証する公式のメカニズムもない
。
【００６２】
　それとは対照的に、構造化プレゼンテーション106は、構造化されており、整理された
システム配置のコレクション102内の文書から引き出された情報を提示する。したがって
、構造化プレゼンテーション106内の情報のグループ分け、セグメント分割、および配列
は、その中の情報がコレクション102内の多様な一組の文書における異なるコンテキスト
から引き出されるとしても、構造化設計に従う。さらに、構造化プレゼンテーション106
の設計の一態様に加えられた変更は、構造化プレゼンテーション106全体に伝搬しうる。
【００６３】
　構造化プレゼンテーションの例としては、スプレッドシートテーブル、カードまたは他
のレコードのコレクション、および他の構造化プレゼンテーションフォーマットが挙げら
れる。このような構造化プレゼンテーションは、ディスプレイにおける情報の空間的配列
、構造化プレゼンテーションの編成および情報に関するさまざまな態様(例えば、列見出
し、行見出し、単位識別子、および同様のもの)の位置決めおよび識別、値のグラフィッ
ク表現、および他の特性を指定する規則に従うものとすることができる。
【００６４】
　構造化プレゼンテーション内の情報の構造化により、一般的に、閲覧者による情報の理
解がしやすくなる。例えば、閲覧者は、見出しを読み取ることによって構造化プレゼンテ
ーション内に格納されている情報の性質を認識することができる。閲覧者は、構造化プレ
ゼンテーション内に記述されている値を、ディスプレイに示されているそれらの値の配列
および位置決めに基づいて容易に識別し、比較することができる。例えば、ユーザーは、
構造化プレゼンテーション内のいくつかの値がすべて、異なる自動車の属性(つまり、特
性)に関係することを簡単に確認し、それらの値を容易に比較することができる。
【００６５】
　システム100は、コレクション102内の文書から引き出された値を構造化プレゼンテーシ
ョン106内に単に書き込むことに制限されない。その代わりに、多くの実装において、シ
ステム100は、構造化プレゼンテーション106内に記述されるエンティティ(つまり、「イ
ンスタンス」)、それらのインスタンスの属性を特徴付ける値、さらには構造化プレゼン
テーション106の適切な構造化を決定することができる。このような決定は、特定のフォ
ーマット、永続的フォーマット、またはその両方を有することに制限されていないコレク
ション102内の異なる文書から引き出された情報に基づいて行うことができる。例えば、
構造化プレゼンテーション106内に出現する属性は、以下でさらに詳しく説明するように
、いくつかのインスタンスを特徴付けるためにコレクション102内の文書で使用される属
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性に基づくものとすることができる。他の例として、構造化プレゼンテーション106内に
出現する値の単位(例えば、メートル、フィート、インチ、マイル)は、コレクション102
内の文書内に出現する値の単位に基づくものとすることができる。他の例として、構造化
プレゼンテーション106内に出現するインスタンスは、コレクション102内の文書内に出現
するインスタンスのコレクションに基づいて決定されうる。
【００６６】
　さらに、多くの実装において、そのような情報は、コレクション102内の以前に指定さ
れていない文書から引き出すことができる。例えば、検索クエリを使用して、コレクショ
ン102内の文書を識別し、それらの文書から情報を引き出すことができる。情報の引き出
し元となりうる文書の識別または種類に対し事前に存在する制限がある必要はない。例え
ば、識別された文書は、特定の個人のアカウントに関連付けられるもの、または特定の小
売店に由来するものに制限される必要はない。その代わりに、情報は、以前に指定されて
いない文書から引き出すことができる。
【００６７】
　システム100は、こうして、さまざまな異なる方法でコレクション102内の文書の多様な
情報内容を利用して、構造化プレゼンテーションをユーザーに提示することができる。電
子文書コレクション102が多数の文書を含む場合、利用できる情報の量は、非常に大きく
なる可能性がある。さらに、これは、以下でさらに詳しく説明するように、多くの場合、
自動的に、または人によるインタラクティブな操作を比較的わずかに抑えて実行すること
ができる。
【００６８】
　図2は、非構造化電子文書コレクション102からの情報が構造化プレゼンテーション106
でユーザーに提示されるシステム200の一実装を示す略図である。システム200では、デー
タ通信インフラストラクチャ108が、電子文書コレクション102と、ディスプレイ画面104
と、検索エンジン202、クローラー204、データセンター208、ならびに、文書圧縮、イン
デックス付け、および順位付けモジュール210を含むデータ記憶要素および処理要素のコ
レクションとを相互接続する。
【００６９】
　検索エンジン202は、非構造化電子文書コレクション102を検索するように、1つまたは
複数の機械可読命令セットによりプログラムされる。検索エンジン202は、1つまたは複数
の地理的位置に配備されている1つまたは複数のコンピュータ上に実装することができる
。
【００７０】
　クローラー204は、非構造化電子文書コレクション102に対しクローリングを実行するよ
うに、1つまたは複数の機械可読命令セットによりプログラムされる。クローラー204は、
1つまたは複数の地理的位置に配備されている1つまたは複数のコンピュータ上に実装する
ことができる。
【００７１】
　圧縮、インデックス付け、および順位付けモジュール210は、コレクション102内の文書
の圧縮、インデックス付け、および順位付けを行うように、1つまたは複数の機械可読命
令セットによりプログラムされる。圧縮、インデックス付け、および順位付けモジュール
210は、1つまたは複数の地理的位置に配備されている1つまたは複数のコンピュータ上に
実装することができる。
【００７２】
　データセンター208は、電子文書コレクション102内の電子文書を特徴付ける情報を格納
する。そのような電子文書を特徴付ける情報は、インデックス付きキーワードおよびキー
ワードを見つけることができるコレクション102内の文書の位置を含むインデックス付き
データベースの形態で格納されうる。インデックス付きデータベースは、例えば、クロー
ラー204によって形成されうる。
【００７３】
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　いくつかの実装では、データセンター208内に格納されている情報はそれ自体、構造化
プレゼンテーション106をユーザーに提示しやすいように編成されうる。例えば、情報は
、いくつかのトピックに関連する構造化プレゼンテーション106を提示することが必要で
あることを予想してクローラー204ならびに圧縮、インデックス付け、および順位付けモ
ジュール210によって編成されうる。データセンター208内の情報の構造は、構造化プレゼ
ンテーション106内の情報のグループ分け、セグメント分割、および配列を行いやすくす
るものであってよい。この編成は、さまざまな異なるファクタに基づいて行うことができ
る。例えば、オントロジーを使用して、データセンター208内に格納されている情報を整
理することができる。他の例として、前の構造化プレゼンテーション106の履歴レコード
を使用して、データセンター208内に格納されている情報を整理することができる。他の
例として、本明細書で説明されているデータテーブルを使用して、データセンター208内
に格納されている情報を整理することができる。
【００７４】
　図示されているように、システム200は、機械可読命令に従って構造化プレゼンテーシ
ョンを提示することができる複数のディスプレイ画面104を備える。ディスプレイ画面104
としては、例えば、陰極線(CRT)、発光ダイオード(LED)画面、液晶ディスプレイ(LCD)、
ガスプラズマディスプレイ、および同様のものが挙げられる。ディスプレイ画面104は、
自給式データ処理システム、例えば、パーソナルデータアシスタント(PDA)215、デスクト
ップコンピュータ217、または携帯電話の欠くことのできない部分であるものとすること
ができる。一般に、構造化プレゼンテーションを提示するための命令は、そのような自給
式データ処理システムが受け取った後にディスプレイ画面104の仕様に合わせて修正され
る。しかし、これは必ずしもそうではない。例えば、ディスプレイ画面104は、構造化プ
レゼンテーションを提示するための命令の処理がそれらの命令がディスプレイ画面104に
届く前に完了している、より分散度の高いシステムの一部であってもよい。例えば、ディ
スプレイ画面104は、「ダム」デバイス、例えば、テレビ受像機またはコンピュータのモ
ニタに組み込むことができ、これらはローカルもしくはリモートのソースから構造化プレ
ゼンテーション106を提示するための命令を受け取る。
【００７５】
　動作中、システム200は、コレクション102内の非構造化情報を、閲覧者に提示される構
造化プレゼンテーション106に変換することができる。このような変換は、検索エンジン
がコレクション102内の電子文書から抽出された情報に基づいて情報要求を受け取り、そ
の情報要求に応答するウェブ検索の状況において実行されうる。
【００７６】
　例えば、パーソナルデータアシスタント(PDA)215またはデスクトップコンピュータ217
は、ユーザーと情報をやり取りし、これにより、例えば、ウェブブラウザアプリケーショ
ンを使って検索クエリを受け取ることができる。クエリの記述212は、無線データリンク2
19および/または有線データリンク221を介して検索エンジン202に伝送されうる。これに
対する応答として、検索エンジン202は、クエリ記述212を使用して、ディスプレイ画面10
4上に構造化プレゼンテーション106を提示する際に使用できるデータセンター208内の情
報を識別することができる。識別された情報は、非構造化電子文書コレクション102内の2
つまたはそれ以上の指定されていない電子文書から引き出すことができる。いくつかの場
合において、クエリ記述212は、情報を取り出して構造化プレゼンテーション106をユーザ
ーに提示するために検索エンジン202によって使用される検索語を含むことができる。例
えば、クエリ記述212内の検索語を使用することで、データセンター208内において、関係
するインスタンス、そのようなインスタンスを特徴付ける属性、個別のインスタンスを特
徴付ける値、および/または構造化プレゼンテーション106の他の態様からなるコレクショ
ンを識別することができる。
【００７７】
　検索エンジン202は、クエリ記述212への応答214を生成することもできる。応答214は、
ユーザーに対し構造化プレゼンテーション106を提示するために使用されうる。一般に、
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応答214は、構造化プレゼンテーション106を提示するためにシステム215、217内のデータ
処理デバイスによって解釈できる機械可読命令を含む。例えば、応答214は、構造化プレ
ゼンテーション106の特性およびコンテンツを指定するためにHTMLでコード化することが
できる。他の実装では、応答214は、構造化プレゼンテーション106を提示するために使用
されるデータセンター208からのテキストスニペットまたは他の情報を含むことができる
。例えば、応答214は、以下でさらに詳しく説明するように、値、新規属性の名前、構造
化プレゼンテーション106で表示する値が正しい確率の推定からなるコレクションを含む
ことができる。
【００７８】
　多くの場合において、システム200は、データセンター208内に格納されている情報を使
用して、クエリ記述212において記述されているクエリに関連する1つまたは複数の文書の
位置を識別する。例えば、検索エンジン202は、クエリ記述212内のキーワードをデータセ
ンター208内に格納されているキーワードのインデックスと比較することができる。この
比較結果を使用して、クエリ記述212に関連するコレクション102内の文書を識別すること
ができる。そのような識別された文書の位置は、応答214内に、例えば、記述されたクエ
リに応答する文書へのハイパーリンクとして含めることができる。
【００７９】
　いくつかの実装では、システム200は、構造化プレゼンテーション106内の情報のグルー
プ分け、セグメント分割、および配列を行いやすいように属性および/またはそれらの各
値を格納することができる。例えば、システム215、217などのクライアントシステムをユ
ーザーがインタラクティブに操作することによって修正し、変更するときに、インスタン
ス、それらの属性、およびそれらの値からなるコレクションを構造化プレゼンテーション
106としてデータセンター208内に格納することができる。例えば、第1の閲覧者に提示さ
れる一方の構造化プレゼンテーション106内のインスタンス、属性、および値をデータセ
ンター208内に格納し、他の閲覧者にその後の構造化プレゼンテーション106を提供する際
に使用することができる。
【００８０】
　図3は、例示的な構造化プレゼンテーション106、つまり、テーブル300を含むものの略
図である。テーブル300は、インスタンスの1つまたは複数の識別子、さらにはそれらのイ
ンスタンスの特定の属性の値の整理されたシステム配置である。インスタンスは、個別に
識別可能なエンティティであり、一般的に、少なくともいくつかの共通の属性を共有する
。属性は、エンティティのプロパティ、特徴、または特性である。例えば、Tom、Dick、
およびHarryは、個人のインスタンスである。それぞれのそのような個人は、名前、身長
、体重、および同様のものなどの属性を有する。他の例として、都市インスタンスはそれ
ぞれ、地理的位置、市長、および人口を有する。さらに他の例として、製品インスタンス
は、モデル名、製造会社、および年を有するものとしてよい。
【００８１】
　インスタンスの属性は、値によって特徴付けることができる。したがって、特定のイン
スタンスの特定の属性の値は、その特定のインスタンスを特徴付ける。例えば、個人の名
前は「Tom」という値を有し、市の人口は値「400万」を有し、製品のモデル名は値「Wran
gler」を有することができる。いくつかの実装では、テーブル300などの構造化プレゼン
テーションは、属性の識別子、さらには値を表す際に使用する単位の識別子も含むことが
できる。
【００８２】
　テーブル300内の情報のグループ分け、セグメント分割、および配列は、ユーザーによ
って情報を理解しやすいように選択されうる。この点で、テーブル300は、行302のコレク
ションを含む。それぞれの行302は、インスタンス識別子306と関連付けられている属性値
307のコレクションとを含む。したがって、行302内の属性値307およびインスタンス識別
子306の配列および位置決めは、それらの間の関連付けをグラフィックで表す。例えば、
ユーザーは、属性値307と同じ行302内にあるインスタンス識別子306との間の関連付けを
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認識することができる。
【００８３】
　テーブル300は、列304のコレクションも含む。それぞれの列304は、属性識別子308と関
連付けられている属性値307のコレクションとを含む。したがって、列304内の属性値307
および属性識別子308の配列および位置決めは、それらの間の関連付けをグラフィックで
表す。例えば、ユーザーは、その連携に基づいて属性値307と同じ列304内にある属性識別
子308との間の関連付けを認識することができる。
【００８４】
　それぞれの行302は、それぞれの行302が単一のインスタンス識別子306を関連付けられ
ている属性値307のコレクションに関連付けるという点で構造化レコード310である。さら
に、一方の構造化レコード310内のそれらの関連付けを表すために使用される配列および
位置決めは、他方の構造化レコード310内(つまり、他の行302内)に複製される。実際、多
くの場合において、構造化プレゼンテーション106内の構造化レコード310はすべて、情報
の同じ配列および位置決めを有することに制限される。例えば、属性「ATTR_2」の値307
は、すべての行302における同じ列304に出現することに制限される。他の例として、属性
識別子308はすべて、同じ列304内に出現する値307と同じ空間的関係を有する。さらに、
一方の構造化レコード310内の情報の配列および位置決めに加えられた変更は、一般的に
、構造化プレゼンテーション106内の他の構造化レコード310に伝搬する。例えば、新規属
性(例えば、「ATTR_23/4」)を特徴付ける新規属性値307が一方の構造化レコード310に追
加される場合、すべてのインスタンスの属性「ATTR_23/4」の値が構造化プレゼンテーシ
ョン106に追加できるように新規列304が構造化プレゼンテーション106に追加される。
【００８５】
　いくつかの実装では、テーブル300内の値307は、いくつかの測定単位で提示することが
できる。測定単位の例としては、フィート、ヤード、インチ、マイル、秒、ガロン、リッ
トル、℃、および同様の単位が挙げられる。いくつかの場合に、値307を提示する際に使
用する測定単位は、単位識別子309で示される。単位識別子309は、例えば、値307の横に
、および/または関連する属性識別子308の横に表示されうる。単位識別子309と測定単位
が示される値307との間の関連付けは、そのような配置によって閲覧者に対し示される。
多くの場合において、単一の属性に関連付けられている値307のすべて(例えば、単一の列
304内の値307のすべて)が、同じ測定単位での提示に制限される。
【００８６】
　システム100、200によって電子文書コレクション102から抽出された情報は、ユーザー
へのテーブル300の提示にさまざまな形で影響を及ぼしうる。例えば、電子文書コレクシ
ョン102から抽出された情報を使用して、テーブル300に書き込む値307を決定することが
できる。他の例として、電子文書コレクション102から抽出された情報を使用することに
より、テーブル300に追加する新規属性および/または新規インスタンスを提案することが
できる。
【００８７】
　いくつかの実装では、インスタンス識別子306を1つまたは複数の検索文字列に基づいて
選択することができる。例えば、検索エンジン202がユーザーから検索文字列「hybrid ve
hicles」を受け取ると、システム200などのシステムが、検索文字列を使用して電子文書
コレクション102から抽出された情報に基づいてテーブル300を生成し、テーブル300に書
き込むことができる。例えば、システム200は、データセンター208にアクセスし、検索文
字列に関連する電子文書内のインスタンス識別子306を識別し、識別されたインスタンス
に対する一組の共通属性（さらにはそれらの属性の識別子308およびそれらの属性に対す
る値307）を決定することができる。実際、システム200は、受け取った検索文字列に基づ
いてインスタンス識別子306、属性識別子308、さらには関連付けられている値307を決定
することができる。
【００８８】
　いくつかの実装では、1つまたは複数の属性識別子308、インスタンス識別子306、およ
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び/または値307を、テーブル300の表示を見るユーザーから受け取ることができる。以下
でさらに詳しく説明するように、システム200などのシステムは、1つまたは複数の受け取
った属性識別子308、インスタンス識別子306、および/または値307を使用し電子文書コレ
クション102から抽出された情報に基づいてテーブル300を生成し、テーブル300に書き込
むことができる。実際、システム200は、受け取った属性識別子308、インスタンス識別子
306、および/または値307に基づいて新規インスタンス識別子306、属性識別子308、さら
には関連付けられている値307を構成することができる。
【００８９】
　図4は、構造化プレゼンテーション、つまり、テーブル400を含むものの他の実装の略図
である。行302および列304内に編成されている属性識別子308、インスタンス識別子306、
値307、単位識別子309を含むことに加えて、テーブル400は、ユーザーが情報をやり取り
するための多数のインタラクティブ要素も含む。特に、テーブル400は、インスタンス選
択ウィジェット(instance selection widgets)405のコレクション、アクショントリガー(
action triggers)410のコレクション、列アクショントリガーウィジェット(column actio
n trigger widgets)415のコレクション、および注釈列(notes column)420を含む。
【００９０】
　インスタンス選択ウィジェット405は、ユーザーがテーブル400内の構造化レコード310
を選択することを可能にするユーザーインターフェイスコンポーネントである。例えば、
インスタンス選択ウィジェット405は、その構造化レコード310に関係する配列および位置
決めを用いて特定の構造化レコード310に関連付けられているクリック可能なチェックボ
ックスのコレクションであってよい。インスタンス選択ウィジェット405は、ユーザーが
マウス(例えば、コンポーネントの上でホバリングし、特定のマウスボタンをクリックす
る)、スタイラス(例えば、スタイラスでタッチスクリーン上に表示されているユーザーイ
ンターフェイスコンポーネントを押す)、キーボード、またはそのコンポーネントが備え
る機能を呼び出す他の入力デバイスを使用してウィジェット405をインタラクティブに操
作することができるという点で「クリック可能」である。
【００９１】
　アクショントリガー410は、ユーザーがインスタンス選択ウィジェット405を使用して選
択されたテーブル400内の1つまたは複数の構造化レコード310に対するアクションの実行
をトリガーすることを可能にするユーザーインターフェイスコンポーネントである。例え
ば、アクショントリガー410はクリック可能なテキストフレーズとすることができ、それ
ぞれ、フレーズ内に記述されたアクションをトリガーするためにユーザーが使用できる。
例えば、「keep and remove others」アクショントリガー410は、テーブル400の表示から
のインスタンス選択ウィジェット405を使用して選択されていない構造化レコード310の削
除のトリガーとなる。他の例として、「remove selected」アクショントリガー410は、テ
ーブル400の表示からのインスタンス選択ウィジェット405を使用して選択されている構造
化レコード310の削除のトリガーとなる。さらに他の例として、「show on map」アクショ
ントリガー410は、地図上でインスタンス選択ウィジェット405を使用して選択されている
構造化レコード310の位置の表示のトリガーとなる。例えば、選択されたインスタンスが
自動車である場合、選択された自動車を販売しているカーディーラーの所在地が、地図上
に表示されうる。他の例として、選択されたインスタンスが春休みの旅行先である場合、
それらの旅行先を地図上に表示することができる。
【００９２】
　列アクショントリガーウィジェット415は、ユーザーが単一の列304内のセルのすべてに
アクションを適用することを可能にするユーザーインターフェイスコンポーネントである
。ユーザーがクリック可能な「+」記号をインタラクティブに操作したときに、他のユー
ザーインターフェイスコンポーネントが表示され、ユーザーに、実行すべき可能な一組の
アクションが与えられる。この一組のアクションとしては、例えば、構造化プレゼンテー
ション400から列304全体を削除する段階、または現在ブランクになっている列304内のす
べてのセルに対する値を見つける検索が挙げられる。



(26) JP 5581339 B2 2014.8.27

10

20

30

40

50

【００９３】
　注釈列420は、ユーザーが情報をインスタンス識別子306に関連付けることを可能にする
ユーザーインターフェイスコンポーネントである。特に、注釈列420は、その構造化レコ
ード310に関係する配列および位置決めを用いて構造化レコード310にそれぞれ関連付けら
れている1つまたは複数の注釈425を含む。注釈425の情報内容は、列304とは異なり、注釈
425が特定の属性の値であると主張されないという点で無制限である。その代わり、注釈4
25に含まれる情報は、構造化レコード310で識別されているインスタンスの無関係の態様
を特徴付けることができる。
【００９４】
　いくつかの実装では、テーブル400は、特定の属性の値以外の追加情報を含みうる。例
えば、テーブル400は、その構造化レコード310に関係する配列および位置決めを用いて構
造化レコード310において識別されているインスタンスに関連付けられているイメージ430
のコレクションを含むことができる。他の例として、テーブル400は、コレクション102内
の電子文書から抽出されたテキストスニペット435のコレクションを含むことができる。
スニペットのソースは、インスタンス識別子306を検索文字列として使用して実行される
検索の高順位の結果としてよい。テキストスニペット435は、その構造化レコード310に関
係する配列および位置決めを用いて構造化レコード310において識別されているインスタ
ンスに関連付けられる。
【００９５】
　他の例として、テーブル400は、コレクション102内の個別の電子文書への1つまたは複
数のハイパーテキストリンク440を含むことができる。例えば、リンク付き文書は、イン
スタンス識別子306を検索文字列として使用して実行される検索の高順位の結果としてよ
い。他の例として、リンク付き文書は、テーブル400に書き込むために抽出された値307の
ソースであってよい。いくつかの場合において、ハイパーテキストリンク440のインタラ
クティブな操作によって、ハイパーテキスト440に埋め込まれた情報(例えば、ウェブサイ
トアドレス)に基づいてソースの電子文書へのナビゲーションがトリガーされうる。
【００９６】
　図5は、構造化プレゼンテーション、つまり、カードのコレクション500を含むものの他
の実装の略図である。カードコレクション500は、インスタンスの1つまたは複数の識別子
、さらにはそれらのインスタンスの特定の属性の値の整理されたシステム配置である。イ
ンスタンスの属性は、値で指定することができる。さらには、カードコレクション500は
、一般的に、属性の識別子、さらには適宜、値を表す際に使用する単位の識別子も含む。
【００９７】
　カードコレクション500内の情報のグループ分け、セグメント分割、および配列は、ユ
ーザーによって情報を理解しやすいように選択されうる。この点で、カードコレクション
500は、カード502のコレクションを含む。それぞれのカード502は、インスタンス識別子3
06と関連付けられている属性値307のコレクションとを含む。したがって、カード502内の
属性値307およびインスタンス識別子306の配列および位置決めは、それらの間の関連付け
をグラフィックで表す。例えば、ユーザーは、属性値307と同じカード502内にあるインス
タンス識別子306との間の関連付けを認識することができる。
【００９８】
　例示されている実装において、カードコレクション500内のカード502は、属性識別子30
8のコレクションも含む。属性識別子308は、列504内に編成され、属性値307は、列506内
に編成される。列504、506は、互いに隣接する位置に置かれ、個別の属性識別子308がそ
の識別された属性を特徴付ける属性値307の隣に配置されるように整列される。この位置
決めおよび配列を使用することで、閲覧者は属性識別子308とそれらの属性を特徴付ける
属性値307との間の関連付けを認識することができる。
【００９９】
　それぞれのカード502は、それぞれのカード502が単一のインスタンス識別子306を関連
付けられている属性値307のコレクションに関連付けるという点で構造化レコード310であ
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る。さらに、一方のカード502内のそれらの関連付けを表すために使用される配列および
位置決めは、他方のカード502内に複製される。実際、多くの場合において、カード502の
すべてが、情報の同じ配列および位置決めを有することに制限される。例えば、属性「AT
TR_1」を特徴付ける値307は、すべてのカード502においてインスタンス識別子306との空
間的関係が同じになるように制限される。他の例として、カード502のすべてにおける属
性識別子308の順序および位置決めは同じである。
【０１００】
　さらに、一方のカード502内の情報の配列および位置決めに加えられた変更は、一般的
に、カードコレクション500内の他のカード502に伝搬する。例えば、新規属性(例えば、
「ATTR_1 3/4」)を特徴付ける新規属性値307が一方のカード502内の属性値「value_1_1」
と「value_2_1」との間に挿入された場合、他方のカード502内の対応する属性値307の位
置決めも同様に変更される。
【０１０１】
　いくつかの実装では、カードコレクション500内のカード502は、他の特徴を備えること
もできる。例えば、カード502は、ユーザーと情報をやり取りするためのインタラクティ
ブ要素、例えば、インスタンス選択ウィジェット、アクショントリガー、属性選択ウィジ
ェット、注釈入力機能、および同様のものを備えることができる。他の例として、カード
コレクション500内のカード502は、特定の属性の値以外の追加の情報、例えば、イメージ
および/または識別されたインスタンスに関連付けられているテキストスニペットを含む
ことができる。他の例として、カードコレクション500内のカード502は、コレクション10
2内の個別の電子文書への1つまたは複数のハイパーテキストリンクを含むことができる。
そのような特徴は、そのインスタンスを識別するインスタンス識別子306を含むカード502
上に表示することによって特定のインスタンスに関連付けられうる。
【０１０２】
　動作中、閲覧者は、カードコレクション500を提示するシステムをインタラクティブに
操作して1つまたは複数のカード502の表示を変更することができる。例えば、閲覧者は、
それらのカード上で識別されている特定のインスタンスの比較がしやすいようにカード50
2のうちの2つまたはそれ以上のカードの隣り合わせで並べた表示をトリガーすることがで
きる。他の例として、閲覧者は、カード502の並べ替え、特定のカード502の表示の終了、
または同様の操作をトリガーすることができる。他の例として、閲覧者は、カード502内
に表示される属性および/またはインスタンスの選択、変更、追加、および/または削除を
トリガーすることができる。さらに別の例として、閲覧者は、例えばカード内の属性値30
7の値に応じてカードをソートして複数の山に分ける操作をトリガーすることができる。
【０１０３】
　いくつかの実装では、カード502は、「両面」で表示される。例えば、第1の側は、イン
スタンス識別子306によって識別されるインスタンスのグラフィック表現を含み、第2の側
は、インスタンス識別子306および値307を含むことができる。これは、例えば、ユーザー
がカードのコレクション500内の特定のカードを検索する場合に有用であり、ユーザーは
カード502の第1の側にあるグラフィック表現をざっと見るだけで特定のカードを識別する
ことができる。
【０１０４】
　図6は、電子文書コレクションからの情報を構造化プレゼンテーションでユーザーに提
示するための例示的なプロセス600の流れ図である。プロセス600は、1つまたは複数の機
械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコ
ンピュータによって実行されうる。例えば、プロセス600は、システム200内の検索エンジ
ン202によって実行されうる。いくつかの実装では、プロセス600は、トリガー、例えば、
ユーザー要求を受け取ったことに応答して実行され、これにより、構造化プレゼンテーシ
ョンを作成または変更することができる。
【０１０５】
　プロセス600を実行するシステムは、電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の応
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答電子文書(responsive electronic documents)を識別することができる(ステップ605)。
応答文書は、多くの異なる方法で識別されうる。いくつかの場合において、文書は、閲覧
者から受け取った「新規」情報（例えば、新規検索クエリ）に基づいて識別される。例え
ば、システムは、新たに受け取った検索クエリを、文字列比較を用いて電子文書コレクシ
ョン内の電子文書のコンテンツと比較することができる。他の例として、システムは、デ
ータセンター208などのデータセンターにアクセスして、検索クエリ内の検索語をキーワ
ードのインデックスと比較し、応答電子文書の位置を識別することができる。
【０１０６】
　いくつかの場合において、文書は、構造化プレゼンテーション内にすでに見つかってい
る「旧」情報に基づいて識別される。構造化プレゼンテーション内に見つかる情報には、
インスタンス、属性、値、および値を表す単位の識別が含まれる。プロセス600を実行す
るシステムは、この旧情報を使用して電子文書コレクション内の応答電子文書を識別する
ことができる。例えば、構造化プレゼンテーション内にすでに見つかっているインスタン
スを含む文書は、応答文書であるとして識別されうる。他の例として、構造化プレゼンテ
ーション内にすでに見つかっている属性を使用してインスタンスを特徴付ける文書は、応
答文書であるとして識別されうる。このような識別の他の例を以下で説明する。
【０１０７】
　プロセス600を実行するシステムは、識別された電子文書から情報を収集することもで
きる(ステップ610)。収集された情報は、1つまたは複数のインスタンス、属性、および/
または値に関するものとしてよい。プロセス600を実行するシステムは、この情報を電子
文書コレクション内の文書から直接的に、または電子文書コレクション内の電子文書を特
徴付ける情報のすでに集められているコレクションから収集することができる。例えば、
システム200(図2)の背景状況において、プロセス600を実行するシステムは、コレクショ
ン102内の文書を特定し、特定された文書にアクセスし、コレクション102内の元の文書か
ら直接的に情報を抽出することができる。システム200(図2)の背景状況における他の例と
して、プロセス600を実行するシステムは、データセンター208内の情報のコレクションに
アクセスし、例えばキーワードのインデックスおよびそれらのキーワードを含む文書の場
所、オントロジー、および/またはコレクション102内の文書から抽出された情報を使用し
て提示された以前の構造化プレゼンテーションの履歴レコードを格納しているデータベー
スから情報を収集することができる。
【０１０８】
　プロセス600を実行するシステムは、収集された情報を使用し、その収集された情報に
基づいて構造化プレゼンテーションを提示するための命令を供給することができる(ステ
ップ615)。例えば、プロセス600を実行するシステムは、構造化プレゼンテーション、例
えば、テーブル300、400またはカードのコレクション500を提示するための機械可読命令
を生成することができる。
【０１０９】
　図7は、電子文書コレクション内の応答文書を識別するための例示的なプロセス700の流
れ図である。プロセス700は、他のデータ処理活動から独立して、または連携して実行さ
れうる。例えば、プロセス700は、プロセス600におけるステップ605で実行されうる(図6)
。
【０１１０】
　プロセス700を実行するシステムは、検索クエリを受け取る(ステップ705)。例えば、シ
ステムは、ユーザーから1つまたは複数の検索文字列(例えば、「hybrid vehicles」)を受
け取ることができる。他の例として、システムは、他のプロセスもしくはシステムから検
索文字列を受け取ることができる。いくつかの実装では、アプリケーションプログラミン
グインターフェイス(API)、共通ゲートウェイインターフェイス(CGI)スクリプト、または
他のプログラミングインターフェイスを通じて検索文字列を受け取る。他の実装では、ウ
ェブポータル、ウェブページ、もしくはウェブサイト、または同様のものを通じて検索文
字列を受け取る。
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【０１１１】
　それに応答して、プロセス700を実行するシステムは、検索クエリに応答するインスタ
ンス、属性、および/または値を含む2つまたはそれ以上の文書を識別する(ステップ710)
。これらの文書は、検索クエリ内の検索語が構造化プレゼンテーションにおいて果たすべ
き役割を分類することによって識別されうる。例えば、検索クエリ内の検索語は、例えば
、検索クエリ内の特定の検索語、検索クエリの検索語の分類の仕方のユーザーによる明示
的な指示、および/または検索の背景状況に基づいて構造化プレゼンテーション内に出現
すべきインスタンスのカテゴリ化として分類されうる。例えば、検索クエリ「cities in 
California」内の検索語は、複数形の語「cities」が属性によって特徴付けられている、
つまり、「in California」で修飾されているため「San Diego」、「Los Angeles」、お
よび「Bakersfield」などのインスタンスのカテゴリ化として分類することができる。他
の例として、検索クエリ「Ivy League schools」内の検索語は、複数形の語「schools」
が属性「Ivy League」によって特徴付けられているためインスタンス(「Cornell」、「Co
lumbia」、および「Brown」など)のカテゴリ化として分類することができる。
【０１１２】
　いくつかの場合において、検索クエリ内の検索語を分類するために追加の情報を使用し
なければならない。例えば、検索クエリ「Ivy League」は、「school」のインスタンスの
カテゴリ化として、または「Atlantic Coast Conference」および「PAC-10」などのイン
スタンスを含むカテゴリ「athletic conferences」の例示的なインスタンスとしてみなし
ても妥当である。このような場合、これらの検索語は、例えば、分類の仕方に関するユー
ザーによる明示的な指示または検索セッションにおける検索語の背景状況に基づいて分類
することができる。例えば、ユーザーがフレーズ「Atlantic Coast Conference」および
「PAC-10」を検索クエリとして以前に入力したことがある場合、検索クエリ「Ivy League
」は、他のインスタンスとともに構造化プレゼンテーション内に出現する例示的インスタ
ンスとみなすことができる。
【０１１３】
　これらの文書は、電子文書コレクション102において直接的に、または電子データセン
ター208内の情報に基づいて間接的に識別されうる。このような識別情報は、例えば、ク
ローリングして最後に見つかった文書のURLを含むことができる。
【０１１４】
　図8は、電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の応答文書を識別するための例示
的なプロセス800の他の流れ図である。プロセス800は、他のデータ処理活動から独立して
、または連携して実行されうる。例えば、プロセス800は、プロセス600(図6)におけるス
テップ605で実行されうる。他の例として、プロセス800は、プロセス600(図6)におけるス
テップ605でプロセス700と連携して実行されうる。例えば、プロセス700、800は、反復的
なインタラクティブプロセスの一部とすることができ、このプロセスにおいて検索クエリ
を受け取り、これを使用して応答文書の第1のコレクションを識別し、識別された文書か
ら引き出されたコンテンツを含む第1の構造化プレゼンテーションをユーザーに提示し、
ユーザー修正を受け取り、修正された構造化プレゼンテーションの記述を使用して関連す
る文書の第2のコレクションを識別する。いくつかの実装では、プロセス800は複数回実行
できる。いくつかの実装では、プロセス800は、例えばシステム200(図2)におけるクロー
ラー204によって、ユーザー入力なしで実行することができる。
【０１１５】
　プロセス800を実行するシステムは、構造化プレゼンテーションの既存のコンテンツの
記述を受け取る(ステップ805)。特に、システムは、インスタンス、属性、値、および/ま
たは値を既存の構造化プレゼンテーションにおいて提示する単位の記述が受け取ることが
できる。記述は、例えば、インスタンスおよび属性の識別子および/または属性の値の範
囲を含むことができる。記述は、インスタンスおよび/または属性のカテゴリ化も含むこ
とができる。このようなカテゴリ化は、例えば、オントロジーを使用して、または閲覧者
によって構造化プレゼンテーションに割り当てられたカテゴリ化に基づいて決定されうる
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。例えば、ユーザーが構造化プレゼンテーションに「Ivy League Schools」とタイトルを
付けた場合、このタイトルは、その構造化プレゼンテーション内のインスタンスのカテゴ
リ化とみなせる。
【０１１６】
　それに応答して、プロセス800を実行するシステムは、既存のコンテンツに関連するイ
ンスタンス、属性、および/または値を含む1つまたは複数の文書を識別することができる
(ステップ810)。例えば、システムは、インスタンスおよび/または属性の識別子をインデ
ックス付きキーワードと比較して、特定の文書が構造化プレゼンテーションの既存のコン
テンツ内にすでに出現しているインスタンスおよび/または属性のうちの1つまたは複数の
インスタンスおよび/または属性を含むかどうかを判定することができる。他の例として
、システムは、新規インスタンス、その属性、およびそのような属性の値をそのような文
書から識別し、それらの値を構造化プレゼンテーションの既存のコンテンツ内にすでに出
現している値と比較し、新規インスタンスが構造化プレゼンテーションの既存のコンテン
ツに潜在的に関連しているかどうかを判定することができる。
【０１１７】
　これらの文書は、電子文書コレクション102において直接的に、または電子データセン
ター208内の識別情報を使用して識別されうる。このような識別情報は、例えば、クロー
リングして最後に見つかった文書のメモリロケーションを含むことができる。
【０１１８】
　図9は、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに提案および/または追加するた
めのプロセス900の流れ図である。プロセス900は、1つまたは複数の機械可読命令セット
を実行することによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュータによっ
て実行されうる。これらのデジタルデータ処理デバイスは、キーボード、マウス、タッチ
スクリーン、ディスプレイ画面、および同様のものなどの入力および出力デバイス上でユ
ーザーと情報をやり取りすることができる。例えば、システム200(図2)の背景状況におい
て、プロセス900におけるユーザーインタラクションをPDA215またはデスクトップコンピ
ュータ217などのクライアント側で実行できる。
【０１１９】
　プロセス900は、単独で、または他のデータ処理活動と連携して実行されうる。例えば
、以下でさらに詳しく説明するように、プロセス900は、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションに加えてインスタンス提案を構成するためにさまざまなプロセスと連携し
て実行されうる。このような構成プロセスの例は、図21～26および関連する本文において
説明されている。一般に、プロセス900は、複数のデジタルデータ処理デバイスによって
実行される。例えば、システム200(図2)の背景状況において、インスタンス提案を構成す
るための活動を検索エンジン202側で実行することができ、その一方で、ユーザーインタ
ラクションはPDA215またはデスクトップコンピュータ217(図2)などのクライアント側で実
行されうる。
【０１２０】
　プロセス900を実行するシステムは、新規インスタンストリガーを受け取ることができ
る(ステップ905)。新規インスタンスは、構造化プレゼンテーション、例えば、構造化プ
レゼンテーション106(図1)に現在表示されていないインスタンスである。新規インスタン
ストリガーは、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するためのプロセス
をアクティベートする。例えば、新規インスタンスは、マウス、スタイラス、キーボード
、または同様のものを介して受け取ったユーザー入力によってトリガーされうる。他の実
装では、新規インスタンスは、他のプロセスまたはシステムによってトリガーされうる。
新規インスタンストリガーは、2つほど例を挙げると、プロセス間通信またはアプリケー
ションのメッセージハンドラを通じて受け取ることができる。
【０１２１】
　プロセス900を実行するシステムは、ユーザーに対して、新規インスタンスを構造化プ
レゼンテーションに追加するためのオプションを提示することができる(ステップ910)。
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オプションは、新規インスタンスを追加するための代替えアプローチである。オプション
の例として、完全自動オプション、ユーザー指定制約条件を含む自動オプション、および
手動オプションが挙げられる。これらのオプションについて、以下でさらに詳しく説明す
る。
【０１２２】
　プロセス900を実行するシステムは、ユーザーに対して、ユーザーインターフェイスデ
バイス、例えば、ディスプレイ画面を使用するオプションを提示することができる。多く
の場合において、オプションを提示するディスプレイ画面は、インスタンスを追加する構
造化プレゼンテーションを提示する同じディスプレイ画面であってもよい。例えば、オプ
ションは、ディスプレイ画面104(図1)を使用してユーザーに提示することができる。
【０１２３】
　プロセス900を実行するシステムは、オプションのユーザー選択を受け取ることができ
る(ステップ915)。ユーザー選択は、1つまたは複数の入力デバイス、例えば、キーボード
、タッチパッド、またはタッチスクリーンを使用して受け取ることができる。システムは
、ユーザーによって選択されたオプションの性質を判定することもできる(ステップ920)
。
【０１２４】
　プロセス900を実行するシステムが、ユーザーが「自動オプション」を選択したと判定
した場合、システムは、追加のインスタンスを提案し、および/またはユーザーとの情報
のやり取りなしで、その追加のインスタンスを構造化プレゼンテーションに追加すること
ができる。
【０１２５】
　ユーザー指定の自動オプションの一実装では、構造化プレゼンテーションの特性に基づ
いて新規インスタンスを提案し、および/または追加することができる(ステップ925)。そ
のような特性の例として、構造化プレゼンテーションにおいてすでに指定されているイン
スタンスの性質、それらのインスタンスのカテゴリ化、およびそれらのインスタンスの属
性が挙げられる。このような特性に基づいて新規インスタンスを構成するためのアプロー
チは、図21～26および関連する本文において説明されている。例えば、そこで説明されて
いるように、検索クエリは、事前に存在している構造化プレゼンテーションから引き出さ
れた属性識別子、事前に存在している構造化プレゼンテーションから引き出された属性値
、および/またはそれらの組み合わせを使用して構築することができる。これらの検索ク
エリを使用し、文字列比較結果または他のマッチング技術を使用して構造化プレゼンテー
ションに追加するインスタンスを識別することができる。
【０１２６】
　プロセス900を実行するシステムが、ユーザーが「ユーザー指定制約条件」オプション
を選択したと判定した場合、システムは、追加のインスタンスの性質に対するユーザー指
定制約条件に基づいて追加のインスタンスを提案し、および/または自動的にその追加の
インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加することができる。これらの制約条件は
、提案された、および/または追加されたインスタンスを特徴付ける1つまたは複数のパラ
メータとして表すことができる。例えば、これらの制約条件は、インスタンスの属性の許
容可能な値として、または属性の許容可能な値の範囲として表すことができる。
【０１２７】
　ユーザー指定制約条件オプションの一実装では、プロセス900を実行するシステムは、
新規インスタンスの属性の値を制約するためのオプションをユーザーに対して提示する(
ステップ930)。例えば、システムは、構造化プレゼンテーション内のインスタンスを特徴
付ける属性のリスト、さらにはユーザーがそれらの属性の値に対する制約条件を入力する
ことを可能にする入力フィールドを表示することができる。多くの場合、そのようなリス
ト内の属性は、新規インスタンスの追加先の構造化プレゼンテーション内にも出現する。
しかし、いくつかの実装では、そのようなリスト内の属性は、電子文書コレクションの文
書内など、他の場所にあるインスタンスを特徴付けるために使用される属性に基づいて構
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成することができる。このような属性を構成するための例示的なアプローチは、図37～51
および関連する本文において説明されている。
【０１２８】
　プロセス900を実行するシステムは、新規インスタンスの属性の値に対する1つまたは複
数の制約条件のユーザー指定を受け取ることもできる(ステップ935)。上で説明されてい
るように、これらの制約条件は、1つまたは複数の属性の値を特定の値もしくは値の範囲
に制限することができる。例えば、自動車を特徴付ける1つの属性は、「気筒数」である
。この属性の値のユーザー指定制約条件は、新規自動車インスタンスの気筒数を特定の値
(例えば、「6」)または値の範囲(例えば、「6から8」または「6超」)に制限することがで
きる。
【０１２９】
　プロセス900を実行するシステムは、ユーザー指定制約条件および構造化プレゼンテー
ションの特性に基づいて新規インスタンスを提案し、および/または追加することもでき
る(ステップ940)。構造化プレゼンテーションの特性の例として、構造化プレゼンテーシ
ョンにおいてすでに指定されているインスタンスの性質、それらのインスタンスのカテゴ
リ化、およびそれらのインスタンスの属性が挙げられる。このような特性に基づいて新規
インスタンスを構成するためのアプローチは、図37～51および関連する本文において説明
されている。他の例として、検索クエリは、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ンから引き出された属性識別子、事前に存在している構造化プレゼンテーションから引き
出された属性値、および/またはそれらの組み合わせ、さらにはユーザーによって指定さ
れた制約条件を使用して構築することができる。これらの検索クエリを使用し、文字列比
較結果または他のマッチング技術を使用してインスタンスを識別することができる。次い
で、識別されたインスタンスが提案され、および/または構造化プレゼンテーションに追
加されうる。
【０１３０】
　プロセス900を実行するシステムが、ユーザーが「手動オプション」を選択したと判定
した場合、システムは、ユーザーの指示に従って追加のインスタンスを構造化プレゼンテ
ーションに追加することができる。
【０１３１】
　手動オプションの一実装では、プロセス900を実行するシステムは、ユーザーから新規
インスタンスを受け取ることができる(ステップ945)。例えば、ユーザーは、キーボード
または他のユーザー入力デバイスを使用してインスタンス名を入力することができる。プ
ロセス900を実行するシステムは、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加
することができる(ステップ950)。一般に、新規インスタンスの名前は、新規構造化レコ
ード310内のインスタンス識別子306として構造化プレゼンテーションに直接追加すること
ができる。いくつかの実装では、新規構造化レコード310は、新規行302(図3、4)または新
規カード502(図5)とすることができる。
【０１３２】
　いくつかの実施形態では、プロセス900を実行するシステムは、受け取った新規インス
タンスに基づいて追加のオペレーションを実行することもできる。例えば、このシステム
は、新規インスタンスを使用して、その一組の提案されたインスタンスまたは一組の提案
された属性を改善することができる。
【０１３３】
　図10は、構造化プレゼンテーションの修正を指定するユーザー入力を受け取るためのユ
ーザーインターフェイスコンポーネント1000の略図である。例えば、プロセス900(図9)の
ステップ905において、ユーザーインターフェイスコンポーネント1000を使用して、新規
インスタンストリガーを受け取ることができる。
【０１３４】
　ユーザーインターフェイスコンポーネント1000は、属性修正領域1005およびインスタン
ス修正領域1010を備える。属性修正領域1005は、ヘッダ1015、それぞれが属性識別子選択
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ウィジェット1030に関連付けられている属性識別子1025のコレクション1020、および新規
属性追加トリガー1035を備える。
【０１３５】
　ヘッダ1015は、属性修正領域1005とのユーザーインタラクションがユーザーが属性を修
正することを実際に可能にすることを識別するテキストまたは他の情報を含む。属性識別
子1025は、構造化プレゼンテーションに含まれる属性を識別するテキストまたは他の情報
である。例えば、属性識別子1025は、構造化プレゼンテーション300、400、500(図3、4、
5)内に属性識別子308として出現する同じテキストであってよい。属性識別子選択ウィジ
ェット1030は、ユーザーが構造化プレゼンテーションで表示するための属性の選択および
選択解除を行うことを可能にするインタラクティブ表示要素である。例えば、コレクショ
ン1020において、それぞれの属性識別子選択ウィジェット1030は、互いに隣接するその配
列および位置決めを用いて単一の属性識別子1025に関連付けられる。属性識別子選択ウィ
ジェット1030は、1つまたは複数のグラフィック表示、例えば、示されているチェックマ
ークおよび色あいを使用して属性識別子1025を表示のために選択または選択解除するかど
うかを示すことができる。例えば、ユーザーが属性識別子1025「Attribute_1」に関連付
けられているチェックされた属性識別子選択ウィジェット1030をインタラクティブに操作
する場合、属性識別子選択ウィジェット1030内の色およびチェックされたステータスが変
更され、構造化プレゼンテーションからの「Attribute_1」に関連付けられている属性識
別子(さらには「Attribute_1」に対応する値とともに)の削除がトリガーされる。
【０１３６】
　新規属性追加トリガー1035は、構造化プレゼンテーションへの新規属性の追加をトリガ
ーするためにユーザーが使用することができるインタラクティブ表示要素である。追加す
る新規属性の構成方法は、図37～51および関連する本文において説明されている。新規属
性の追加も、以下で、例えば、図13～15において、さらに詳しく説明される。
【０１３７】
　インスタンス修正領域1010は、新規インスタンス追加トリガー1040およびインスタンス
フィルタートリガー1045を備える。新規インスタンス追加トリガー1040は、構造化プレゼ
ンテーションへの新規インスタンスの追加をトリガーするためにユーザーが使用すること
ができるインタラクティブ表示要素である。例えば、新規インスタンス追加トリガー1040
は、プロセス900(図9)におけるステップ905で使用されうる。
【０１３８】
　インスタンスフィルタートリガー1045は、構造化プレゼンテーション内のインスタンス
のフィルター処理をトリガーするためにユーザーが使用できるインタラクティブ表示要素
である。インスタンスのフィルター処理により、1つまたは複数の基準を満たすインスタ
ンスのコレクションが生成される。例えば、フィルター処理により、特定のいくつかの値
、または指定された範囲内のいくつかの値を持つインスタンスのコレクションを生成する
ことができる。したがって、フィルター処理により、構造化プレゼンテーションに含まれ
るインスタンスの個数を減らすことができる。
【０１３９】
　インスタンスフィルタートリガー1045によってトリガーされるフィルター処理は、ユー
ザーが1つまたは複数のフィルター処理基準を指定することを可能にするユーザーインタ
ーフェイスコンポーネントを提示することと、基準を満たすことができないインスタンス
が表示されないように構造化プレゼンテーションを修正することとを含むことができる。
【０１４０】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント1000は、ユーザーイン
ターフェイスコンポーネント1000を使用して、または他の何らかの方法でユーザーが行っ
た修正に動的に応答することができる。例えば、ユーザーがトリガーを実行し、新規属性
を構造化プレゼンテーションに追加する場合、その新規属性の識別子をコレクション1020
に追加し、ユーザーインターフェイスコンポーネント1000内に提示することができる。例
えば、ユーザーが「Attribute_9」を構造化プレゼンテーションに追加する場合、属性識
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別子「Attribute_9」を、関連するアクショントリガー1030でユーザーインターフェイス
コンポーネント1000に追加することができる。
【０１４１】
　図11は、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するための技術を指定す
るユーザー入力を受け取るためのユーザーインターフェイスコンポーネント1100の略図で
ある。例えば、ユーザーインターフェイスコンポーネント1100を使用することで、ステッ
プ910において、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するためのオプシ
ョンを提示し、プロセス900(図9)のステップ915において、オプションのユーザー選択を
受け取ることができる。
【０１４２】
　ユーザーインターフェイスコンポーネント1100は、ヘッダ1105、プロンプト1110、それ
ぞれ選択ウィジェット1130、1135、1140に関連付けられている構造化プレゼンテーション
1115、1120、1125に新規インスタンスを追加するための技術の記述のコレクションを含む
。
【０１４３】
　ヘッダ1105は、ユーザーインターフェイスコンポーネント1100とのユーザーインタラク
ションがユーザーが新規インスタンスを追加するための技術を指定することを実際に可能
にすることを識別するテキストまたは他の情報を含む。プロンプト1110により、ユーザー
はユーザーインターフェイスコンポーネント1100をインタラクティブに操作して新規イン
スタンスを追加するための技術を指定することを促される。
【０１４４】
　記述1115には、この技術をユーザーが指定した結果としてユーザー指定制約条件オプシ
ョンによって新規インスタンスが追加されることが記述される。選択ウィジェット1130の
ユーザーインタラクションにより、ユーザーが記述1115によって記述されているユーザー
指定制約条件オプションを指定することが可能になる。
【０１４５】
　記述1120には、この技術をユーザーが指定した結果としてユーザー指定制約条件オプシ
ョンによって新規インスタンスが追加されることが記述される。記述1120は、制約条件追
加ウィジェット1145および制約条件クリアウィジェット1150を含む。制約条件追加ウィジ
ェット1145に対するユーザーインタラクションにより、ユーザー指定制約条件オプション
で使用される新規制約条件の追加がトリガーされる。制約条件クリアウィジェット1150に
対するユーザーインタラクションにより、すべての現在の制約条件がクリアされる。選択
ウィジェット1135のユーザーインタラクションにより、ユーザーが記述1120によって記述
されているユーザー指定制約条件オプションを指定することが可能になる。
【０１４６】
　記述1125には、この技術をユーザーが指定した結果として手動オプションによって新規
インスタンスが追加されることが記述される。記述1125は、新規インスタンス識別子入力
フィールド1155を含む。新規インスタンス識別子入力フィールド1155に対するユーザーイ
ンタラクションにより、ユーザーは新規インスタンスを、例えば、名前で識別することが
できる。選択ウィジェット1140のユーザーインタラクションにより、ユーザーが記述1125
によって記述されている手動オプションを指定することが可能になる。
【０１４７】
　図12は、新規インスタンスを構造化プレゼンテーションに追加するためにユーザー指定
制約条件オプションで使用される制約条件を指定するユーザー入力を受け取るためのユー
ザーインターフェイスコンポーネント1200の略図である。ユーザーインターフェイスコン
ポーネント1200は、他のユーザーインターフェイスコンポーネントから独立して(例えば
、専用ウィンドウまたはポータル上で)、または他のユーザーインターフェイスコンポー
ネントと連携して使用することができる。例えば、ユーザーインターフェイスコンポーネ
ント1200は、技術記述1120(図11)のすぐ下のユーザーインターフェイス1100内に挿入する
ことができる。例えば、ユーザーインターフェイスコンポーネント1200は、ステップ930
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において構造化プレゼンテーションに追加される新規インスタンスの属性の値を指定する
ためのオプションを提示し、プロセス900(図9)のステップ935で属性のそのような値のユ
ーザー指定を受け取るために使用することができる。
【０１４８】
　ユーザーインターフェイスコンポーネント1200は、それぞれが値指定領域1215、1220に
関連付けられている1つまたは複数の属性選択ウィジェット1205のコレクションを含む。
属性選択ウィジェット1205、1210は、値が制約される属性をユーザーが選択することを可
能にするインタラクティブ表示要素である。例示されている実装では、それぞれの属性選
択ウィジェット1205、1210は、属性の識別子をリストするドロップダウンボックスウィジ
ェットである。いくつかの実装では、リストされている属性識別子は、新規インスタンス
が追加される構造化プレゼンテーション内の属性識別子308と同一のものとすることがで
きる。
【０１４９】
　値指定領域1215、1220は、ユーザーが各属性選択ウィジェット1205、1210において識別
された属性の値に対し1つまたは複数の制約条件を指定することを可能にするインタラク
ティブ表示要素である。例示されている実装では、値指定領域1215は、ユーザーが属性選
択ウィジェット1205において識別された属性の値の許容可能な範囲を指定することを可能
にする一対のテキスト入力フィールド1225を備える。値指定領域1220は、ユーザーが属性
選択ウィジェット1210において識別された属性の許容可能な値を指定することを可能にす
るインタラクティブチェックボックス1230のコレクションを備える。
【０１５０】
　動作中、ユーザーが属性選択ウィジェット1205、1210を使用して特定の属性識別子を選
択すると、関連付けられている値指定領域1215、1220における変更がトリガーされうる。
例えば、インタラクティブ要素の性質および関連付けられている値指定領域1215、1220に
おいて指定されうる値および/または範囲を変更することができる。いくつかの実装では
、これらの変更は、新規インスタンスが追加される構造化プレゼンテーション内のそのよ
うな属性の値の分布に基づくものとすることができる。例えば、属性「maker」の4つの値
のみが構造化プレゼンテーション内に出現する場合、これらの同じ4つの値は、関連付け
られている値指定領域における指定のために提示することができる。他の実装では、関連
付けられている値指定領域1215、1220に加えられる変更は、電子文書コレクション102内
の類似のインスタンスを特徴付ける属性の値に基づくものとすることができる。例えば、
自動車のインスタンスの属性「maker」は、より多様な値を使用して電子文書コレクショ
ン102内の文書において特徴付けることができる。これらの値は、関連付けられている値
指定領域内の指定について識別し、提示することができる。
【０１５１】
　図13は、新規属性を構造化プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセス1300
の流れ図である。プロセス1300は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行すること
によってオペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュータによって実行されうる
。これらのデジタルデータ処理デバイスは、入力および出力デバイス、例えば、キーボー
ド、マウス、タッチスクリーン、ディスプレイ画面、および同様のものを介してユーザー
と情報をやり取りすることができる。例えば、システム200(図2)の背景状況において、プ
ロセス1300におけるユーザーインタラクションをPDA215またはデスクトップコンピュータ
217などのクライアント側で実行できる。
【０１５２】
　プロセス1300は、単独で、または他のデータ処理活動と連携して実行されうる。例えば
、以下でさらに詳しく説明するように、プロセス1300は、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションに加えて属性提案を構成するためにさまざまなプロセスと連携して実行さ
れうる。このような構成プロセスの例は、図37～51および関連する本文において、また図
21～26および関連する本文において説明されている。一般に、プロセス1300は、複数のデ
ジタルデータ処理デバイスによって実行される。例えば、システム200(図2)の背景状況に
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おいて、属性提案を構成するための活動を検索エンジン202側で実行することができ、そ
の一方で、ユーザーインタラクションはPDA215またはデスクトップコンピュータ217(図2)
などのクライアント側で実行されうる。
【０１５３】
　プロセス1300を実行するシステムは、新規属性トリガーを受け取ることができる(ステ
ップ1305)。新規属性は、構造化プレゼンテーション、例えば、構造化プレゼンテーショ
ン106(図1)に現在表示されていない属性である。新規属性トリガーは、新規属性を構造化
プレゼンテーションに追加するためのプロセスをアクティベートする。例えば、新規属性
は、マウス、スタイラス、キーボード、または同様のものを介して受け取ったユーザー入
力によってトリガーされうる。他の実装では、新規属性は、他のプロセスまたはシステム
によってトリガーされうる。新規属性トリガーは、2つほど例を挙げると、プロセス間通
信またはアプリケーションのメッセージハンドラを通じて受け取ることができる。例えば
、いくつかの実装では、システムは、新規属性追加トリガー1035(図10)のユーザー選択を
通じてユーザーインターフェイスコンポーネント1000から新規属性トリガーを受け取るこ
とができる。
【０１５４】
　プロセス1300を実行するシステムは、新規属性を指定するためのオプションを提示する
ことができる(ステップ1310)。例えば、システムは、構造化プレゼンテーション内のイン
スタンスを特徴付けるために使用される新規属性のリスト、さらにはユーザーがそれらの
属性のうちの1つまたは複数の属性を選択することを可能にするインタラクティブ表示要
素を表示することができる。いくつかの実装では、そのようなリスト内の属性は、電子文
書コレクションの文書内など、他の場所にあるインスタンスを特徴付けるために使用され
る属性に基づいて構成することができる。このような属性を構成するための例示的なアプ
ローチは、図37～51および関連する本文において説明されている。
【０１５５】
　プロセス1300を実行するシステムは、ユーザーから新規属性の指定を受け取ることがで
きる(ステップ1315)。属性の指定では、例えば、新規属性の名前もしくは他の識別子を含
む新規属性の特質もしくは特性、新規属性に関連付けられているキーワード、新規属性に
関する信頼できる情報源、および同様のものを特徴付けることができる。属性の指定は、
1つまたは複数の入力デバイス、例えば、キーボード、タッチパッド、またはタッチスク
リーンを介してユーザーから受け取ることができる。
【０１５６】
　プロセス1300を実行するシステムは、指定された新規属性を構造化プレゼンテーション
に追加することができる(ステップ1320)。例えば、プロセス1300を実行するシステムは、
新規属性識別子308および列304をテーブル300、400に追加することができる(図3、4)。他
の例として、システムは、カードコレクション500(図5)の列506内の対応する属性値307と
ともに、新規属性識別子308を列504内に追加することができる。いくつかの実装では、プ
ロセス1300を実行するシステムは、新規属性を構造化プレゼンテーションに追加するだけ
でなく、構造化プレゼンテーションの修正を指定するユーザー入力を受け取るためにユー
ザーインターフェイスコンポーネントにも追加することができる。例えば、システムは、
新規属性をユーザーインターフェイスコンポーネント1000(図10)の属性修正領域1005に追
加することができる。
【０１５７】
　プロセス1300を実行するシステムは、ユーザー指定に少なくとも一部は基づいて属性値
を書き込むことができる(ステップ1325)。システムは、以下でさらに詳しく説明するよう
に、さまざまな技術を使用して属性値を書き込むことができる。
【０１５８】
　図14は、新規属性を構造化プレゼンテーションに追加するためのユーザーインターフェ
イスコンポーネント1400の略図である。ユーザーインターフェイスコンポーネント1400は
、新規属性の1つまたは複数の特質もしくは特性の指定に関してユーザーと情報をやり取
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りすることができる。これらの特質または特性は、例えば、新規属性および属性値を構造
化プレゼンテーションに追加する際に使用することができる。例えば、ユーザーインター
フェイスコンポーネント1400を使用することで、ステップ1310において新規属性クラスを
構造化プレゼンテーションに追加するためオプションを提示し、プロセス1300(図13)のス
テップ1315において新規属性のユーザー指定を受け取ることができる。
【０１５９】
　ユーザーインターフェイスコンポーネント1400は、ヘッダ1405および新規属性を特徴付
ける特質を識別する特質識別子1410、1415、1420、1425のコレクションを含む。それぞれ
の特質識別子1410、1415、1420、1425は、特質指定ウィジェット1430、1435、1440、1445
に関連付けられ、そのウィジェットに対するユーザーインタラクションによって指定され
うる特質を識別する。ヘッダ1405は、ユーザーインターフェイスコンポーネント1400との
ユーザーインタラクションが、ユーザーが新規インスタンスを構造化プレゼンテーション
に追加することを実際に可能にすることを識別するテキストまたは他の情報を含む。
【０１６０】
　特質識別子1410は、ユーザーが特質指定ウィジェット1430をインタラクティブに操作す
ることによって構造化プレゼンテーションに追加される属性のクラスを指定することがで
きることを識別する。属性のクラスは、属性およびその値がどのように識別されるかを示
す。例えば、属性クラスにより、電子文書コレクションにおいて属性およびその値を識別
するために使用する技術を指定することができる。属性クラスの例としては、「auto-fin
d values」、「search results」、「review」、および「note」クラスが挙げられる。こ
れらの属性クラスに関する詳細を以下でさらに説明する。特質指定ウィジェット1430は、
ユーザーが構造化プレゼンテーションに追加される属性のクラスを指定することを可能に
するインタラクティブ表示要素である。例示されている実装では、特質指定ウィジェット
1430は、ドロップダウンボックスウィジェットである。
【０１６１】
　特質識別子1415は、ユーザーが特質指定ウィジェット1435をインタラクティブに操作す
ることによって新規属性の名前または他の識別子を指定することができることを識別する
。特質指定ウィジェット1435は、ユーザーが構造化プレゼンテーションに追加される新規
属性の名前または他の識別子を指定することを可能にするインタラクティブ表示要素であ
る。例示されている実装では、特質指定ウィジェット1435は、テキスト入力フィールドを
含む。一般に、特質識別子1415において識別される属性識別子は、属性識別子308として
構造化プレゼンテーション内に直接追加することができる。
【０１６２】
　特質識別子1420は、ユーザーが特質指定ウィジェット1440をインタラクティブに操作す
ることによって新規属性を特徴付けるキーワードを指定することができることを識別する
。特質指定ウィジェット1440は、ユーザーが構造化プレゼンテーションに追加される属性
を特徴付ける1つまたは複数のキーワードを指定することを可能にするインタラクティブ
表示要素である。例示されている実装では、特質指定ウィジェット1440は、1つまたは複
数のキーワードを入力することができるテキスト入力フィールドを含む。キーワードは、
例えば、属性識別子の背景状況を特徴付ける属性識別子または検索語の同義語を含んでい
てもよい。例えば、属性識別子が「bank」である場合、特質指定ウィジェット1440におい
て識別されるキーワードは、「NASCAR」および「speedway」を含み、その属性が金融機関
とは反対にレーストラックの「bank」を指すことを示すことができる。
【０１６３】
　動作中、特質指定ウィジェット1440で指定されたキーワードは、電子文書コレクション
の検索の際にインスタンス、属性、および/または属性値を識別するために使用されうる
。例えば、キーワードは、図21～26および関連する本文ならびに図37～51および関連する
本文において説明されているような新規属性および/または新規インスタンスを構成する
ときに使用できる。
【０１６４】
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　特質識別子1425は、ユーザーが特質指定ウィジェット1445をインタラクティブに操作す
ることによって新規属性を特徴付ける「favorite sites」を指定することができることを
識別する。「favorite sites」は、電子文書コレクション内の文書である。文書の「favo
rite sites」としてのユーザー指定は、文書のコンテンツが新規属性に関連すると同時に
、真である可能性が高いとユーザーがみなすことを示す。したがって、例えば、(以下で
さらに説明するように)事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加するために
新規インスタンスおよび新規属性を構成する際に、「favorite sites」のコンテンツに高
い信頼値を割り当てることができる。文書の「favorite sites」としてのユーザー指定は
、文書のコンテンツが構造化プレゼンテーションに書き込む属性値に関して信頼できるも
のであること示す指標として使用することもできる。
【０１６５】
　特質指定ウィジェット1445は、ユーザーが電子文書コレクション内の1つまたは複数の
文書を「favorite sites」として指定することを可能にするインタラクティブ表示要素で
ある。例示されている実装では、特質指定ウィジェット1445は、例えば1つまたは複数の
ドメイン名または電子文書の他のロケーションを入力することができるテキスト入力フィ
ールドを含む。
【０１６６】
　いくつかの実装では、特質「指定解除」ウィジェットは、ユーザーが電子文書コレクシ
ョン内の1つまたは複数の文書が「disfavored」サイトであると識別することを可能にす
る。文書の「disfavored site」としてのユーザー指定は、ユーザーがその文書を属性値
のソースとして信頼していないことを示す。このような特質指定解除ウィジェットは、例
えば1つまたは複数のドメイン名または電子文書の他のロケーションを入力することがで
きるテキスト入力フィールドを含むことができる。
【０１６７】
　図15は、新規属性値を構造化プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセス15
00の流れ図である。プロセス1500は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行するこ
とによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュータによって実行されう
る。プロセス1500は、単独で、または他のデータ処理活動と連携して実行されうる。例え
ば、以下でさらに詳しく説明するように、プロセス1500は、新規属性を構造化プレゼンテ
ーションに追加するためのさまざまなプロセス、例えば、プロセス1300(図13)と連携して
実行されうる。
【０１６８】
　プロセス1500を実行するシステムは、新規属性のクラスのユーザー指定を受け取ること
ができる(ステップ1505)。上述のように、属性のクラスは、属性およびその値がどのよう
に識別されるかを示す。新規属性のクラスを受け取ることは、プロセス1300(図13)のステ
ップ1315における新規属性の指定を受け取ることの一部とすることができる。いくつかの
実装では、新規属性のクラスのユーザー指定は、ユーザーインターフェイスコンポーネン
ト1400(図14)において特質指定ウィジェット1430を介して受け取ることができる。
【０１６９】
　プロセス1500を実行するシステムは、どのクラスが新規属性に対して指定されるかを決
定することができる(ステップ1510)。指定されたクラスに基づき、プロセス1500を実行す
るシステムは、新規属性値を構造化プレゼンテーションに追加するためのさまざまなサブ
プロセスのうちのどれが実行されるかを決定することができる。例えば、システムは、「
note」クラスに関連付けられているサブプロセス、「reviews」クラスに関連付けられて
いるサブプロセス、「search results」クラスに関連付けられているサブプロセス、また
は「already found」クラスに関連付けられているサブプロセスに従って属性値を追加す
ることを決定することができる。
【０１７０】
　プロセス1500を実行するシステムが、「note」クラスに関連付けられているサブプロセ
スを使用して新規属性値を追加することを決定する場合、システムは、属性値にユーザー
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から受け取った注釈を書き込むことができる(ステップ1515)。例えば、図4の背景状況に
おいて、テーブル400内の注釈列420内の値をユーザーから受け取り、これを使用して新規
属性の値を書き込むことができる。
【０１７１】
　プロセス1500を実行するシステムが、「reviews」クラスに関連付けられているサブプ
ロセスを使用して新規属性値を追加することを決定する場合、システムは、レビューを含
む電子文書を検索し、識別することができる(ステップ1520)。レビューは、新規属性によ
って特徴付けられている1つまたは複数のインスタンスの厳しい評価である。いくつかの
場合において、レビューは、批評家などの、インスタンスを評価する専門知識を有する誰
かが作成することができる。レビューは、例えば、ラベル、またはそれらのレビューをレ
ビューとして識別する他のテキストに基づいて識別されうる。例えば、特定のドメイン名
(例えば、http://www.google.com/prdhp、http://www.epinions.com/、http://www.amazo
n.com/)を使用して、レビューを含む電子文書を識別することができる。レビューを含む
電子文書は、電子文書コレクション、例えば、コレクション102内で見つけることができ
る。
【０１７２】
　プロセス1500を実行するシステムは、識別されたレビューからのコンテンツを使用して
属性値を書き込むことができる(ステップ1525)。例えば、システムは、1つまたは複数の
テキストもしくはテーブルベースの抽出パターンを使用してレビューから値を抽出し、そ
れらの抽出された値を構造化プレゼンテーションで提示することができる。これらの抽出
パターンは、「感情集中(sentiment focused)」であるレビュー文書のセグメントを優先
的に選択することができる。感情集中セグメントは、特定の主題に関して、肯定的なまた
は否定的な声に出す強い感情として識別される。例えば、レストランのレビューは、「th
e food is exceptionally good」(その食べ物は並外れて良い)および「the service was 
very poor indeed」(サービスは全く悪かった)などの感情集中セグメントを含むことも可
能である。構造化プレゼンテーションにおけるこれらの抽出された値の提示は、プロセス
1300(図13)のステップ1325における構造化プレゼンテーションの書き込みの一部とするこ
とができる。
【０１７３】
　プロセス1500を実行するシステムが、「search results」クラスに関連付けられている
サブプロセスを使用して新規属性値を追加することを決定する場合、システムは、電子文
書コレクション、例えば、コレクション102から検索結果のコレクションを生成すること
ができる(ステップ1530)。この検索は、レビューに限定されない結果集合を生成すること
ができるが、むしろ、さまざまな電子文書を含みうる。電子文書は、電子文書コレクショ
ン、例えば、コレクション102内で見つけることができる。
【０１７４】
　検索結果は、新規属性の識別子、さらにはその属性によって特徴付けられたインスタン
スの識別子に基づく検索によって生成されうる。いくつかの実装では、新規属性に関連付
けられている追加のキーワードを使用して、検索結果、例えば、ユーザーインターフェイ
スコンポーネント1400(図14)の特質指定ウィジェット1440を介してユーザーから受け取っ
たキーワードを改善することができる。
【０１７５】
　プロセス1500を実行するシステムは、検索結果集合からのコンテンツを構造化プレゼン
テーション内の属性値に書き込むことができる(ステップ1535)。例えば、システムは、1
つまたは複数のテキストもしくはテーブルベースの抽出パターンを使用して検索結果集合
から1つまたは複数の値を抽出し、それらの抽出された値を構造化プレゼンテーションで
提示することができる。これらの属性値に検索結果集合のコンテンツを書き込むことは、
プロセス1300(図13)のステップ1325における構造化プレゼンテーションの書き込みの一部
とすることができる。
【０１７６】
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　プロセス1500を実行するシステムが、「already found」クラスに関連付けられている
サブプロセスを使用して新規属性値を追加することを決定する場合、システムは、すでに
見つかっていて、電子文書コレクション、例えば、電子文書コレクション102から抽出さ
れている値を識別することができる(ステップ1540)。「already found」値は、例えば、
電子文書を特徴付ける情報のコレクション、例えば、システム200(図2)内のデータセンタ
ー208に格納することができる。いくつかの実装では、情報のそのようなコレクションは
、前の構造化プレゼンテーションの履歴レコードを含むことができる。プロセス1500を実
行するシステムは、すでに抽出されている値を構造化プレゼンテーションの属性値に書き
込むことができる(ステップ1545)。これらの属性値に検索結果集合のコンテンツを書き込
むことは、プロセス1300(図13)のステップ1325における構造化プレゼンテーションの書き
込みの一部とすることができる。
【０１７７】
　図16は、新規属性値を構造化プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセス16
00の流れ図である。特に、プロセス1600は、構造化プレゼンテーションの属性値を書き込
む際に使用する属性値を選択することに関連する。プロセス1600は、1つまたは複数の機
械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコ
ンピュータによって実行されうる。プロセス1600は、単独で、または他のデータ処理活動
と連携して実行されうる。例えば、プロセス1600は、プロセス1300(図13)のステップ1325
において、プロセス1500(図15)のステップ1525において、プロセス1500(図15)のステップ
1535において、および/またはプロセス1500(図15)のステップ1545において実行されうる
。
【０１７８】
　プロセス1600を実行するシステムは、属性値の候補を識別することができる(ステップ1
605)。属性値の候補は、例えば、コンテンツ(レビューまたは電子文書コレクション内の
他の文書など)から直接抽出されるか、またはすでに抽出されている属性値のコレクショ
ンから識別されうる。例えば、図2の背景状況において、システムは、データセンター208
にアクセスして、1つまたは複数の格納されている属性値を抽出することができる。
【０１７９】
　プロセス1600を実行するシステムは、識別された候補値における確かさを決定すること
ができる(ステップ1610)。候補値における確かさは、候補値がインスタンスの属性を正し
く特徴付ける確度を特徴付けるものであるべきである。値の正確さの確かさは、例えば、
インスタンスの属性を特徴付けるためにその値が使用される回数、インスタンスの属性を
特徴付けるために使用される値の出所の文書の品質、および同様のものに基づいて決定す
ることができる。
【０１８０】
　プロセス1600を実行するシステムは、候補値のうちのいくつかの確かさが低、中、また
は高であるかを判定することができる(ステップ1615)。属性値の確かさが低の場合、これ
は、候補値がインスタンスの属性を正しく特徴付ける可能性が低いことを示す。属性値の
確かさが高の場合、これは、候補値がインスタンスの属性を正しく特徴付ける可能性が高
いことを示す。
【０１８１】
　プロセス1600を実行するシステムが、候補値のうちのいくつかの確かさが高であると判
定した場合、システムは、構造化プレゼンテーションにおける属性値に抽出した値を書き
込むことができる(ステップ1545)。これは、自動的に、つまり、ユーザー入力なしで、実
行できる。
【０１８２】
　プロセス1600を実行するシステムが、候補値のうちのいくつかの確かさが中であると判
定した場合、システムは、その候補値をユーザーに提供することができる(ステップ1625)
。例えば、システムは、候補値をそれらの候補値によって潜在的に特徴付けられるインス
タンスおよび属性の識別子に関連して提示するユーザーインターフェイスコンポーネント
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を生成することができる。
【０１８３】
　プロセス1600を実行するシステムは、提示される値のうちのいくつかの値のユーザー選
択を受け取ることができる(ステップ1630)。ユーザー選択は、1つまたは複数のユーザー
入力として受け取ることができる。例えば、候補値を提示するユーザーインターフェイス
コンポーネントは、ユーザーが構造化プレゼンテーションに書き込むための候補値を選択
することを可能にする1つまたは複数の選択ウィジェットを備えることができる。この選
択は、マウス、キーボード、または他のユーザー入力デバイスを使用してユーザーから受
け取ることができる。
【０１８４】
　プロセス1600を実行するシステムは、選択された値を属性値に書き込むことができる(
ステップ1635)。例えば、プロセス1600を実行するシステムは、構造化プレゼンテーショ
ンにおいて選択された値を提示することができる。
【０１８５】
　いくつかの実装では、選択された属性値は、構造化プレゼンテーションで提示される属
性、値、および/またはインスタンスをさらに改善するために使用できる。例えば、ユー
ザーがインスタンスの属性の値が数千ドルであると指定した場合、その値の大きさを使用
して、構造化プレゼンテーションから著しく異なる大きさの値を除外することができる。
他の例として、ユーザーがインスタンスの属性の値が数千ドルであると指定した場合、そ
の値の大きさを使用して、大きさが著しく異なるその属性の値を有するインスタンスを除
外することができる。
【０１８６】
　プロセス1600を実行するシステムが、候補値のうちのいくつかの確かさが低であると判
定した場合、プロセス1600を実行するシステムは、構造化プレゼンテーションにおけるそ
のような不足をハイライト表示することができる(ステップ1640)。これらの不足は、例え
ば、未確定の入力項目を残すか、または着色もしくは他の印を使用して低い信頼値をハイ
ライト表示することによってハイライト表示することができる。システムは、インタラク
ティブ要素、例えば、未確定入力項目内のテキストフィールドまたは不足のある入力項目
に隣接する注釈セルをインタラクティブに操作するユーザーからそれらの不足を是正する
候補値を受け取ることもできる場合がある。
【０１８７】
　図17は、構造化プレゼンテーションに追加すべき候補値を選択するためのユーザーイン
ターフェイスコンポーネント1700の略図である。ユーザーインターフェイスコンポーネン
ト1700は、ユーザーと情報をやり取りして、構造化プレゼンテーションにおいて新規属性
を特徴付ける値を選択することができる。例えば、ユーザーインターフェイスコンポーネ
ント1700は、ステップ1625においてユーザーに対して提示され、プロセス1600(図16)のス
テップ1630においてユーザー選択を受け取ることができる。
【０１８８】
　ユーザーインターフェイス1700は、ヘッダ1705およびテーブル1710を含む。ヘッダ1705
は、ユーザーインターフェイスコンポーネント1700とのユーザーインタラクションがユー
ザーがインスタンスの属性の値を構造化プレゼンテーションにおいて表示するために選択
することを可能にすることを識別するテキストまたは他の情報を含む。テーブル1710は、
列1715、1720、1725に編成された候補値情報のコレクション、さらには行選択ウィジェッ
ト1730のコレクションを含む。
【０１８９】
　特に、列1715は、列ヘッダ1735とともに候補値識別子のコレクションをも含む。候補値
識別子は、電子文書コレクション102の文書から直接的に、またはデータセンター208を介
して間接的に抽出されている可能性がある。いくつかの実装では、値は、特定の値307に
対する測定単位を指定する単位識別子309も含むことができる。列ヘッダ1735で、候補値
識別子が列1715内に見つかることが識別される。
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【０１９０】
　列1720は、列ヘッダ1740とともに信頼値のコレクションをも含む。信頼値は、列1715で
識別されている候補値が正しい可能性を示す。信頼値は、数値または単語で表すことがで
きる。例えば、信頼値は、例えば、値が正しい値であるか、または数字目盛上にあるかを
確率としてパーセンテージで表すことができる。列ヘッダ1740で、信頼値が列1720内に見
つかることが識別される。
【０１９１】
　列1725は、列ヘッダ1745とともにソース識別子のコレクションをも含む。ソース識別子
は、列1715において識別された候補値の1つまたは複数のソースを識別する。ソースは、
例えば、電子文書の表題、ドメイン名、作成者の名前、または同様のものを使用して識別
することができる。いくつかの実装では、ソース識別子は、列1715において識別された候
補値を含むテキストスニペットを含むことができる。列ヘッダ1745で、ソース識別子が列
1720内に見つかることが識別される。
【０１９２】
　選択ウィジェットコレクション1730は、ユーザーから入力を受け取るために1つまたは
複数のユーザーインタラクティブ要素を備える。ユーザー入力は、列1715で識別された候
補値が構造化プレゼンテーションに追加されることを識別することができる。
【０１９３】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント1700は、信頼値に基づ
く順序で候補値を提示することができる。例えば、最高の信頼値を持つ候補値は、列1715
の一番上に提示され、最低の信頼値を持つ候補値は、列1715の一番下に提示されうる。
【０１９４】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント1700は、列1725で識別
されている特定のソース内の属性および値の周りのテキストのスニペットも含みうる。こ
のようなスニペットを使用することで、ユーザーは背景状況における値を見ることができ
る。
【０１９５】
　図18は、中に提示される属性値の不足のハイライト1802を含む構造化プレゼンテーショ
ン1800の略図である。示されている例では、インスタンス「INSTANCE_1」の属性「ATTR_1
」および「ATTRIBUTE_N」を特徴付けるための候補となる値における確かさは、インスタ
ンス「INSTANCE_2」の属性「ATTR_2」を特徴付けるための候補となる値における確かさと
同様に、低い。インスタンス「INSTANCE_1」の属性「ATTR_1」の場合、この信頼の欠如は
、空のセル1804によってハイライト表示される。インスタンス「INSTANCE_1」の属性「AT
TRIBUTE_N」およびインスタンス「INSTANCE_2」の属性「ATTR_2」の場合、この信頼の欠
如は、カラーの印1806によってハイライト表示される。このようなハイライト表示は、特
定の属性値の性質に関するフィードバックの直観的な形態をもたらす。つまり、ユーザー
は、テーブル300を閲覧し、その直後に、正しさが疑わしいのはどの値かを判定すること
ができる。システムは、ハイライト表示された不足のうちの1つまたは複数を是正するユ
ーザー入力を受け取ることができる。例えば、システムは、手動で入力された属性値、追
加の制約条件、またはシステムが追加の属性値を確実に識別するために使用できるこの指
定に記述されている他のユーザー入力を受け取ることができる。
【０１９６】
　いくつかの実装では、不足がハイライト表示されているセルに対するユーザーインタラ
クションは、不足を是正することを対象とする検索をトリガーすることができる。例えば
、空のセル1804に対するユーザーインタラクションは、検索をトリガーしうる。検索では
、例えば、ディスプレイ内のインスタンスのカテゴリ、新規値によって特徴付けられるイ
ンスタンスの識別子、および/または新規値によって特徴付けられる属性の識別子に基づ
くカスタマイズ可能なクエリを使用することができる。検索結果の集合を返した後、シス
テムは、不足を是正する値を指定するインタラクションをさらに受けることができる。い
くつかの実装では、返される検索結果の集合は、潜在的値を区別するテキストスニペット
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における属性特有のハイライト表示を含むことができる。
【０１９７】
　図19は、構造化プレゼンテーションに追加すべき候補属性を選択するためのユーザーイ
ンターフェイスコンポーネント1900の略図である。ユーザーインターフェイスコンポーネ
ント1900は、ユーザーと情報をやり取りして、構造化プレゼンテーションにおいてインス
タンスを特徴付ける属性を選択することができる。例えば、プロセス1300(図13)のステッ
プ1320において構造化された表示に追加する属性を選択できるようにユーザーインターフ
ェイスコンポーネント1900をユーザーに提示することができる。
【０１９８】
　ユーザーインターフェイス1900は、ヘッダ1905およびテーブル1910を含む。ヘッダ1905
は、ユーザーインターフェイスコンポーネント1900とのユーザーインタラクションがユー
ザーがインスタンスの属性を構造化プレゼンテーションにおいて表示するために選択する
ことを可能にすることを識別するテキストまたは他の情報を含む。テーブル1910は、列19
15、1920、1925に編成された候補属性情報のコレクション、さらには行選択ウィジェット
1930のコレクションを含む。
【０１９９】
　特に、列1915は、列ヘッダ1935とともに候補属性識別子のコレクションをも含む。候補
属性識別子は、電子文書コレクション102の文書から直接的に、またはデータセンター208
を介して間接的に抽出されている可能性がある。いくつかの実装では、属性は、型変換さ
れる候補属性の値の測定単位を指定する単位識別子309も含むことができる。列ヘッダ193
5で、候補属性識別子が列1915内に見つかることが識別される。
【０２００】
　列1920は、列ヘッダ1940とともに信頼値のコレクションをも含む。信頼値は、列1915で
識別されている候補属性が正しい可能性を示す。信頼値は、数値または単語で表すことが
できる。例えば、信頼値は、例えば、属性が正しい属性であるか、または数字目盛上にあ
るかを確率としてパーセンテージで表すことができる。列ヘッダ1940で、信頼値が列1920
内に見つかることが識別される。
【０２０１】
　列1925は、列ヘッダ1945とともにソース識別子のコレクションをも含む。ソース識別子
は、列1915において識別された候補属性の1つまたは複数のソースを識別するものである
。ソースは、例えば、電子文書の表題、ドメイン名、作成者の名前、または同様のものを
使用して識別することができる。いくつかの実装では、ソース識別子は、列1915において
識別された候補属性を含むテキストスニペットを含むことができる。列ヘッダ1945で、ソ
ース識別子が列1920内に見つかることが識別される。
【０２０２】
　選択ウィジェットコレクション1930は、ユーザーから入力を受け取るために1つまたは
複数のユーザーインタラクティブ要素を備える。ユーザー入力は、列1915で識別された候
補属性が構造化プレゼンテーションに追加されることを識別することができる。
【０２０３】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント1900は、信頼値に基づ
く順序で候補属性を提示することができる。例えば、最高の信頼値を持つ候補属性は、列
1915の一番上に提示され、最低の信頼値を持つ候補属性は、列1915の一番下に提示されう
る。
【０２０４】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント1900は、列1925で識別
されている特定のソース内のインスタンスおよび属性の周りのテキストのスニペットも含
みうる。このようなスニペットを使用することで、ユーザーは背景状況における属性を見
ることができる。
【０２０５】
　図20は、構造化プレゼンテーションに追加すべき候補インスタンスを選択するためのユ
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ーザーインターフェイスコンポーネント2000の略図である。ユーザーインターフェイスコ
ンポーネント2000は、ユーザーと情報をやり取りして、構造化プレゼンテーションに追加
するインスタンスを選択することができる。例えば、プロセス900(図9)のステップ925、9
40において構造化された表示に追加するインスタンスを選択できるようにユーザーインタ
ーフェイスコンポーネント2000をユーザーに提示することができる。
【０２０６】
　ユーザーインターフェイス2000は、ヘッダ2005およびテーブル2010を含む。ヘッダ2005
は、ユーザーインターフェイスコンポーネント2000とのユーザーインタラクションがユー
ザーがインスタンスを構造化プレゼンテーションにおいて表示するために選択することを
可能にすることを識別するテキストまたは他の情報を含む。テーブル2010は、列2015、20
20、2025に編成された候補インスタンス情報のコレクション、さらには行選択ウィジェッ
ト2030のコレクションを含む。
【０２０７】
　特に、列2015は、列ヘッダ2035とともに候補インスタンス識別子のコレクションをも含
む。候補インスタンス識別子は、電子文書コレクション102の文書から直接的に、または
データセンター208を介して間接的に抽出されている可能性がある。列ヘッダ2035で、候
補インスタンス識別子が列2015内に見つかることが識別される。
【０２０８】
　列2020は、列ヘッダ2040とともに信頼値のコレクションをも含む。信頼値は、列2015で
識別されている候補インスタンスが追加される可能性を示す。信頼値は、数値または単語
で表すことができる。例えば、信頼値は、例えば、インスタンスがユーザー指定制約条件
に合致する確率をパーセンテージで表すことができる。列ヘッダ2040で、信頼値が列2020
内に見つかることが識別される。
【０２０９】
　列2025は、列ヘッダ2045とともにソース識別子のコレクションをも含む。ソース識別子
は、列2015において識別された候補インスタンスの1つまたは複数のソースを識別する。
ソースは、例えば、電子文書の表題、ドメイン名、作成者の名前、または同様のものを使
用して識別することができる。いくつかの実装では、ソース識別子は、列2015内の候補イ
ンスタンスの識別子を含むテキストスニペットを含むことができる。列ヘッダ2045で、ソ
ース識別子が列2020内に見つかることが識別される。
【０２１０】
　選択ウィジェットコレクション2030は、ユーザーから入力を受け取るために1つまたは
複数のユーザーインタラクティブ要素を備える。ユーザー入力は、列2015で識別された候
補インスタンスが構造化プレゼンテーションに追加されることを識別することができる。
【０２１１】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント2000は、信頼値に基づ
く順序で候補インスタンスを提示することができる。例えば、最高の信頼値を持つ候補イ
ンスタンスは、列2015の一番上に提示され、最低の信頼値を持つ候補インスタンスは、列
2015の一番下に提示されうる。
【０２１２】
　いくつかの実装では、ユーザーインターフェイスコンポーネント2000は、列2025で識別
されている特定のソース内のインスタンス識別子の周りのテキストのスニペットも含みう
る。このようなスニペットを使用することで、ユーザーは背景状況におけるインスタンス
を見ることができる。
【０２１３】
　本明細書で説明されているシステムおよびプロセスを使用して構造化プレゼンテーショ
ンに加えられた変更は、それらの変更が追加のインスタンス、属性、および/または値を
識別するために使用される反復プロセスの一部とすることができる。例えば、プロセス80
0(図8)は、数回繰り返すことができる。既存のコンテンツの範囲は増大するので、識別さ
れる追加のインスタンス、属性、および/または値は、増大する確かさを持つものとなる
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可能性がある。
【０２１４】
　図21は、事前に存在している構造化プレゼンテーションを拡張するために新規インスタ
ンスを追加することができるプロセス2100の略図である。プロセス2100は、1つまたは複
数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュー
タのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行されうる。
【０２１５】
　プロセス2100は、電子文書コレクション102内の文書から引き出された情報に基づいて
新規インスタンスを事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加する抽出オペレ
ーション2105とマージオペレーション2110とを含む。特に、プロセス2100は、事前に存在
している構造化プレゼンテーション106で提示される情報に基づき1つまたは複数の新規イ
ンスタンスを提案する。例えば、構造化プレゼンテーションがいくつかの動画に対応する
多数のインスタンスを含む場合、システム200は、電子文書コレクションから引き出され
た情報に従って動画の追加のインスタンスを提案することができる。つまり、システム20
0は、属性識別子の類似度、属性値の測定単位、属性値の値、またはこれらの組み合わせ
に従って追加のインスタンスを識別し、提案することができる。例えば、システム200は
、類似のショータイム、劇場、または放映時間を持つ動画を提案することができる。
【０２１６】
　図21に示されているように、抽出オペレーション2105では、事前に存在している構造化
プレゼンテーション106の特性を使用して、電子文書コレクション102から新規インスタン
ス提案のコレクションを抽出する。特性の例として、事前に存在している構造化プレゼン
テーション内のインスタンス、事前に存在している構造化プレゼンテーション内の属性、
および事前に存在している構造化プレゼンテーション内の属性の値が挙げられる。事前に
存在している構造化プレゼンテーション106の特性は、機械可読情報のコレクションとし
て表すことができ、これを1つまたは複数の機械可読命令セットによりオペレーションを
実行する1つまたは複数のコンピュータのシステムが受け取ることができる。例えば、検
索エンジン202(図2)が、事前に存在している構造化プレゼンテーション106の特性を受け
取ることができる。
【０２１７】
　抽出オペレーション2105において、電子文書コレクション102内の文書のコンテンツお
よび事前に存在している構造化プレゼンテーション106の特性に基づいて、1つまたは複数
の新規インスタンス提案を構成することができる。以下でさらに説明されるように、新規
インスタンス提案を構成するためのさまざまな異なる技術が使用されうる。
【０２１８】
　マージオペレーション2110で新規インスタンス提案の一部または全部を事前に存在して
いる構造化プレゼンテーション106にマージして、拡張構造化プレゼンテーション106を形
成することができる。閲覧者に対して、例えば、ディスプレイ画面104などのディスプレ
イデバイスに拡張構造化プレゼンテーションを表示することができる。
【０２１９】
　抽出オペレーション2105で構成されたすべての新規インスタンス提案は、事前に存在し
ている構造化プレゼンテーション106とマージされ、閲覧者向けに表示される必要はない
。例えば、いくつかの実装では、新規インスタンス提案のコレクションを、閲覧者が追加
される1つまたは複数のインスタンスを選択することを可能にするインタラクティブ要素
とともに閲覧者に対して提示することができる。しかし、他の実装では、新規インスタン
ス提案は、ユーザーインタラクションなしで、また表示する前の新規インスタンス提案の
選別なしで、自動的に追加することができる。マージャーに関するさらなる詳細は、例え
ば、図9～20および関連する本文にある。
【０２２０】
　図22は、電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいてインスタンスを構造化
プレゼンテーションに追加するための例示的なプロセス2200の流れ図である。プロセス22
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00は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行する1つまたは
複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセス2200は、システ
ム200内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０２２１】
　いくつかの実装では、プロセス2200は、例えば、ユーザーまたは構造化プレゼンテーシ
ョン106の更新をトリガーする他のシステムもしくはプロセスから入力を受け取ったこと
に応答して実行されうる。例えば、プロセス2200は、1つまたは複数の新規インスタンス
を構造化プレゼンテーション106に追加するユーザー要求への応答として実行されうる。
他の例として、プロセス2200は、検索クエリを受け取ったことに対する応答として、検索
エンジン、例えば、検索エンジン202(図2)によって実行されうる。
【０２２２】
　プロセス2200を実行するシステムは、事前に存在している構造化表示の1つまたは複数
の特性を受け取ることができる(ステップ2205)。例えば、システムは、事前に存在してい
る構造化プレゼンテーションの1つまたは複数の属性識別子を受け取ることができる。他
の例として、システムは、事前に存在している構造化プレゼンテーション内に出現する1
つまたは複数のインスタンス識別子を受け取ることができる。
【０２２３】
　プロセス2200を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションの
1つまたは複数の特性に基づいて電子文書コレクション内の文書から1つまたは複数のイン
スタンス提案を構成することができる(ステップ2210)。インスタンス提案は、多数の異な
る方法でこれらの特性に基づき構成することができる。例えば、一実装では、システムは
、事前に存在している構造化プレゼンテーションから引き出された属性識別子を使用して
検索クエリを構築することによって電子文書コレクション102内の文書からインスタンス
提案を構成することができる。これらの検索クエリを使用し、文字列比較結果または他の
マッチング技術を使用して類似の属性を共有できるインスタンスを識別することができる
。他のアプローチの例について以下でさらに説明する。
【０２２４】
　プロセス2200を実行するシステムは、1つまたは複数のインスタンス提案をユーザーに
提供することができる(ステップ2215)。例えば、インスタンス提案のリストを、事前に存
在している構造化プレゼンテーションを表示する同じディスプレイ画面上にユーザー向け
に表示することができる。
【０２２５】
　プロセス2200を実行するシステムは、1つまたは複数のインスタンス提案のユーザー選
択を受け取ることができる(ステップ2220)。例えば、ユーザーインターフェイスコンポー
ネントがユーザーとやり取りして、1つまたは複数のインスタンス提案を選択する1つまた
は複数のユーザー入力(例えば、マウスのクリック、キーの押下、または他のユーザー入
力)を受け取ることができる。
【０２２６】
　プロセス2200を実行するシステムは、選択されたインスタンス提案を構造化プレゼンテ
ーションに新規構造化レコードとして追加することができる(ステップ2225)。例えば、構
造化プレゼンテーションが、テーブル300(図3)などのテーブルである場合、システムは新
規行302を追加することができる。他の例として、構造化プレゼンテーションが、カード
のコレクション500(図5)などのカードのコレクションである場合、システムは新規カード
502を追加することができる。
【０２２７】
　図23は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書からインスタンス提案を構成するための例示的なプロセス2300の流
れ図である。プロセス2300は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば
、プロセス2300は、プロセス2200(図22)におけるステップ2210で実行されうる。
【０２２８】
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　プロセス2300は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行
する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセス2
300は、システム200(図2)内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０２２９】
　プロセス2300を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンスに関係する構造化コンポーネントを含む1つまたは複
数の文書を識別することができる(ステップ2305)。構造化コンポーネントは、構造化され
ている電子文書のいくつかの部分または領域である。構造化コンポーネントの例としては
、テーブル、リスト、レコード、属性-値の対のコレクション、および同様のものが挙げ
られる、こうして、構造化コンポーネントは、構造化プレゼンテーションとほぼ同様にし
、定義済みの構造と一致するように属性値およびインスタンス識別子を編成することがで
きる。
【０２３０】
　構造化コンポーネントを含む電子文書の全体が構造化されている必要はない。例えば、
電子文書は、非構造化テキストの2つの段落の間にテーブルが挟まれていてもよい。さら
に、異なる文書内の構造化コンポーネントが、同じフォーマットを有する、または所定の
、もしくは永続的な構造に従っている必要はない。実際、1つの構造化コンポーネント内
の情報の編成は、一般的には、他の文書内に出現する構造化コンポーネント内の情報の編
成とは無関係に変更されうる。例えば、1人の人の履歴書中の学校の構造化されたリスト
が卒業年を削除するように変更される場合、他の履歴書中の学校の他の構造化されたリス
トも同様に変更されることを保証する必要はない。
【０２３１】
　プロセス2300を実行するシステムは、さまざまな方法で構造化コンポーネントを含む文
書を識別することができる。例えば、テーブルおよび他の構造化コンポーネントは、文書
それ自体の中に見つかる、メタデータラベル、例えば、HTMLタグを使用して識別されうる
。他の例として、構造化コンポーネントは、文書内の反復要素(例えば、一連のコンマま
たはタブ区切り記号)を識別することによって識別されうる。
【０２３２】
　構造化コンポーネントは、それらが指定されたインスタンスに関連する情報を含む場合
に事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されたインスタンスに関係する。
例えば、1つまたは複数の属性値を持つ指定されたインスタンスのうちの1つまたは複数の
インスタンスを特徴付ける構造化コンポーネントは、事前に存在している構造化プレゼン
テーション内で指定されたインスタンスに関連するものとして考えることができる。他の
例として、事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されたインスタンスとは
異なるインスタンスの同じ属性のうちの1つまたは複数の属性を特徴付ける構造化コンポ
ーネントは、指定されたインスタンスに関連するものとして考えることができる。多くの
実装において、インスタンスおよび/または属性識別子は同じである必要はない。むしろ
、概念的に関係するインスタンスおよび属性は、構造化コンポーネントを含む文書を識別
するために使用されうる。
【０２３３】
　したがって、いくつかの実装では、プロセス2300を実行するシステムは、事前に存在し
ている構造化プレゼンテーション内に見つかるような同じもしくは関係するインスタンス
識別子および/または事前に存在している構造化プレゼンテーション内に見つかるような
同じもしくは関係する属性識別子を含む文書を識別することによって事前に存在している
構造化プレゼンテーションにおいて指定されているインスタンスに関係する構造化コンポ
ーネントを含む1つまたは複数の文書を識別することができる。
【０２３４】
　プロセス2300を実行するシステムは、構造化コンポーネントから1つまたは複数のイン
スタンス提案を選択することができる(ステップ2310)。この選択プロセスでは、ユーザー
に対して提案されるインスタンスを選別して個数を減らすことができる。インスタンス提
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案の選択は、さまざまな方法で実行できる。例えば、システムは、以下でさらに説明する
ように、構造化コンポーネント内のインスタンス、構造化コンポーネント内のインスタン
スの属性、および/または構造化コンポーネント内のインスタンスの属性の値のカテゴリ
に基づいてインスタンス提案を選択することができる。
【０２３５】
　図24は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からのインスタンス提案の構成を表す表現2400である。特に、表現24
00は、プロセス2300(図23)の一実装を使用するインスタンス提案の構成を示している。
【０２３６】
　図示されているように、事前に存在している構造化プレゼンテーションでは、インスタ
ンス2405のコレクションを指定する(つまり、インスタンス「Philadelphia」および「Chi
cago」)。さらに、電子文書コレクション(例えば、コレクション102)内の異なる文書は、
異なる構造化コンポーネント2410、2415、2420を含む。構造化コンポーネント2410、2415
、2420は、例えば中に出現する同じインスタンス識別子「Philadelphia」および「Chicag
o」に基づいて指定されたインスタンス2405に関連するものとして識別されうる。
【０２３７】
　図示されているように、構造化コンポーネント2410、2415、2420は、異なる背景状況に
基づくさまざまな異なる潜在的インスタンス提案を含む。特に、構造化コンポーネント24
10の背景状況では、インスタンス「Philadelphia」および「Chicago」は、さまざまな市
の特性を表す表形式コンポーネントの一部である。構造化コンポーネント2415の背景状況
では、インスタンス「Philadelphia」および「Chicago」は、1970年代のある時期のナシ
ョナルリーグ東地区の順位表の一部を表す構造化コンポーネントの一部である。構造化コ
ンポーネント2420の背景状況では、インスタンス「Philadelphia」および「Chicago」は
、さまざまな動画の特性を表す表形式コンポーネントの一部である。
【０２３８】
　構造化コンポーネント2410、2415、2420内に見つかるさまざまなインスタンスすべてを
ユーザーに対して提案する代わりに、それらのインスタンスを特徴付けるために使用され
る属性に基づいてコンポーネント2410、2415、2420からインスタンス選択を選択すること
ができる。特に、図示されているように、事前に存在している構造化プレゼンテーション
106は、属性「year」、「rating」、および「box office receipts」の値を使用してイン
スタンス「Philadelphia」および「Chicago」を特徴付ける。構造化コンポーネント2410
は、属性「population」および「area」の値を使用してインスタンス「Philadelphia」お
よび「Chicago」を特徴付ける。構造化コンポーネント2415は、属性「wins」、「losses
」、および「GB」(つまり、ゲーム差)の値を使用してインスタンス「Philadelphia」およ
び「Chicago」を特徴付ける。構造化コンポーネント2420は、属性「year」、「runtime」
、および「rating」の値を使用してインスタンス「Philadelphia」および「Chicago」を
特徴付ける。
【０２３９】
　システムは、これらの特徴付けられた属性に基づいて構造化コンポーネント2410、2415
、2420内のインスタンスから選択することができる。例えば、システムは、事前に存在し
ている構造化プレゼンテーション106における属性識別子「year」および「rating」と構
造化コンポーネント2420における属性識別子「year」および「rating」との間の対応関係
を識別して、インスタンス「Peter Pan」および「Star Wars」を事前に存在している構造
化プレゼンテーション106に追加する提案として選択することができる。
【０２４０】
　図37～51および関連する本文において説明されているように、システムは、追加の属性
識別子を提案もしくは追加することもできる。例えば、構造化コンポーネント2420は、属
性識別子「runtime」を含む。したがって、このようなシステムでは、対応する属性値を
使用して、または対応する属性値なしで、属性識別子「runtime」を提案することができ
る。
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【０２４１】
　いくつかの実装では、構造化コンポーネント2410、2415から引き出されたインスタンス
が特定の構成で提案されていない場合であっても、そのようなインスタンスは、将来の情
報要求の際に使用できるように格納することができる。例えば、構造化コンポーネント24
10で表されている市が、インスタンス提案として選択されていないとしても、それらの市
は、各属性識別子(例えば、「population」および「area」)およびデータコレクション(
例えば、データセンター208など)内の属性値とともに格納することができる。その後にユ
ーザーが1つまたは複数の市に関する情報を要求した場合、そのようなシステムは、この
格納されている情報にアクセスして、追加の情報をユーザーに提供することができる。
【０２４２】
　図25は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書からインスタンス提案を構成するための例示的なプロセス2500の流
れ図である。プロセス2500は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば
、プロセス2500は、プロセス2200(図22)におけるステップ2210で実行されうる。
【０２４３】
　プロセス2500は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行
する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセス2
500は、システム200(図2)内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０２４４】
　プロセス2500を実行するシステムは、1つまたは複数の指定されたインスタンスに関連
する1つまたは複数の文書を識別することができる(ステップ2505)。例えば、プロセス250
0を実行するシステムは、文字列比較を使用することで、指定されたインスタンスおよび
その属性および/または値のうちの1つまたは複数と電子文書コレクション102などの電子
文書コレクション内の文書とのマッチングを行うことができる。他の例では、プロセス25
00を実行するシステムは、格納されている情報(データセンター208内の情報など)にアク
セスして、指定されたインスタンスに関連する電子文書を識別することができる。
【０２４５】
　プロセス2500を実行するシステムは、識別された文書のうちの1つまたは複数の文書の
テンプレートを抽出することができる(ステップ2510)。文書テンプレートは、電子文書コ
レクション内の文書のサブコレクション内の個別の文書のコンテンツの配列に対するパタ
ーンとして使用される。サブコレクション内の文書は、一般的に、単一の企業などの単一
のソースに由来するものである。例えば、書籍販売店は、単一の文書テンプレートを、異
なる書籍を記述したコンテンツの配列に対するパターンとして使用することができる。他
の例では、家具小売店は、単一の文書テンプレートを、異なるソファのパンフレットのコ
ンテンツの配列に対するパターンとして使用することができる。例えば、ソファ用の電子
パンフレットのテンプレートにより、ソファのブランド名、ソファの写真、ソファが示さ
れている色をユーザーが選択することを可能にするインタラクティブ要素、テキスト形式
のソファの説明、ならびにソファの寸法、入手状況、および価格を特徴付けるテーブルの
配列をパンフレット上に指定することができる。こうして、文書テンプレートは、構造化
プレゼンテーションとほぼ同様にし、定義済みの構造と一致するようにインスタンスに関
する情報を編成することができる。
【０２４６】
　一般に、文書テンプレートは、電子文書のコンテンツ全体に対するパターンとして使用
することができ、上述のように、文書内の構造化コンポーネントの配列を指定することさ
えできる。しかし、文書テンプレートでは非構造化電子文書コレクション内の文書のサブ
コレクションのコンテンツの配列を指定するだけなので、電子文書コレクションそれ自体
は非構造化のままである。例えば、AMAZON.COMでは1つのテンプレートをAMAZON.COMが販
売するすべての書籍の説明の配列に対するパターンとして使用する場合であっても、BARN
ESANDNOBLE.COMおよび他の書籍販売店は、その同じテンプレートを書籍店が販売する書籍
の説明の配列に対するパターンとして必ずしも使用しない。さらに、文書テンプレートは
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、その変更を必ずしも電子文書のコレクション全体、さらにはサブコレクションに伝搬さ
せなくても変更できる。
【０２４７】
　図26は、動画(つまり、動画「Philadelphia」)を記述するためのパターンとして使用さ
れるハイパーテキストマークアップ言語(HTML)のテンプレート2600の一部を表す図である
。テンプレート部分2600のハイパーテキストマークアップ言語(HTML)コードは、機械可読
かつ人間可読である。例えば、ブラウザでテンプレート部分2600のHTMLコードを使用して
、ウェブページを生成することができる。
【０２４８】
　示されている例では、テンプレート部分2600は、2つのサブセクション2605、2610に分
割される。サブセクション2605は、動画「Philadelphia」を識別するテキストの配列に対
するパターンとして使用される。サブセクション2610は、さまざまな属性識別子およびそ
の値の配列に対するパターンとして使用される。一般に、異なる動画を記述するために電
子文書内の文書の特定のサブコレクションにおいて、サブセクション2605、2610内のパタ
ーンを何回も繰り返す。
【０２４９】
　HTMLパーサーを使用して、テンプレート部分2600から出力書式を抽出することができ、
したがって、出力書式を使用して、同じテンプレートを有する文書を識別することができ
る。例えば、HTMLタグ<title>、<div>、他のHTMLタグ、および互いに相対的な位置は、HT
MLパーサーによって識別されうる。このようなHTMLパーサーは、HTMLタグ<title>がHTML
タグ<div>の前に出現するものとして判定することができる。したがって、HTMLパーサー
は、テンプレートに従って配列されているコンテンツからのテンプレート部分2600から出
力書式を抽出することができる。
【０２５０】
　図25に戻ると、テンプレートを抽出した後に、プロセス2500を実行するシステムは、同
じテンプレートを有する1つまたは複数の文書を識別することができる(ステップ2515)。
例えば、システムは、電子文書コレクション内の文書のテンプレートを抽出されたテンプ
レートと比較することができる。
【０２５１】
　プロセス2500を実行するシステムは、同じテンプレートを有するものとして識別されて
いる文書から1つまたは複数のインスタンス提案を構成することもできる(ステップ2520)
。特に、システムは、文書のサブコレクション内でテンプレートの反復を使用して、サブ
コレクション内の文書がインスタンスの同じカテゴリに関する同じ種類のコンテンツを含
むと推論することができる。言い換えると、システムは、同じテンプレートが異なる文書
のパターンとして使用されているため、2つの文書の背景状況が同じであると推論するこ
とができる。
【０２５２】
　同様の背景状況の文書が識別された後、テンプレートそれ自体を使用して、インスタン
ス提案を構成することができる。例えば、テンプレート部分2600(図26)内のHTMLタグは、
その文書内に記述されている映画の表題が「Philadelphia (1993)」であると識別する。
同じテンプレートを共有する文書内の同様にタグ付けされたテキストを検索することによ
って、システムは、他の映画の表題を識別することができる。
【０２５３】
　さらに、いくつかの実装では、文書テンプレート内の追加のコンテンツは、インスタン
ス提案を構成する際に使用することができる。例えば、特定の値(例えば、George Lucas)
を「映画監督」として識別することを利用して、文書のサブコレクションから特定のイン
スタンス提案を選択することができる。言い換えると、テンプレート部分2600のサブセク
ション2610の構文解析を行うか、または他の何らかの形で分析して、属性が類似の値、識
別子、または他の特性を有するかどうかを判定することができる。そのような状況では、
インスタンス識別子は、サブセクション2605から抽出されうる。
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【０２５４】
　図27は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規イ
ンスタンス提案2115のコレクションを構成することができるプロセス2700の略図である。
プロセス2700は、1つまたは複数の機械可読命令セット(図2)によってオペレーションを実
行する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。
【０２５５】
　プロセス2700は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づき
インスタンス/属性コレクション2710に対し抽出オペレーション2705を実行する。インス
タンス/属性コレクション2710は、インスタンスをその属性に、またいくつかの実装では
、それらの属性の値にも関連付ける情報のコレクションである。コレクション2710内の情
報は、トリガーを受け取ったことに対する応答として(例えば、検索クエリ)、またはトリ
ガーを受け取ることを予想して、例えば、電子文書コレクション102のインデックスを作
成するプロセスの一部として、電子文書コレクション102内の文書から抽出されうる。い
くつかの実装では、コレクション2710内の情報は、現在のユーザーまたは他のユーザーに
対して提示された前の構造化プレゼンテーションのコンテンツを含むことができる。一般
に、インスタンス提案は、例えばステップ2215、2220、2225(図22)において説明されてい
るように、構造化プレゼンテーションに追加されるインスタンス提案を選択するユーザー
に提供される。
【０２５６】
　インスタンスとその属性の間の関連付けは、コレクション2710内の情報記憶域を構造化
することによってコレクション2710内で確立されうる。図28は、コレクション2710内の属
性およびインスタンスを関連付けるテーブル2800の略図である。テーブル2800は、レコー
ド2802、2804、2806、2808、2810、2812、2814のコレクションを含み、それぞれのレコー
ドはインスタンスの識別子を文書のロケーションの記述およびそれらの文書内の識別され
たインスタンスを特徴付ける属性に関連付ける。レコード2802、2804、2806、2808、2810
、2812、2814内の情報は、列2815、2820、2825、2830、2835、2840のコレクション内に編
成されうる。特に、列2815は、インスタンス識別子を含むことができる。列2820は、列28
15で識別されているインスタンスを含む電子文書のロケーションの記述を含むことができ
る。列2825、2830、2835、2840は、列2820内にロケーションが記述されている文書内の列
2815で識別されるインスタンスを特徴付ける属性を識別することができる。
【０２５７】
　図示されているように、異なる電子文書は、同じインスタンスを特徴付ける異なるカテ
ゴリおよび量の情報を含むことができる。例えば、ロケーションがレコード2804の列2820
で識別される文書は、インスタンス「INSTANCE_2」の2つの属性を含むが、ロケーション
がレコード2810の列2820で識別される文書は、インスタンス「INSTANCE_2」の3つの属性
を含む。さらに、レコード2804内の属性(つまり、属性「ATTR_5」および属性「ATTR_6」)
は、レコード2810内の属性(つまり、属性「ATTR_5」、属性「ATTR_8」、および属性「ATT
R_9」)と一部異なる。
【０２５８】
　属性およびインスタンスを関連付けるデータコレクション2710(テーブル280など)は、
いくつもの異なる方法で形成されうる。例えば、内部的な構造化コンポーネントを含む文
書が識別されうる。このような内部的な構造化コンポーネントの例として、HTML文書中に
出現するテーブルおよびリストが挙げられる。これらの内部的な構造化コンポーネント内
の属性とインスタンスとの間の関係をコピーしてデータコレクション2710を形成すること
ができる。
【０２５９】
　他の例として、コレクション2710は、現在のユーザーまたは他のユーザーに対して提示
された前の構造化プレゼンテーションのコンテンツから形成することができる。
【０２６０】
　さらに他の例として、第1の文書が属性およびインスタンスを含むものとして識別され
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た後、その文書のテンプレートを使用して、同じテンプレートを含む他の文書から属性お
よびインスタンスを抽出することができる。例えば、ステレオ小売業者が同じ文書テンプ
レートを使用して販売のため提供される異なるステレオを記述する場合、第1のステレオ
に関する第1の電子文書内の情報の配列を使用して、他のステレオに関する他の電子文書
から情報を抽出することができる。
【０２６１】
　いくつかの実装では、自然言語構文解析などの技術を使用して、インスタンスおよび属
性を識別することができる。例えば、電子文書の構文解析を行って、電子文書内の「[Ins
tance] has a/an [attribute]」などのフレーズを識別することができる。
【０２６２】
　いくつかの実装では、データコレクション2710は、インスタンスおよびその属性を分類
することができる。例えば、インスタンスおよび属性は、北米の都市、ナショナルリーグ
東地区チーム、または人気のある映画としてカテゴリ化することができる。データコレク
ション2710への情報の格納は、そのような分類に基づくことができる。例えば、異なるカ
テゴリを異なるファイル、レコード、および同様のものに格納することができる。
【０２６３】
　図27を再び参照すると、プロセス2700は、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ン106で提示される情報に基づき1つまたは複数の新規インスタンスを提案することがわか
る。例えば、構造化プレゼンテーションがいくつかの動画に対応する多数のインスタンス
を含む場合、システム200は、データコレクション2710から引き出された情報に従って動
画の追加のインスタンスを提案することができる。つまり、システム200は、属性識別子
の類似度に従って追加のインスタンスを識別し、提案することができる。例えば、システ
ム200は、類似のショータイム、劇場、または放映時間を持つ動画を提案することができ
る。
【０２６４】
　図29は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいてインスタンス
および属性のコレクションからインスタンス提案を構成するためのプロセス2900の流れ図
である。プロセス2900は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーション
を実行する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プ
ロセス2900は、システム200(図2)内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０２６５】
　プロセス2900は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス
2900は、プロセス2700(図27)で実行されうる。他の例として、プロセス2900は、プロセス
2200(図22)におけるステップ2210で、単独で、またはプロセス2300、2500(図23、25)の一
方または両方と連携して実行されうる。
【０２６６】
　プロセス2900を実行するシステムは、インスタンスおよびその属性のコレクションにア
クセスすることができる(ステップ2905)。例えば、プロセス2900を実行するシステムは、
データセンター208(図2)に格納されているインスタンスおよび属性コレクション2710(図2
7)にアクセスすることができる。
【０２６７】
　プロセス2900を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンス属性の特性に基づいて1つまたは複数の関連するイン
スタンスを識別することができる(ステップ2910)。例えば、システムは、インスタンスお
よび属性コレクション2710(図27)内に格納されているインスタンスのインスタンス属性を
構造化プレゼンテーション106で指定されているインスタンスと比較することができる。
システムは、この比較結果を使用して、もしあれば格納されているインスタンスのうちの
どれが属性識別子、または関係する属性を事前に存在している構造化プレゼンテーション
106で指定されている属性と共有するかを決定することができる。例えば、事前に存在し
ている構造化プレゼンテーション106は、属性「ATTR_3」および「ATTR_5」を使用してイ
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ンスタンスのコレクションを特徴付けると推定する。テーブル2800(図28)などのインスタ
ンスおよび属性コレクション2710を検討した後、システムは、インスタンス「INSTANCE_1
」および「INSTANCE_2」を、同じ属性「ATTR_3」および「ATTR_5」がレコード2802、2806
内のインスタンスを特徴付けるために使用されることに基づいて、提案することができる
。
【０２６８】
　図30は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規イ
ンスタンス提案2115のコレクションを構成するためのプロセス3000の流れ図である。プロ
セス3000は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行する1つ
または複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行されうる
。プロセス3000は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス
3000は、プロセス2700(図27)で実行されうる。他の例として、プロセス3000は、プロセス
2200(図22)におけるステップ2210で、単独で、またはプロセス2300、2500、2900(図23、2
5、29)のうちの1つまたは複数と連携して実行されうる。いくつかの実装では、プロセス3
000は、入力を(例えば、システム200のユーザーから、または他のシステムもしくはプロ
セスから)受け取ったことに応答して実行されうる。例えば、プロセス3000は、検索文字
列を受け取ったことに応答して検索エンジン202によって実行されうる。
【０２６９】
　プロセス3000を実行するシステムは、1つまたは複数の指定されたインスタンスに関す
る1つまたは複数の信頼できるソースを識別することができる(ステップ3005)。例えば、
システムは、例えばプログラマーによってアセンブルされた電子文書コレクション102内
の文書の信頼できるソースのコレクションにアクセスすることができる。
【０２７０】
　他の例として、システムは、電子文書コレクション102内の文書の1つまたは複数の信頼
できるソースをそのユーザーの観点から「信頼できる」ものとして識別するユーザー特有
の入力を受け取ることができる。例えば、事前に存在している構造化プレゼンテーション
106を表示するディスプレイ画面104は、閲覧者が文書の信頼できるソースを指定すること
を可能にするGUIコンポーネントを備えることができる。信頼できるソースの識別は、検
索クエリを受け取ることと連動して受け取ることができる。例えば、閲覧者は、JD POWER
 AND ASSOCIATES、AMAZON.COM、およびMAJOR LEAGUE BASEBALLをそれぞれhttp://www.jdp
ower.com/、http://www.amazon.com/、およびhttp://www.mlb.com/にある文書の信頼でき
るソースとして識別することができる。いくつかの実装では、ユーザー特有の入力は、ソ
ースが信頼できるものである主題を識別することができる。例えば、MAJOR LEAGUE BASEB
ALLは、ベースボールの統計の信頼できるソースして識別されうるが、薬物検査に関する
情報の信頼できるソースとしてはみなされえない。
【０２７１】
　さらに他の例として、プロセス3000を実行するシステムは、信頼できるソースの「一般
」コレクションをアセンブルするために複数のユーザーからの信頼できるソースを識別す
るユーザー特有の入力のコレクションを分析することができる。例えば、多数のユーザー
が、AMERICAN AUTOMOBILE ASSOCIATION (AAA)を信頼できるものとして識別することがで
きる。次いで、これらの識別結果の統計分析に基づき、AAAを信頼できるソースのコレク
ションに追加することができる。
【０２７２】
　プロセス3000を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンスに対する信頼できるソースから追加の属性を決定する
ことができる(ステップ3010)。例えば、システムは、信頼できるソースによって提供され
る文書にアクセスし、1つまたは複数の属性を使用して指定されたインスタンスを特徴付
ける1つまたは複数の文書を識別することができる。システムは、パーサーまたは他の文
字列比較技術を使用してこれらの文書から属性識別子を抽出することができる。
【０２７３】
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　他の例として、システムは、テーブル2800(図28)などの属性およびインスタンスを関連
付けるデータコレクションにアクセスすることができる。システムは、レコード2802、28
04、2806、2808、2810、2812、2814などのレコードを、事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションで識別されたインスタンスおよびロケーションがレコード2802、2804、2806
、2808、2810、2812、2814で識別される文書が信頼できるソースに由来するものであった
かどうかの両方に基づいてフィルター処理することができる。例えば、AMAZON.COMが信頼
できるソースである場合、属性およびインスタンスを関連付けるコレクションをスキャン
して、http://www.amazon.com/ドメインを持つ文書を識別することができる。
【０２７４】
　プロセス3000を実行するシステムは、これらの追加の属性をテーブル2800(図28)などの
インスタンスおよび属性コレクション内の属性と比較することができる(ステップ3015)。
例えば、システムは、文字列比較、または他の比較技術を使用して、追加の属性をインス
タンスおよび属性コレクションに格納されている属性と比較することができる。
【０２７５】
　プロセス3000を実行するシステムは、これらの比較結果に基づいてインスタンスおよび
属性コレクション内のインスタンスを識別することができる(ステップ3020)。例えば、シ
ステムは、信頼できるソースからの文書内のインスタンスを特徴付けるために使用される
属性の数ならびにインスタンスおよび属性コレクション内の他のインスタンスに関連付け
られている属性を決定することができる。
【０２７６】
　図31は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規イ
ンスタンス提案2115のコレクションを構成するためのプロセス3100の流れ図である。プロ
セス3100は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行する1つ
または複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行されうる
。プロセス3100は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス
3100は、プロセス2700(図27)で実行されうる。他の例として、プロセス3100は、プロセス
2200(図22)におけるステップ2210で、単独で、またはプロセス2300、2500、2900、3000(
図23、25、29、30)のうちの1つまたは複数と連携して実行されうる。いくつかの実装では
、プロセス3100は、入力を(例えば、システム200のユーザーから、または他のシステムも
しくはプロセスから)受け取ったことに応答して実行されうる。例えば、プロセス3100は
、検索文字列を受け取ったことに応答して検索エンジン202によって実行されうる。
【０２７７】
　プロセス3100を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンスの属性値に基づいて1つまたは複数の関連するインス
タンスを識別することができる。例えば、システムは、指定されたインスタンスの属性値
を他のインスタンスの属性値と比較することによって関連するインスタンスを識別し、他
のインスタンスが適切な提案であるかどうかを判定することができる。このような比較で
は、例えば、属性値が同一のものである、または属性値が特定の範囲内にあるということ
が要求される場合がある。このような範囲は、例えば、インタラクティブ要素を介してユ
ーザーによって指定されるか、または事前に存在している構造化プレゼンテーション内の
インスタンスをすでに特徴付けている属性値の範囲に基づいて決定することができる。
【０２７８】
　いくつかの実装では、プロセス3100を実行するシステムは、属性値を比較する前に属性
値を通常の測定単位に変換することができる。例えば、指定された測定単位がフィートで
あるが、1つまたは複数の抽出された属性値の測定単位がメートルである場合、システム
は、通常の技術を使用してメートル単位の値をフィートに変換することができる。このよ
うな一アプローチの概略表現を以下で詳述する。
【０２７９】
　図32は、データコレクション内の属性、インスタンス、およびそれらの値を関連付ける
テーブル3200の略図である。テーブル3200は、属性およびインスタンスを関連付けるので
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、テーブル3200は、インスタンス/属性コレクション2710(図27)として使用することもで
きる。テーブル3200は、電子文書のコレクション、例えば電子文書コレクション102から
引き出された情報に基づいて生成されうる。テーブル3200は、例えば、クローリングプロ
セスの実行中に生成され、例えば、その後使用するためデータセンター208内に格納され
うる。
【０２８０】
　テーブル3200は、レコード3202、3204、3206、3208、3210、3212、3214のコレクション
を含み、それぞれのレコードはインスタンスの識別子を文書のロケーションの記述、それ
らの文書内の識別されたインスタンスを特徴付ける属性、およびそれらの文書内のそれら
の属性を特徴付ける値に関連付ける。レコード3202、3204、3206、3208、3210、3212、32
14内の情報は、列3215、3220、3225、3230、3235、3240のコレクション内に編成されうる
。特に、列3215は、インスタンス識別子を含むことができる。列3220は、列3215で識別さ
れているインスタンスを含む電子文書のロケーションの記述を含むことができる。列3225
、3235は、列3220内にロケーションが記述されている文書内の列3215で識別されるインス
タンスを特徴付ける属性を識別することができる。列3230、3240は、列3225、3235で示さ
れている属性を特徴付ける値を含むことができる。
【０２８１】
　示されている例では、それぞれのレコード3202、3204、3206、3208、3210、3212、3214
は異なるインスタンスに関係する(例えば、INSTANCE_10からINSTANCE_N)。これらのイン
スタンスのそれぞれが、属性識別子ATTR_3、ATTR_6によって少なくとも1つの文書内で特
徴付けられる。そのようなものとして、インスタンス提案がINSTANCE_10からINSTANCE_N
を特徴付けるために使用できる属性のみに基づいて構成された場合、すべてのINSTANCE_1
0からINSTANCE_Nをユーザーに対して提案することができたことになる。
【０２８２】
　多くの状況において、これは受け入れられない。例えば、世界中のすべての専門学校ま
たは大学の同じ属性の多く(例えば、学生数、学生/教師の比率、所在地など)がインター
ネット上で利用可能な何らかの電子文書において特徴付けられる可能性がある。しかし、
すべての専門学校または大学を含む提案のリストは、通う学校を探している学生にとって
は役立たない。
【０２８３】
　したがって、プロセス3100(図31)について上で説明されているように、関連するインス
タンスは、事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されているインスタンス
の属性値を他のインスタンスの属性値と比較することによって識別されうる。例えば、構
造化プレゼンテーション内の指定されたインスタンスが、単位「unit_a」の値「VAL_3」
でインスタンスの属性「ATTR_3」を、単位「unit_c」の値「VAL_6」でインスタンスの属
性「ATTR_6」を特徴付ける場合、検索エンジン202などのシステムは、共通の値(単位は異
なるとしても)に基づいてレコード3202、3206で識別されたインスタンス(つまり、「INST
ANCE_10」および「INSTANCE_12」)がユーザーに提案されうると識別することができる。
そこで、システムは、セル3245、3250、および3255、3260内の値を共通測定単位に変換し
、それらの値を比較してそれらの値が類似しているかどうかを判定することができる。こ
うして、それらの値を表す単位が異なっていても、同様のインスタンスを選択することが
できる。
【０２８４】
　さらに、レコード3208で識別されたインスタンス(つまり、INSTANCE_13)は、属性「ATT
R_3」の共通の値を構造化プレゼンテーション内の指定されたインスタンスと共有するけ
れども、レコード3208で示されたインスタンスは、ユーザーに対して提案されなくてもよ
い。特に、このインスタンスの属性「ATTR_6」を特徴付ける値は、値「VAL_8」であり、
これは構造化プレゼンテーション内の指定されたインスタンスのこの属性を特徴付ける値
と異なる。この相違に基づいて、レコード3208で識別されたインスタンスを提案されるイ
ンスタンスのリストから除外することができる。
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【０２８５】
　インスタンスを提案されるインスタンスのリストに入れ、また除外するために異なる基
準を使用することができる。例えば、類似していなければならない属性値の個数は異なっ
ていてもよい。他の例として、いくつかの実装では、ユーザーは、提案されるインスタン
スのリストを構成する際に考慮される属性値の個数および/または性質を指定することが
できる。さらに他の例では、インスタンスの順位付けを、それらの属性値と事前に存在し
ている構造化プレゼンテーション内の1つまたは複数の指定されたインスタンスの属性値
との間の対応関係に基づいて実行できる。さらに他の例として、ある範囲の値を、構造化
プレゼンテーションで指定されている1つまたは複数のインスタンスの属性を特徴付ける
値に基づいて決定することができ、またこの範囲を使用して、提案されるインスタンスの
リストに入れる関連するインスタンスを識別することができる。
【０２８６】
　図9～20および関連する本文で説明されているように、いくつかの実装では、システム
は、値が適切である確率を反映する基準に基づいて異なる値のコレクションのうちから値
を選択することができる。このようなものの例として、ユーザー指定範囲、特定の値を持
つ属性を特徴付ける文書の数、および/または特定の値を持つ属性を特徴付ける文書の品
質が挙げられる。
【０２８７】
　図33は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規イ
ンスタンス提案2115のコレクションを構成するためのプロセス3300の流れ図である。プロ
セス3300は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行する1つ
または複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行されうる
。プロセス3300は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス
3300は、プロセス2700(図27)で実行されうる。他の例として、プロセス3300は、プロセス
2200(図22)におけるステップ2210で、単独で、またはプロセス2300、2500、2900、3000、
3100(図23、25、29、30、31)のうちの1つまたは複数と連携して実行されうる。いくつか
の実装では、プロセス3300は、入力を(例えば、システム200のユーザーから、または他の
システムもしくはプロセスから)受け取ったことに応答して実行されうる。例えば、プロ
セス3300は、検索文字列を受け取ったことに応答して検索エンジン202によって実行され
うる。
【０２８８】
　プロセス3300を実行するシステムは、インスタンスおよび属性のカテゴリ化されたコレ
クションにアクセスすることができる(ステップ3305)。例えば、システムは、前の検索時
に生成されたインスタンスおよび属性の1つまたは複数のカテゴリ化されたコレクション
にアクセスするために、インスタンスおよび属性コレクション2710にアクセスすることが
できる。
【０２８９】
　プロセス3300を実行するシステムは、指定されたインスタンスを含むカテゴリを識別す
ることができる(ステップ3310)。いくつかの実装では、システムは、類似の属性、類似の
属性値、これらの特性の組み合わせ、および/または他の技術に基づくインスタンスを含
むカテゴリを識別することができる。
【０２９０】
　プロセス3300を実行するシステムは、識別されたカテゴリから1つまたは複数のインス
タンス提案を選択することができる(ステップ3315)。例えば、いくつかの実装では、イン
スタンス提案を識別されたカテゴリから、指定されたインスタンスの属性値とそのカテゴ
リ内のインスタンスの属性値との間の類似度に基づいて選択することができる。
【０２９１】
　図34は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からのインスタンス提案の構成を表す表現3400である。特に、表現34
00は、プロセス3300(図33)の一実装を使用するインスタンス提案の構成を示している。
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【０２９２】
　図示されているように、事前に存在している構造化プレゼンテーションでは、インスタ
ンス2405のコレクションを指定する(つまり、インスタンス「Philadelphia」および「Chi
cago」)。さらに、電子文書コレクション(例えば、コレクション102)内の異なる文書から
引き出されたインスタンスは、異なるコレクション3410、3415、3420にすでにカテゴリ化
されている。カテゴリ化されたインスタンスコレクション3410、3415、3420は、例えば中
に出現する同じインスタンス識別子「Philadelphia」および「Chicago」に基づいて指定
されたインスタンス2405に関連するものとして識別されうる。
【０２９３】
　図示されているように、カテゴリ化されたインスタンスコレクション3410、3415、3420
は、さまざまな異なる方法でカテゴリ化されている。特に、カテゴリ化されたインスタン
スコレクション3410は、「North American Cities」のコレクションとしてカテゴリ化さ
れている。カテゴリ化されたインスタンスコレクション3415は、「National League East
 Teams」のコレクションとしてカテゴリ化されている。カテゴリ化されたインスタンスコ
レクション3420は、「Popular Movies」のコレクションとしてカテゴリ化されている。シ
ステム200の背景状況において、カテゴリ化されたインスタンスコレクション3410、3415
、3420は、データセンター208(図2)に格納することができる。つまり、システム200は、
すでに受け取っている検索文字列に基づいてインスタンスの1つまたは複数のカテゴリを
生成することができる。したがって、検索エンジン202が、検索文字列に基づいて検索を
実行した後、検索エンジン202は、結果をカテゴリ化し、それらをデータセンター208内に
格納することができる。その後の検索時に、これらのカテゴリ化された結果にアクセスし
、分析して、インスタンス提案を生成することができる。
【０２９４】
　事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されているインスタンスを含むカ
テゴリ化されたインスタンスコレクションは、例えば、指定されたインスタンスを特徴付
ける属性と異なるカテゴリに含まれるインスタンスを特徴付ける属性との間の類似度に基
づいて識別されうる。例えば、属性「year」および「rating」の一般的な使用では、事前
に存在している構造化プレゼンテーションおよびカテゴリ化されたインスタンスコレクシ
ョン3420を使用して、カテゴリ化されたインスタンスコレクション3420がインスタンス24
05を含むものとして識別することができる。
【０２９５】
　いくつかの実装では、カテゴリ化されたインスタンスコレクション内のインスタンスの
サブセットは、カテゴリに含まれるインスタンスを特徴付ける値に基づいてインスタンス
提案として選択されうる。例えば、インスタンス「Star Wars」は、「Philadelphia」お
よび「Chicago」の「rating」属性を特徴付ける値に類似している「Star Wars」の「rati
ng」属性を特徴付ける値に基づいてインスタンス提案のリスト上に含めることができる。
他の例として、インスタンス「Peter Pan」は、「Philadelphia」および「Chicago」の「
rating」属性を特徴付ける値と異なる「Peter Pan」の「rating」属性を特徴付ける値に
基づいてインスタンス提案のリスト上で除外することができる。
【０２９６】
　図35は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規イ
ンスタンス提案2115のコレクションを構成するために使用されうるプロセスのコレクショ
ン3500の略図である。
【０２９７】
　コレクション3500内のプロセスは、潜在的インスタンス3505の大きなコレクションに連
続的に適用され、インスタンス提案のより小さなコレクション3510を生成するフィルター
とみなすことができる。プロセスコレクション3500は、カテゴリフィルター3515、関係す
る属性フィルター3520、および関係する値フィルター3525を備える。カテゴリフィルター
3515は、例えば、プロセス3300(図33)のいくつかの態様を含むことができる。関係する属
性フィルター3520は、例えば、プロセス2300(図23)の態様、プロセス2500(図25)、プロセ
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ス2900(図29)、および/またはプロセス3000(図30)の態様を含むことができる。関係する
値フィルター3525は、例えば、プロセス2300(図23)の態様、プロセス2500(図25)、プロセ
ス3100(図31)の態様、および/またはプロセス3300(図33)の態様を含むことができる。そ
れぞれのフィルターは、ユーザーに提示されるか、または構造化プレゼンテーションに直
接追加されうるインスタンス提案コレクション3510から潜在的インスタンス3505を除外す
ることができる。
【０２９８】
　フィルター3515、3520、3525は、任意の順序で適用できる。しかし、一般に、フィルタ
ー3515、3520、3525は、粒度の順序で適用される。特に、潜在的インスタンスの数を最大
量減らすフィルター3515、3520、3525が最初に適用され、潜在的インスタンスの数を最小
量減らすフィルター3515、3520、3525が最後に適用される。
【０２９９】
　いくつかの実装では、フィルター3515、3520、3525のうちのどれかをコレクション3500
から省き、および/または追加のフィルターをコレクション3500に追加することができる
。例えば、ユーザーによって供給される入力に従って潜在的インスタンス3505をフィルタ
ー処理することができるユーザー指定フィルターをコレクション3500に追加することがで
きる。
【０３００】
　図36は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規イ
ンスタンス提案2115のコレクションを構成するためのプロセス3600の流れ図である。プロ
セス3600は、1つまたは複数の機械可読命令セットによってオペレーションを実行する1つ
または複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行されうる
。プロセス3600は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス
3600は、プロセスコレクション3500におけるプロセスの1つまたは複数と連携して反復実
行されうる。いくつかの実装では、プロセス3600は検索文字列を受け取ったことに応答し
て実行されうる。
【０３０１】
　プロセス3600を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーション10
6で指定されたインスタンスと文書コレクションから引き出されたインスタンスとの間の
初期マッチングを行うことができる(ステップ3605)。初期マッチングは、プロセスコレク
ション3500内のフィルター処理プロセスのうちの1つまたは複数に基づくことができる。
【０３０２】
　プロセス3600を実行するシステムは、マッチングの数が大きすぎるか、小さすぎるか、
または適切であるかを判定することができる(ステップ3610)。マッチングの数が少なすぎ
る場合、システムは、指定されたインスタンスの名前を広げることができる(ステップ361
5)。例えば、プロセス3600を実行するシステムは、プロセスコレクション3500内のプロセ
スのうちの1つまたは複数で指定されているインスタンスについて代替スペリング、略語
、同義語、代替名、ニックネーム、および/または他のキーワードを使用することができ
る。
【０３０３】
　プロセス3600を実行するシステムは、関係する値フィルター処理3525(図35)で使用され
る属性値の1つまたは複数の範囲を広げることもできる(ステップ3618)。この範囲は、ユ
ーザーから受け取った入力に基づいて、または自動的に、ユーザー入力なしで広げること
ができる。例えば、いくつかの実装では、システムは、例えば、特定の割合のインスタン
スまたは所定の数のインスタンスを含むように、インスタンスの選択されたグループに対
する属性値の分布に基づいて範囲を広げることができる。
【０３０４】
　プロセス3600を実行するシステムは、関係する属性フィルター処理3520(図35)で使用さ
れる属性および/またはインスタンスの数を減らすこともできる(ステップ3620)。属性お
よび/またはインスタンスの数は、例えば、特定の属性および/またはインスタンスによっ
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て除外される潜在的インスタンスの数に基づいて減らすことができる。例えば、潜在的イ
ンスタンスを特徴付けるために特定の属性を使用するという要求条件により、潜在的イン
スタンスのすべてが除外される場合、この属性は、関係する属性フィルター処理から省く
ことができる。除去すべき属性および/またはインスタンスは、例えば、自動的に、ユー
ザー入力なしで、またはユーザーから受け取った入力に基づいて決定されうる。
【０３０５】
　ここでもまた、システムは、事前に存在している構造化プレゼンテーション106で指定
されたインスタンスと文書コレクションから引き出されたインスタンスとの間のマッチン
グを行おうとすることができるが、このときには、変更されたパラメータを使用する(ス
テップ3622)。このマッチングは、プロセスコレクション3500内のフィルター処理プロセ
スのうちの1つまたは複数を使用して行うこともできる。
【０３０６】
　マッチングの数が多すぎると判定された場合(ステップ3610)、プロセス3600を実行する
システムは、関係する値フィルター処理3525(図35)で使用される属性値の1つまたは複数
の範囲を狭めることができる(ステップ3625)。この範囲は、ユーザーから受け取った入力
に基づいて、または自動的に、ユーザー入力なしで狭めることができる。例えば、いくつ
かの実装では、システムは、例えば、特定の割合のインスタンスまたは所定の数のインス
タンスを除外するように、インスタンスの選択されたグループに対する属性値の分布に基
づいて範囲を狭めることができる。
【０３０７】
　プロセス3600を実行するシステムは、関係する属性フィルター3520(図35)で使用される
属性および/またはインスタンスの数を増やすこともできる(ステップ3628)。属性および/
またはインスタンスの数は、例えば、特定の属性および/またはインスタンスによって除
外される潜在的インスタンスの数に基づいて増やすことができる。追加すべき属性および
/またはインスタンスは、例えば、自動的に、ユーザー入力なしで、またはユーザーから
受け取った入力に基づいて決定されうる。
【０３０８】
　プロセス3600を実行するシステムは、変更されたパラメータに基づいてマッチングを選
別することができる(ステップ3630)。特に、属性および/またはインスタンスの狭められ
た範囲および/または増やした数を関係する値フィルター処理3525(図35)で使用すること
ができる。
【０３０９】
　マッチングの数が受け入れられると判定された場合(ステップ3610)、プロセス3600を実
行するシステムは、マッチしたインスタンスをユーザーに提案することができる(ステッ
プ3635)。例えば、プロセス3600を実行するシステムは、ディスプレイ画面、例えば、デ
ィスプレイ画面104上のGUIで1つまたは複数のインスタンス提案を提示することができる
。
【０３１０】
　図37は、事前に存在している構造化プレゼンテーションを拡張するために新規属性を追
加することができるプロセス3700の略図である。プロセス3700は、1つまたは複数の機械
可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコン
ピュータを備えるシステム、例えば、システム200(図2)によって実行されうる。
【０３１１】
　プロセス3700は、電子文書コレクション102内の文書から引き出された情報に基づいて
新規属性を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加する抽出オペレーション
3705とマージオペレーション3710とを含む。特に、プロセス3700は、事前に存在している
構造化プレゼンテーション106で提示される情報に基づき1つまたは複数の新規属性を提案
する。例えば、構造化プレゼンテーションがいくつかの動画に対応する多数のインスタン
スを含む場合、システム200は、電子文書コレクションから引き出された情報に従って追
加の動画属性を提案することができる。つまり、システム200は、インスタンス識別子の
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類似度、インスタンスのカテゴリ、属性の値、またはこれらの組み合わせに従って追加の
属性を識別し、提案することができる。
【０３１２】
　図37に示されているように、抽出オペレーション3705では、事前に存在している構造化
プレゼンテーション106の特性を使用して、電子文書コレクション102から新規属性提案の
コレクションを抽出する。特性の例として、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ン内のインスタンス、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンスの
カテゴリ、および事前に存在している構造化プレゼンテーション内の属性の値が挙げられ
る。事前に存在している構造化プレゼンテーション106の特性は、機械可読情報のコレク
ションとして表すことができ、これを1つまたは複数の機械可読命令セットを実行するこ
とによってオペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュータが受け取ることがで
きる。例えば、検索エンジン202(図2)が、事前に存在している構造化プレゼンテーション
106の特性を受け取ることができる。
【０３１３】
　抽出オペレーション3705において、電子文書コレクション102内の文書のコンテンツお
よび事前に存在している構造化プレゼンテーション106の特性に基づいて、1つまたは複数
の新規属性提案を構成することができる。以下でさらに説明されるように、新規属性提案
を構成するためのさまざまな異なる技術が使用されうる。
【０３１４】
　マージオペレーション3710で新規属性提案の一部または全部を事前に存在している構造
化プレゼンテーション106にマージして、拡張構造化プレゼンテーション106を形成するこ
とができる。閲覧者に対して、例えば、ディスプレイ画面104などのディスプレイデバイ
スに拡張構造化プレゼンテーションを表示することができる。
【０３１５】
　抽出オペレーション3705で構成されたすべての新規属性提案は、事前に存在している構
造化プレゼンテーション106とマージされ、閲覧者向けに表示される必要はない。例えば
、いくつかの実装では、新規属性提案のコレクションを、閲覧者が追加される1つまたは
複数の属性を選択することを可能にするインタラクティブ要素とともに閲覧者に対して提
示することができる。しかし、他の実装では、新規属性提案は、ユーザーインタラクショ
ンなしで、また表示する前の新規属性提案の選別なしで、自動的に追加することができる
。マージャーに関するさらなる詳細は、例えば、図9～20および関連する本文にある。
【０３１６】
　図38は、電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいて属性を構造化プレゼン
テーションに追加するための例示的なプロセス3800の流れ図である。プロセス3800は、1
つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行する1
つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセス3800は
、システム200内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０３１７】
　いくつかの実装では、プロセス3800は、例えば、ユーザーまたは構造化プレゼンテーシ
ョン106の更新をトリガーする他のシステムもしくはプロセスから入力を受け取ったこと
に応答して実行されうる。例えば、プロセス3800は、1つまたは複数の新規属性を構造化
プレゼンテーション106に追加するユーザー要求への応答として実行されうる。他の例と
して、プロセス3800は、検索クエリを受け取ったことに対する応答として、検索エンジン
、例えば、検索エンジン202(図2)によって実行されうる。
【０３１８】
　プロセス3800を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションの
1つまたは複数の特性を受け取ることができる(ステップ3805)。例えば、システムは、事
前に存在している構造化プレゼンテーション内に出現する1つまたは複数のインスタンス
識別子を受け取ることができる。他の例として、システムは、事前に存在している構造化
プレゼンテーションで識別されたインスタンスを含むカテゴリの記述を受け取ることがで
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きる。
【０３１９】
　プロセス3800を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションの
1つまたは複数の特性に基づいて電子文書コレクション内の文書から1つまたは複数の属性
提案を構成することができる(ステップ3810)。属性提案は、多数の異なる方法でこれらの
特性に基づき構成することができる。例えば、一実装では、システムは、事前に存在して
いる構造化プレゼンテーションから引き出されたインスタンス識別子を使用して検索クエ
リを構築することによって電子文書コレクション102内の文書から属性提案を構成するこ
とができる。これらの検索クエリを使用し、文字列比較結果または他のマッチング技術を
使用して同じまたは類似のインスタンスを特徴付けることができる属性を識別することが
できる。他のアプローチの例について以下でさらに説明する。
【０３２０】
　プロセス3800を実行するシステムは、1つまたは複数の属性提案をユーザーに提供する
ことができる(ステップ3815)。例えば、属性提案のリストを、事前に存在している構造化
プレゼンテーションを表示する同じディスプレイ画面上にユーザー向けに表示することが
できる。
【０３２１】
　プロセス3800を実行するシステムは、1つまたは複数の属性提案のユーザー選択を受け
取ることができる(ステップ3820)。例えば、ユーザーインターフェイスコンポーネントが
ユーザーとやり取りして、1つまたは複数の属性提案を選択する1つまたは複数のユーザー
入力(例えば、マウスのクリック、キーの押下、または他のユーザー入力)を受け取ること
ができる。
【０３２２】
　プロセス3800を実行するシステムは、選択された属性提案を構造化プレゼンテーション
に追加することができる(ステップ3825)。特に、選択された属性提案は、構造化プレゼン
テーション内の既存の構造化レコードを拡張するために使用することができる。例えば、
構造化プレゼンテーションが、テーブル300(図3)などのテーブルである場合、システムは
新規列304を追加することができる。他の例として、構造化プレゼンテーションが、カー
ドのコレクション500(図5)などのカードのコレクションである場合、システムは新規属性
識別子308をカード502に追加することができる。
【０３２３】
　図39は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書から属性提案を構成するための例示的なプロセス3900の流れ図であ
る。プロセス3900は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセ
ス3900は、プロセス3800(図38)におけるステップ3810で実行されうる。
【０３２４】
　プロセス3900は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレ
ーションを実行する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例
えば、プロセス3900は、システム200(図2)内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０３２５】
　プロセス3900を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンスに関係する構造化コンポーネントを含む1つまたは複
数の文書を識別することができる(ステップ3905)。構造化コンポーネントは、構造化され
ている電子文書のいくつかの部分または領域である。構造化コンポーネントの例としては
、テーブル、リスト、レコード、属性-値の対のコレクション、および同様のものが挙げ
られる、こうして、構造化コンポーネントは、構造化プレゼンテーションとほぼ同様にし
、定義済みの構造と一致するように属性値およびインスタンス識別子を編成することがで
きる。
【０３２６】
　構造化コンポーネントを含む電子文書の全体が構造化されている必要はない。例えば、
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電子文書は、非構造化テキストの2つの段落の間にテーブルが挟まれていてもよい。さら
に、異なる文書内の構造化コンポーネントが、同じフォーマットを有する、または所定の
、もしくは永続的な構造に従っている必要はない。実際、1つの構造化コンポーネント内
の情報の編成は、一般的には、他の文書内に出現する構造化コンポーネント内の情報の編
成とは無関係に変更されうる。例えば、1人の人の履歴書中の学校の構造化されたリスト
が卒業年を削除するように変更される場合、他の履歴書中の学校の他の構造化されたリス
トも同様に変更されることを保証する必要はない。
【０３２７】
　プロセス3900を実行するシステムは、さまざまな方法で構造化コンポーネントを含む文
書を識別することができる。例えば、テーブルおよび他の構造化コンポーネントは、文書
それ自体の中に見つかる、HTMLタグなどのメタデータラベルを使用して識別されうる。他
の例として、構造化コンポーネントは、文書内の反復要素(例えば、一連のコンマまたは
タブ区切り記号)を識別することによって識別されうる。
【０３２８】
　構造化コンポーネントは、それらが指定されたインスタンスに関連する情報を含む場合
に事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されたインスタンスに関係する。
例えば、1つまたは複数の属性値を持つ指定されたインスタンスのうちの1つまたは複数の
インスタンスを特徴付ける構造化コンポーネントは、事前に存在している構造化プレゼン
テーション内で指定されたインスタンスに関連するものとして考えることができる。他の
例として、事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されたインスタンスとは
異なるインスタンスの同じ属性のうちの1つまたは複数の属性を特徴付ける構造化コンポ
ーネントは、指定されたインスタンスに関連するものとして考えることができる。多くの
実装において、インスタンスおよび/または属性識別子は同じである必要はない。むしろ
、概念的に関係するインスタンスおよび属性は、構造化コンポーネントを含む文書を識別
するために使用されうる。
【０３２９】
　したがって、いくつかの実装では、プロセス3900を実行するシステムは、事前に存在し
ている構造化プレゼンテーション内に見つかるような同じもしくは関係するインスタンス
識別子および/または事前に存在している構造化プレゼンテーション内に見つかるような
同じもしくは関係する属性識別子を含む文書を識別することによって事前に存在している
構造化プレゼンテーションにおいて指定されているインスタンスに関係する構造化コンポ
ーネントを含む1つまたは複数の文書を識別することができる。
【０３３０】
　プロセス3900を実行するシステムは、構造化コンポーネントから1つまたは複数の属性
提案を選択することができる(ステップ3910)。この選択プロセスでは、ユーザーに対して
提案される属性を選別して個数を減らすことができる。属性提案の選択は、さまざまな方
法で実行できる。例えば、システムは、以下でさらに説明するように、構造化コンポーネ
ント内のインスタンスおよび/または構造化コンポーネント内のインスタンスの属性の値
のカテゴリに基づいて属性提案を選択することができる。
【０３３１】
　図40は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からの属性提案の構成を表す表現4000である。特に、表現4000は、プ
ロセス3900(図39)の一実装を使用する属性提案の構成を示している。
【０３３２】
　図示されているように、事前に存在している構造化プレゼンテーションでは、インスタ
ンス4005のコレクションを指定する(つまり、インスタンス「Philadelphia」および「Chi
cago」)。さらに、電子文書コレクション(例えば、コレクション102)内の異なる文書は、
異なる構造化コンポーネント4010、4015、4020を含む。構造化コンポーネント4010、4015
、4020は、例えば中に出現する同じインスタンス識別子「Philadelphia」および「Chicag
o」に基づいて指定されたインスタンス4005に関連するものとして識別されうる。
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【０３３３】
　図示されているように、構造化コンポーネント4010、4015、4020は、異なる背景状況に
基づくさまざまな異なる潜在的属性提案を含む。特に、構造化コンポーネント4010の背景
状況では、インスタンス「Philadelphia」および「Chicago」は、さまざまな市の特徴を
表す表形式コンポーネントの一部である。構造化コンポーネント4015の背景状況では、イ
ンスタンス「Philadelphia」および「Chicago」は、1970年代のある時期のナショナルリ
ーグ東地区の順位表の一部を表す構造化コンポーネントの一部である。構造化コンポーネ
ント4020の背景状況では、インスタンス「Philadelphia」および「Chicago」は、さまざ
まな動画の特徴を表す表形式コンポーネントの一部である。
【０３３４】
　構造化コンポーネント4010、4015、4020内に見つかるさまざまな属性すべてをユーザー
に対して提案する代わりに、それらのインスタンスを特徴付けるために使用される属性に
基づいてコンポーネント4010、4015、4020から属性選択を選択することができる。特に、
図示されているように、事前に存在している構造化プレゼンテーション106は、属性「yea
r」、「rating」、および「box office receipts」の値を使用してインスタンス「Philad
elphia」および「Chicago」を特徴付ける。構造化コンポーネント4010は、属性「populat
ion」および「area」の値を使用してインスタンス「Philadelphia」および「Chicago」を
特徴付ける。構造化コンポーネント4015は、属性「wins」、「losses」、および「GB」(
つまり、ゲーム差)の値を使用してインスタンス「Philadelphia」および「Chicago」を特
徴付ける。構造化コンポーネント4020は、属性「year」、「runtime」、および「rating
」の値を使用してインスタンス「Philadelphia」および「Chicago」を特徴付ける。
【０３３５】
　システムは、これらの特徴付けられた属性に基づいて構造化コンポーネント4010、4015
、4020内の属性から選択することができる。例えば、システムは、事前に存在している構
造化プレゼンテーション106における属性識別子「year」および「rating」と構造化コン
ポーネント4020における属性識別子「year」および「rating」との間の対応関係を識別し
て、属性「director」および「runtime」を事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ン106に追加する提案として選択することができる。
【０３３６】
　図21～36および関連する本文において説明されているように、いくつかの実装では、シ
ステムは、追加のインスタンス識別子を提案もしくは追加することもできる。例えば、構
造化コンポーネント4020は、インスタンス識別子「Peter Pan」および「Star Wars」を含
む。したがって、このようなシステムは、これらのインスタンス識別子を構造化プレゼン
テーションに含むように提案することができる。
【０３３７】
　いくつかの実装では、構造化コンポーネント4010、4015から引き出された属性が特定の
構成で提案されていない場合であっても、そのような属性は、将来の情報要求の際に使用
できるように格納することができる。例えば、構造化コンポーネント4010で表されている
市が、属性提案として選択されていないとしても、それらの市は、各属性識別子(例えば
、「population」および「area」)およびデータコレクション(例えば、データセンター20
8など)内の属性値とともに格納することができる。その後にユーザーが1つまたは複数の
市に関する情報を要求した場合、そのようなシステムは、この格納されている情報にアク
セスして、追加の情報をユーザーに提供することができる。
【０３３８】
　図41は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいて電子文書コレ
クション内の電子文書から属性提案を構成するための例示的なプロセス4100の流れ図であ
る。プロセス4100は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセ
ス4100は、プロセス3800(図38)におけるステップ3810で実行されうる。
【０３３９】
　プロセス4100は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレ
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ーションを実行する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例
えば、プロセス4100は、システム200(図2)内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０３４０】
　プロセス4100を実行するシステムは、1つまたは複数の指定されたインスタンスに関連
する1つまたは複数の文書を識別することができる(ステップ4105)。例えば、プロセス410
0を実行するシステムは、文字列比較を使用することで、指定されたインスタンスおよび
その属性および/または値のうちの1つまたは複数と電子文書コレクション102などの電子
文書コレクション内の文書とのマッチングを行うことができる。他の例では、プロセス41
00を実行するシステムは、格納されている情報(例えば、データセンター208内の情報)に
アクセスして、指定されたインスタンスに関連する電子文書を識別することができる。
【０３４１】
　プロセス4100を実行するシステムは、識別された文書のうちの1つまたは複数の文書の
テンプレートを抽出することができる(ステップ4110)。文書テンプレートは、電子文書コ
レクション内の文書のサブコレクション内の個別の文書のコンテンツの配列に対するパタ
ーンとして使用される。サブコレクション内の文書は、一般的に、単一のソース、例えば
、単一の企業に由来するものである。例えば、書籍販売店は、単一の文書テンプレートを
、異なる書籍を記述したコンテンツの配列に対するパターンとして使用することができる
。他の例では、家具小売店は、単一の文書テンプレートを、異なるソファのパンフレット
のコンテンツの配列に対するパターンとして使用することができる。例えば、ソファ用の
電子パンフレットのテンプレートにより、ソファのブランド名、ソファの写真、ソファが
示されている色をユーザーが選択することを可能にするインタラクティブ要素、テキスト
形式のソファの説明、ならびにソファの寸法、入手状況、および価格を特徴付けるテーブ
ルの配列をパンフレット上に指定することができる。こうして、文書テンプレートは、構
造化プレゼンテーションとほぼ同様にし、定義済みの構造と一致するようにインスタンス
に関する情報を編成することができる。
【０３４２】
　一般に、文書テンプレートは、電子文書のコンテンツ全体に対するパターンとして使用
することができ、上述のように、文書内の構造化コンポーネントの配列を指定することさ
えできる。しかし、文書テンプレートでは非構造化電子文書コレクション内の文書のサブ
コレクションのコンテンツの配列を指定するだけなので、電子文書コレクションそれ自体
は非構造化のままである。例えば、AMAZON.COMでは1つのテンプレートをAMAZON.COMが販
売するすべての書籍の説明の配列に対するパターンとして使用する場合であっても、BARN
ESANDNOBLE.COMおよび他の書籍販売店は、その同じテンプレートを書籍店が販売する書籍
の説明の配列に対するパターンとして必ずしも使用しない。
【０３４３】
　さらに、文書テンプレートは、その変更を必ずしも電子文書のコレクション全体、さら
にはサブコレクションに伝搬させなくても変更できる。
【０３４４】
　図42は、動画(つまり、動画「Philadelphia」)を記述するためのパターンとして使用さ
れるハイパーテキストマークアップ言語(HTML)のテンプレート4200の一部を表す図である
。テンプレート部分4200のハイパーテキストマークアップ言語(HTML)コードは、機械可読
かつ人間可読である。例えば、ブラウザでテンプレート部分4200のHTMLコードを使用して
、ウェブページを生成することができる。
【０３４５】
　示されている例では、テンプレート部分4200は、2つのサブセクション4205、4210に分
割される。サブセクション4205は、動画「Philadelphia」を識別するテキストの配列に対
するパターンとして使用される。サブセクション4210は、さまざまな属性識別子およびそ
の値の配列に対するパターンとして使用される。一般に、異なる動画を記述するために電
子文書内の文書の特定のサブコレクションにおいて、サブセクション4205、4210内のパタ
ーンを何回も繰り返す。
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【０３４６】
　HTMLパーサーを使用して、テンプレート部分4200から出力書式を抽出することができ、
したがって、出力書式を使用して、同じテンプレートを有する文書を識別することができ
る。例えば、HTMLタグ<title>、<div>、他のHTMLタグ、および互いに相対的な位置は、HT
MLパーサーによって識別されうる。このようなHTMLパーサーは、HTMLタグ<title>がHTML
タグ<div>の前に出現するものとして判定することができる。したがって、HTMLパーサー
は、テンプレートに従って配列されているコンテンツからのテンプレート部分4200から出
力書式を抽出することができる。
【０３４７】
　再び図41を参照すると、テンプレートを抽出した後に、プロセス4100を実行するシステ
ムは、テンプレートを使用して1つまたは複数の新規属性を識別することができる(ステッ
プ4115)。例えば、システムは、そのテンプレート内の事前に存在している構造化表示か
ら引き出された属性の配列を識別することができる。この配列は、他の属性を推論するた
めに使用できる。システム4100を実行するシステムは、そのテンプレートを使用して識別
される属性から1つまたは複数の属性提案を構成することもできる(ステップ4120)。した
がって、これらのテンプレートそれ自体を使用して、属性提案を構成することができる。
例えば、テンプレート部分4200(図42)内のHTMLタグは、映画に題名が付けられていること
を識別する。
【０３４８】
　「Philadelphia (1993)」は、属性「Director」、「Writer」、および「Release Date
」によって特徴付けられる。これらの属性のどれかを使用して、1つまたは複数の属性提
案を構成することができる。
【０３４９】
　さらに、いくつかの実装では、文書テンプレート内の追加のコンテンツは、属性提案を
構成する際に使用することができる。例えば、属性の値は、属性提案を構成する際に使用
することができる。例えば、属性「year」の値が、例えば、1976である場合、属性「star
t time」は、映画を特徴付けるために属性提案のコレクションから除外されうる。
【０３５０】
　図43は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規属
性提案3715のコレクションを構成することができるプロセス4300の略図である。プロセス
4300は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを
実行する1つまたは複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって
実行されうる。
【０３５１】
　プロセス4300は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づき
インスタンス/属性コレクション4310に対し抽出オペレーション4305を実行する。インス
タンス/属性コレクション4310は、インスタンスをその属性に、またいくつかの実装では
、それらの属性の値にも関連付ける情報のコレクションである。コレクション4310内の情
報は、トリガーを受け取ったことに対する応答として(例えば、検索クエリ)、またはトリ
ガーを受け取ることを予想して、例えば、電子文書コレクション102のインデックスを作
成するプロセスの一部として、電子文書コレクション102内の文書から抽出されうる。い
くつかの実装では、コレクション4310内の情報は、現在のユーザーまたは他のユーザーに
対して提示された前の構造化プレゼンテーションのコンテンツを含むことができる。一般
に、属性提案は、ステップ3815、3820、3825(図38)において説明されているような、構造
化プレゼンテーションに追加される属性提案を選択するユーザーに提供される。
【０３５２】
　インスタンスとその属性の間の関連付けは、コレクション4310内の情報記憶域を構造化
することによってコレクション4310内で確立されうる。図44は、コレクション4310内の属
性およびインスタンスを関連付けるテーブル4400の略図である。テーブル4400は、レコー
ド4402、4404、4406、4408、4410、4412、4414のコレクションを含み、それぞれのレコー
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ドはインスタンスの識別子を文書のロケーションの記述およびそれらの文書内の識別され
たインスタンスを特徴付ける属性に関連付ける。レコード4402、4404、4406、4408、4410
、4412、4414内の情報は、列4415、4420、4425、4430、4435、4440のコレクション内に編
成されうる。特に、列4415は、インスタンス識別子を含むことができる。列4420は、列44
15で識別されているインスタンスを含む電子文書のロケーションの記述を含むことができ
る。列4425、4430、4435、4440は、列4420内にロケーションが記述されている文書内の列
4415で識別されるインスタンスを特徴付ける属性を識別することができる。
【０３５３】
　図示されているように、異なる電子文書は、同じインスタンスを特徴付ける異なるカテ
ゴリおよび量の情報を含むことができる。例えば、ロケーションがレコード4404の列4420
で識別される文書は、インスタンス「INSTANCE_2」の2つの属性を含むが、ロケーション
がレコード4410の列4420で識別される文書は、インスタンス「INSTANCE_2」の3つの属性
を含む。さらに、レコード4404内の属性(つまり、属性「ATTR_5」および属性「ATTR_6」)
は、レコード4410内の属性(つまり、属性「ATTR_5」、属性「ATTR_8」、および属性「ATT
R_9」)と一部異なる。
【０３５４】
　属性およびインスタンスを関連付けるデータコレクション4310(テーブル4400など)は、
いくつもの異なる方法で形成されうる。例えば、内部的な構造化コンポーネントを含む文
書が識別されうる。このような内部的な構造化コンポーネントの例として、HTML文書中に
出現するテーブルおよびリストが挙げられる。これらの内部的な構造化コンポーネント内
の属性とインスタンスとの間の関係をコピーしてデータコレクション4310を形成すること
ができる。
【０３５５】
　他の例として、コレクション4310は、現在のユーザーまたは他のユーザーに対して提示
された前の構造化プレゼンテーションのコンテンツから形成することができる。
【０３５６】
　さらに他の例として、第1の文書が属性およびインスタンスを含むものとして識別され
た後、その文書のテンプレートを使用して、同じテンプレートを含む他の文書から属性お
よびインスタンスを抽出することができる。例えば、ステレオ小売業者が同じ文書テンプ
レートを使用して販売のため提供される異なるステレオを記述する場合、第1のステレオ
に関する第1の電子文書内の情報の配列を使用して、他のステレオに関する他の電子文書
から情報を抽出することができる。
【０３５７】
　いくつかの実装では、自然言語構文解析などの技術を使用して、インスタンスおよび属
性を識別することができる。例えば、電子文書の構文解析を行って、電子文書内の「[Ins
tance] has a/an [attribute]」などのフレーズを識別することができる。
【０３５８】
　いくつかの実装では、データコレクション4310は、インスタンスおよびその属性を分類
することができる。例えば、インスタンスおよび属性は、北米の都市、ナショナルリーグ
東地区チーム、または人気のある映画としてカテゴリ化することができる。データコレク
ション4310への情報の格納は、そのような分類に基づくことができる。例えば、異なるカ
テゴリを異なるファイル、レコード、および同様のものに格納することができる。
【０３５９】
　図43を再び参照すると、プロセス4300は、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ン106で提示される情報に基づき1つまたは複数の新規属性を提案している。例えば、構造
化プレゼンテーションがいくつかの動画に対応する多数のインスタンスを含む場合、シス
テム200は、データコレクション4310から引き出された情報に従って動画の追加の属性を
提案することができる。つまり、システム200は、同じインスタンスを特徴付けるために
使用される属性に基づいて追加の属性を識別し、提案することができる。例えば、システ
ム200は、ショータイム、劇場、または放映時間などの、動画を特徴付けるために通常使
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用される他の属性を提案することができる。
【０３６０】
　図45は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づいてインスタンス
および属性のコレクションから属性提案を構成するためのプロセス4500の流れ図である。
プロセス4500は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレー
ションを実行する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例え
ば、プロセス4500は、システム200(図2)内の検索エンジン202によって実行されうる。
【０３６１】
　プロセス4500は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス
4500は、プロセス4300(図43)で実行されうる。他の例として、プロセス4500は、プロセス
3800(図38)におけるステップ3810で、単独で、またはプロセス3900、4100(図39、41)の一
方または両方と連携して実行されうる。
【０３６２】
　プロセス4500を実行するシステムは、インスタンスおよびその属性のコレクションにア
クセスすることができる(ステップ4505)。例えば、プロセス4500を実行するシステムは、
データセンター208(図2)に格納されているインスタンスおよび属性コレクション4310(図4
3)にアクセスすることができる。
【０３６３】
　プロセス4500を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンス属性の特性に基づいて1つまたは複数の関連する属性
を識別することができる(ステップ4510)。例えば、システムは、インスタンスおよび属性
コレクション4310(図43)内に格納されているインスタンスのインスタンス属性を構造化プ
レゼンテーション106で指定されているインスタンスと比較することができる。システム
は、この比較結果を使用して、もしあれば格納されているインスタンスのうちのどれが属
性識別子、または関係する属性を事前に存在している構造化プレゼンテーション106で指
定されている属性と共有するかを決定することができる。例えば、事前に存在している構
造化プレゼンテーション106は、属性「ATTR_3」および「ATTR_5」を使用してインスタン
スのコレクションを特徴付けると推定する。テーブル4400(図44)などのインスタンスおよ
び属性コレクション4310を検討した後、システムは、属性「ATTR_7」および「ATTR_7」を
、レコード4402、4406内のインスタンス「INSTANCE_1」および「INSTANCE_2」を特徴付け
る際に「ATTR_3」および「ATTR_5」と連携して使用することに基づいて、提案することが
できる。
【０３６４】
　図46は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規属
性提案3715のコレクションを構成するためのプロセス4600の流れ図である。プロセス4600
は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行
する1つまたは複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行
されうる。プロセス4600は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、
プロセス4600は、プロセス4300(図43)で実行されうる。他の例として、プロセス4600は、
プロセス3800(図38)におけるステップ3810で、単独で、またはプロセス3900、4100、4500
(図39、41、45)のうちの1つまたは複数と連携して実行されうる。いくつかの実装では、
プロセス4600は、入力を(例えば、システム200のユーザーから、または他のシステムもし
くはプロセスから)受け取ったことに応答して実行されうる。例えば、プロセス4600は、
検索文字列を受け取ったことに応答して検索エンジン202によって実行されうる。
【０３６５】
　プロセス4600を実行するシステムは、1つまたは複数の指定されたインスタンスに関す
る1つまたは複数の信頼できるソースを識別することができる(ステップ4605)。例えば、
システムは、例えばプログラマーによってアセンブルされた電子文書コレクション102内
の文書の信頼できるソースのコレクションにアクセスすることができる。
【０３６６】
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　他の例として、システムは、電子文書コレクション102内の文書の1つまたは複数の信頼
できるソースをそのユーザーの観点から「信頼できる」ものとして識別するユーザー特有
の入力を受け取ることができる。例えば、事前に存在している構造化プレゼンテーション
106を表示するディスプレイ画面104は、閲覧者が文書の信頼できるソースを指定すること
を可能にするGUIコンポーネントを備えることができる。信頼できるソースの識別は、検
索クエリと連動して受け取ることができる。例えば、閲覧者は、JD POWER AND ASSOCIATE
S、AMAZON.COM、およびMAJOR LEAGUE BASEBALLをそれぞれhttp://www.jdpower.com/、htt
p://www.amazon.com/、およびhttp://www.mlb.com/にある文書の信頼できるソースとして
識別することができる。いくつかの実装では、ユーザー特有の入力は、ソースが信頼でき
るものである主題を識別することができる。例えば、MAJOR LEAGUE BASEBALLは、ベース
ボールの統計の信頼できるソースして識別されうるが、薬物検査に関する情報の信頼でき
るソースとしてはみなされえない。
【０３６７】
　さらに他の例として、プロセス4600を実行するシステムは、信頼できるソースの「一般
」コレクションをアセンブルするために複数のユーザーからの信頼できるソースを識別す
るユーザー特有の入力のコレクションを分析することができる。例えば、多数のユーザー
が、AMERICAN AUTOMOBILE ASSOCIATION (AAA)を信頼できるものとして識別することがで
きる。次いで、これらの識別結果の統計分析に基づき、AAAを信頼できるソースのコレク
ションに追加することができる。
【０３６８】
　プロセス4600を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンスに対する信頼できるソースから追加の属性を決定する
ことができる(ステップ4610)。例えば、システムは、信頼できるソースによって提供され
る文書にアクセスし、1つまたは複数の属性を使用して指定されたインスタンスを特徴付
ける1つまたは複数の文書を識別することができる。システムは、パーサーまたは他の文
字列比較技術を使用してこれらの文書から属性識別子を抽出することができる。
【０３６９】
　他の例として、システムは、テーブル4400(図44)などの属性およびインスタンスを関連
付けるデータコレクションにアクセスすることができる。システムは、レコード4402、44
04、4406、4408、4410、4412、4414などのレコードを、事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションで識別されたインスタンスおよびロケーションがレコード4402、4404、4406
、4408、4410、4412、4414で識別される文書が信頼できるソースに由来するものであった
かどうかの両方に基づいてフィルター処理することができる。例えば、AMAZON.COMが信頼
できるソースである場合、属性およびインスタンスを関連付けるコレクションをスキャン
して、http://www.amazon.com/ドメインを持つ文書を識別することができる。
【０３７０】
　プロセス4600を実行するシステムは、これらの追加のインスタンスをテーブル4400(図4
4)などのインスタンスおよび属性コレクション内の属性と比較することができる(ステッ
プ4615)。例えば、システムは、文字列比較、または他の比較技術を使用して、追加のイ
ンスタンスをインスタンスおよび属性コレクションに格納されているインスタンスと比較
することができる。
【０３７１】
　プロセス4600を実行するシステムは、これらの比較結果に基づいてインスタンスおよび
属性コレクション内の属性を識別することができる(ステップ4620)。
【０３７２】
　図47は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて属性提
案を構成する際に使用する関係するインスタンスを識別するためのプロセス4700の流れ図
である。プロセス4700は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによって
オペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュータのシステム、例えば、システム2
00(図2)によって実行されうる。プロセス4700は、単独で、または他の活動と連携して実
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行されうる。例えば、プロセス4700は、プロセス1500(図15)で実行されうる。他の例とし
て、プロセス4700は、プロセス3800(図38)におけるステップ3810で、単独で、またはプロ
セス3900、4100、4500、4600(図39、41、45、46)のうちの1つまたは複数と連携して実行
されうる。いくつかの実装では、プロセス4700は、入力を(例えば、システム200のユーザ
ーから、または他のシステムもしくはプロセスから)受け取ったことに応答して実行され
うる。例えば、プロセス4700は、検索文字列を受け取ったことに応答して検索エンジン20
2によって実行されうる。
【０３７３】
　プロセス4700を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションに
おいて指定されているインスタンスを特徴付ける属性および/または属性値に基づいて1つ
または複数の関係するインスタンスを識別することができる。例えば、システムは、指定
されたインスタンスの属性値を他のインスタンスの属性値と比較することによって関係す
るインスタンスを識別し、他のインスタンスが関係しているかどうかを判定することがで
きる。このような比較では、例えば、属性値が同一のものである、または属性値が特定の
範囲内にあるということが要求される場合がある。このような範囲は、例えば、インタラ
クティブ要素を介してユーザーによって指定されるか、または事前に存在している構造化
プレゼンテーション内のインスタンスをすでに特徴付けている属性値の範囲に基づいて決
定することができる。
【０３７４】
　いくつかの実装では、プロセス4700を実行するシステムは、属性値を比較する前に属性
値を通常の測定単位に変換することができる。例えば、指定された測定単位がフィートで
あるが、1つまたは複数の抽出された属性値の測定単位がメートルである場合、システム
は、通常の技術を使用してメートル単位の値をフィートに変換することができる。
【０３７５】
　図48は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規属
性提案3715のコレクションを構成するためのプロセス4800の流れ図である。プロセス4800
は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行
する1つまたは複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行
されうる。プロセス4800は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、
プロセス4800は、プロセス1500(図15)で実行されうる。他の例として、プロセス4800は、
プロセス3800(図38)におけるステップ3810で、単独で、またはプロセス3900、4100、4500
、4600、4700(図39、41、45、46、47)のうちの1つまたは複数と連携して実行されうる。
いくつかの実装では、プロセス4800は、入力を(例えば、システム200のユーザーから、ま
たは他のシステムもしくはプロセスから)受け取ったことに応答して実行されうる。例え
ば、プロセス4800は、検索文字列を受け取ったことに応答して検索エンジン202によって
実行されうる。
【０３７６】
　プロセス4800を実行するシステムは、インスタンスおよび属性のカテゴリ化されたコレ
クションにアクセスすることができる(ステップ4805)。例えば、システムは、前の検索時
に生成されたインスタンスおよび属性の1つまたは複数のカテゴリ化されたコレクション
にアクセスするために、インスタンスおよび属性コレクション1510にアクセスすることが
できる。
【０３７７】
　プロセス4800を実行するシステムは、指定されたインスタンスを含むカテゴリを識別す
ることができる(ステップ4810)。いくつかの実装では、システムは、類似の属性、類似の
属性値、これらの特性の組み合わせ、および/または他の技術に基づくインスタンスを含
むカテゴリを識別することができる。
【０３７８】
　プロセス4800を実行するシステムは、識別されたカテゴリから1つまたは複数の属性提
案を選択することができる(ステップ4815)。例えば、いくつかの実装では、属性提案を識
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別されたカテゴリから、そのカテゴリ内のインスタンスを特徴付けるためにそれらの属性
が使用される回数に基づいて選択することができる。
【０３７９】
　図49は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性に基づく電子文書コレク
ション内の電子文書からの属性提案の構成を表す表現4900である。特に、表現4900は、プ
ロセス4800(図48)の一実装を使用する属性提案の構成を示している。
【０３８０】
　図示されているように、事前に存在している構造化プレゼンテーションでは、インスタ
ンス4005のコレクションを指定する(つまり、インスタンス「Philadelphia」および「Chi
cago」)。さらに、電子文書コレクション(例えば、コレクション102)内の異なる文書から
引き出されたインスタンスは、異なるコレクション4910、4915、4920にすでにカテゴリ化
されている。カテゴリ化されたインスタンスコレクション4910、4915、4920は、例えば中
に出現する同じインスタンス識別子「Philadelphia」および「Chicago」に基づいて指定
されたインスタンス4005に関連するものとして識別されうる。
【０３８１】
　図示されているように、カテゴリ化されたインスタンスコレクション4910、4915、4920
は、さまざまな異なる方法でカテゴリ化されている。特に、カテゴリ化されたインスタン
スコレクション4910は、「North American Cities」のコレクションとしてカテゴリ化さ
れている。カテゴリ化されたインスタンスコレクション4915は、「National League East
 Teams」のコレクションとしてカテゴリ化されている。カテゴリ化されたインスタンスコ
レクション4920は、「Popular Movies」のコレクションとしてカテゴリ化されている。シ
ステム200の背景状況において、カテゴリ化されたインスタンスコレクション4910、4915
、4920は、データセンター208(図2)に格納することができる。つまり、システム200は、
すでに受け取っている検索文字列に基づいてインスタンスの1つまたは複数のカテゴリを
生成することができる。したがって、検索エンジン202が、検索文字列に基づいて検索を
実行した後、検索エンジン202は、結果をカテゴリ化し、それらをデータセンター208内に
格納することができる。その後の検索時に、これらのカテゴリ化された結果にアクセスし
、分析して、属性提案を生成することができる。
【０３８２】
　事前に存在している構造化プレゼンテーションで指定されているインスタンスを含むカ
テゴリ化されたインスタンスコレクションは、例えば、指定されたインスタンスを特徴付
ける属性と異なるカテゴリに含まれるインスタンスを特徴付ける属性との間の類似度に基
づいて識別されうる。例えば、属性「year」および「rating」の一般的な使用では、事前
に存在している構造化プレゼンテーションおよびカテゴリ化されたインスタンスコレクシ
ョン4920を使用して、カテゴリ化されたインスタンスコレクション4920がインスタンス40
05を含むものとして識別することができる。
【０３８３】
　いくつかの実装では、カテゴリ化されたインスタンスコレクション内の属性のサブセッ
トは、カテゴリに含まれるインスタンスを特徴付ける属性に基づいて属性提案として選択
されうる。例えば、属性「Start time」を使用して動画インスタンスを特徴付けることは
、現在再生中の動画に関する情報のみが構造化表示に含まれるという指示としてみなすこ
とができる。したがって、「playing at」および「coupons available」などの属性は、
属性提案のリストに含まれうる。他の例として、属性「year」は、属性「Start time」を
使用して事前に存在している構造化表示における動画インスタンスを特徴付けることに基
づき属性提案のリストから除外することができる。
【０３８４】
　図50は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規属
性提案3715のコレクションを構成するために使用されうるプロセスのコレクション5000の
略図である。
【０３８５】



(71) JP 5581339 B2 2014.8.27

10

20

30

40

50

　コレクション5000内のプロセスは、潜在的属性5005の大きなコレクションに連続的に適
用され、属性提案のより小さなコレクション5010を生成するフィルターとみなすことがで
きる。それぞれのフィルターは、ユーザーに提示されるか、または構造化プレゼンテーシ
ョンに直接追加されうる属性提案コレクション5010から潜在的属性5005を除外することが
できる。
【０３８６】
　フィルター5015、5020、5025は、任意の順序で適用できる。しかし、一般に、フィルタ
ー5015、5020、5025は、粒度の順序で適用される。特に、潜在的属性の数を最大量減らす
フィルター5015、5020、5025が最初に適用され、潜在的属性の数を最小量減らすフィルタ
ー5015、5020、5025が最後に適用される。
【０３８７】
　いくつかの実装では、フィルター5015、5020、5025のうちのどれかをコレクション5000
から省き、および/または追加のフィルターをコレクション5000に追加することができる
。例えば、ユーザーによって供給される入力に従って潜在的属性5005をフィルター処理す
ることができるユーザー指定フィルターをコレクション5000に追加することができる。
【０３８８】
　図51は、事前に存在している構造化プレゼンテーション106内の情報に基づいて新規属
性提案3715のコレクションを構成するためのプロセス5100の流れ図である。プロセス5100
は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行
する1つまたは複数のコンピュータのシステム、例えば、システム200(図2)によって実行
されうる。プロセス5100は、単独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、
プロセス5100は、プロセスコレクション5000におけるプロセスの1つまたは複数と連携し
て反復実行されうる。いくつかの実装では、プロセス5100は検索文字列を受け取ったこと
に応答して実行されうる。
【０３８９】
　プロセス5100を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーション10
6で指定されたインスタンスと文書コレクションから引き出された属性との間の初期マッ
チングを行うことができる(ステップ5105)。初期マッチングは、プロセスコレクション50
00内のフィルター処理プロセスのうちの1つまたは複数に基づくことができる。
【０３９０】
　プロセス5100を実行するシステムは、マッチングの数が大きすぎるか、小さすぎるか、
または適切であるかを判定することができる(ステップ5110)。マッチングの数が少なすぎ
る場合、システムは、指定されたインスタンスの名前を広げることができる(ステップ511
5)。例えば、プロセス5100を実行するシステムは、プロセスコレクション5000内のプロセ
スのうちの1つまたは複数で指定されているインスタンスについて代替スペリング、略語
、同義語、代替名、ニックネーム、および/または他のキーワードを使用することができ
る。
【０３９１】
　プロセス5100を実行するシステムは、関係するインスタンスおよび/または属性フィル
ター処理5020(図50)で使用される属性および/またはインスタンスの数を減らすこともで
きる(ステップ5120)。属性および/またはインスタンスの数は、例えば、特定の属性およ
び/またはインスタンスによって除外される潜在的インスタンスの数に基づいて減らすこ
とができる。例えば、特定のインスタンスが属性によって特徴付けられるという要求条件
により潜在的属性のすべてが除外される場合、このインスタンスは、関係するインスタン
スおよび/または属性フィルター処理から省くことができる。除去すべき属性および/また
はインスタンスは、例えば、自動的に、ユーザー入力なしで、またはユーザーから受け取
った入力に基づいて決定されうる。
【０３９２】
　ここでもまた、システムは、事前に存在している構造化プレゼンテーション106で指定
されたインスタンスと文書コレクションから引き出されたインスタンスとの間のマッチン
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グを行おうとすることができるが、このときには変更されたパラメータを使用する(ステ
ップ5122)。このマッチングは、プロセスコレクション5000内のフィルター処理プロセス
のうちの1つまたは複数を使用して行うこともできる。
【０３９３】
　マッチングの数が多すぎると判定された場合(ステップ5110)、プロセス5100を実行する
システムは、関係する属性および/またはインスタンスフィルター処理5020(図50)で使用
される属性および/またはインスタンスの数を増やすことができる(ステップ5128)。属性
および/またはインスタンスの数は、例えば、特定の属性および/またはインスタンスによ
って除外される潜在的属性の数に基づいて増やすことができる。追加すべき属性および/
またはインスタンスは、例えば、自動的に、ユーザー入力なしで、またはユーザーから受
け取った入力に基づいて決定されうる。例えば、追加するインスタンスは、プロセス4800
(図48)を使用して決定することができる。
【０３９４】
　プロセス5100を実行するシステムは、変更されたパラメータに基づいてマッチングを選
別することができる(ステップ5130)。特に、インスタンスの狭められた範囲および/また
は増やした数を関係する値フィルター処理5025(図50)で使用することができる。
【０３９５】
　マッチングの数が受け入れられると判定された場合(ステップ5110)、プロセス5100を実
行するシステムは、マッチした属性をユーザーに提案することができる(ステップ5135)。
例えば、プロセス5100を実行するシステムは、ディスプレイ画面、例えば、ディスプレイ
画面104上のGUIで1つまたは複数の属性提案を提示することができる。
【０３９６】
　図52は、電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の電子文書から引き出される属
性値307が構造化プレゼンテーションでユーザーに提示されるシステム5200を示す略図で
ある。電子文書コレクション102、ディスプレイ画面104、およびデータ通信経路108に加
えて、システム5200は、構造化データ5205およびマージモジュール5210を備える。動作中
、システム5200は、電子文書コレクション102における電子文書の非構造化コレクション
から属性値を抽出し、その情報を構造化データ5205から引き出された情報とマージして構
造化プレゼンテーション106に書き込む。
【０３９７】
　システム5200は、構造化プレゼンテーション106のすべてまたは一部にのみ、属性値を
書き込むことができる。構造化プレゼンテーションの一部のみに属性値が書き込まれる状
況は多数ある。例えば、このような書き込みは、新規インスタンス(したがって新規構造
化レコード)を構造化プレゼンテーション106に追加する一環として行われうる。他の例と
して、このような書き込みは、新規属性を構造化プレゼンテーション106に追加する一環
として行われうる。さらに他の例として、このような書き込みは、構造化プレゼンテーシ
ョン106内で既存の属性値の一部の改善の一環とすることができる。例えば、オリジナル
の属性値のある部分は、正確かどうかをチェックしたり、または特徴付けられているイン
スタンスが変更されていないことを確認するためにチェックすることができる。
【０３９８】
　構造化データ5205は、情報の構造化コレクションである。構造化データ5205内の情報は
、定義済みデータモデルに従って編成されうる。例えば、構造化データ5205は、階層また
は関係データモデルに従って編成され、データ記憶デバイスに格納されうる。いくつかの
場合において、構造化データ5205の全部または一部を構造化プレゼンテーションでユーザ
ーに提示することができる。例えば、いくつかの実装では、構造化データ5205は、コレク
ション102から引き出された新規属性値が書き込まれた構造化プレゼンテーション106を提
示する同じディスプレイ画面104上でユーザーに対し提示される事前に存在している構造
化プレゼンテーション106とすることができる。
【０３９９】
　マージモジュール5210は、1つまたは複数のデータ処理デバイス上に配備される1つまた
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は複数の機械可読命令セットのコレクションである。マージモジュール5210は、新規属性
値を識別するとともに、書き込まれる構造化プレゼンテーション106内に値を配置するた
めの機能を備えることができる。マージモジュール5210によって実行されるオペレーショ
ンについては、以下でさらに詳しく説明する。
【０４００】
　図53は、電子文書コレクション102内の2つまたはそれ以上の電子文書から引き出される
属性値が構造化プレゼンテーションでユーザーに提示されるシステム5300の一実装を示す
略図である。電子文書コレクション102、ディスプレイ画面104、データ通信経路108、検
索エンジン202、クローラー204、ならびに圧縮、インデックス付け、および順位付けモジ
ュール210に加えて、システム5300は、データセンター208に属性/値/インスタンスコレク
ション5305も備える。
【０４０１】
　属性/値/インスタンスコレクション5305は、インスタンスをその属性に、さらにそれら
の属性の値にも関連付ける情報のコレクションである。コレクション5305内の情報は、ト
リガーを受け取ったことに対する応答として(例えば、検索クエリ)、またはトリガーを受
け取ることを予想して、例えば、電子文書コレクション102のインデックスを作成するプ
ロセスの一部として、コレクション5305内の電子文書から抽出されうる。
【０４０２】
　インスタンス、属性、およびその値の間の関連付けは、コレクション5305内の情報記憶
域を構造化することによってコレクション5305内で確立されうる。例えば、図54は、コレ
クション5305(図53)内の属性、値、およびインスタンスを関連付けることができるテーブ
ル5400の略図である。テーブル5400は、レコード5402、5404、5406、5408、5410のコレク
ションを含み、それぞれのレコードはインスタンスの識別子を文書のロケーションの記述
および識別されたインスタンスを特徴付ける属性および値に関連付ける。レコード5402、
5404、5406、5408、5410内の情報は、列5415、5420、5425、5430、5435、5440、5445、54
50のコレクション内に編成されうる。特に、列5415は、インスタンス識別子を含むことが
できる。列5420は、列5415で識別されているインスタンスを含む電子文書のロケーション
の記述を含むことができる。列5425、5435、5445は、列5415で識別されるインスタンスを
特徴付けるとともに、列5420内にロケーションが記述されている文書内の値でそれ自体特
徴付けられる属性の記述を含むことができる。列5430、5440、5450は、列5420内にロケー
ションが記述されている文書内の列5415で識別されるインスタンスの列5425、5435、5445
に記述されている属性を特徴付ける値の記述を含むことができる。
【０４０３】
　図示されているように、異なる電子文書は、同じインスタンスを特徴付ける異なるカテ
ゴリおよび量の情報を含むことができる。例えば、ロケーションがレコード5404の列5420
で識別される文書は、インスタンス「INSTANCE_1」の3つの属性を特徴付ける情報を含む
が、ロケーションがレコード5406の列5420で識別される文書は、インスタンス「INSTANCE
_1」の2つの属性を特徴付ける情報を含む。さらに、レコード5404で特徴付けられる属性(
つまり、属性「ATTR_5」、属性「ATTR_6」、属性「ATTR_7」)は、レコード5406で特徴付
けられる属性(つまり、属性「ATTR_3」、属性「ATTR_4」)と異なる。
【０４０４】
　さらに、たとえ同じエンティティの同じ属性を特徴付けるために使用される値でも、異
なる電子文書内では異なることがある。例えば、ロケーションがレコード5402の列5420で
識別される文書は、インスタンス「INSTANCE_1」の属性「ATTR_3」を特徴付ける値「VALU
E_3A」を含むが、ロケーションがレコード5406の列5420で識別される文書は、同じインス
タンス「INSTANCE_1」の同じ属性「ATTR_3」を特徴付ける値「VALUE_3B」を含む。
【０４０５】
　異なる文書において同じエンティティの同じ属性を特徴付ける値の間のそのような不一
致の異なる潜在的発生源は多数ある。例えば、文書は、エンティティの属性を間違って特
徴付ける偽情報を含むことがある。不注意による誤りだけでなく、属性の値が長い間に変
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更される可能性もある。これの例としては、例えば、ハイスクールのバスケットボール選
手のインスタンスの「height」属性の値、家のインスタンスの「list price」属性の値、
市のインスタンスの「mayor」属性の値が挙げられる。正しい値で更新することができる
文書があるが、オリジナルであるが現在は不正な値を保持する文書もある。
【０４０６】
　さらに、完全に正確な文書であっても、異なる方法で同じエンティティの同じ属性を特
徴付ける場合がある。例えば、異なる文書は、異なる単位を使用して、同じ値を表現する
ことができる。他の例として、異なる文書は、異なる精度で同じ値を表すことができる(
例えば、「about a two hour drive to Phoenix」(フェニックスまで車で約2時間)と「a 
130 minute drive to Phoenix at the posted speed limits」(標識に示されている制限
速度でフェニックスまで車で130分))。
【０４０７】
　そのような不一致は、非構造化電子文書コレクション、例えば、文書コレクション102
の背景状況に本質的に固有なものである。この点に関して、上で説明したように、情報を
異なる仕方で提示する異なるユーザーが異なる文書をコレクション102に追加することが
できる。文書を追加するユーザーは、情報が矛盾なく提示されるように共同作業をするこ
とはせず、また異なる文書内の情報の提示が変更を受けないままであることを保証するた
めの正式なメカニズムもない。
【０４０８】
　属性、値、およびインスタンスを関連付けるデータコレクション5305(例えば、テーブ
ル5400)は、いくつもの異なる方法で形成されうる。例えば、内部的な構造化コンポーネ
ントを含む文書が識別されうる。このような内部的な構造化コンポーネントの例として、
HTML文書中に出現するテーブルおよびリスト、および同様のものが挙げられる。これらの
内部的な構造化コンポーネント内の属性、値、およびインスタンスの間の関係をコピーし
てデータコレクション5305を形成することができる。
【０４０９】
　他の例として、第1の文書が属性、値、および/またはインスタンスを含むものとして識
別された後、その文書のテンプレートを使用して、同じテンプレートを含む他の文書から
属性、値、およびインスタンスを抽出することができる。例えば、ステレオ小売業者が同
じ文書テンプレートを使用して販売のため提供される異なるステレオを記述する場合、第
1のステレオに関する第1の電子文書内の情報の配列を使用して、他のステレオに関する他
の電子文書から情報を抽出することができる。
【０４１０】
　さらに他の例では、単一の文書のテンプレートを使用して、その文書から属性、値、お
よび/またはインスタンスを抽出することができる。例えば、テンプレートにより、複数
の属性およびそれらの属性を特徴付ける値の配列をインスタンスの識別子に関して指定す
ることができる。これらの属性および/または値のいくつかが知られている場合、それら
の知られている属性および/または値の配列を識別し、使用して、他の属性および/または
値を識別することができる。
【０４１１】
　例えば、単一のウェブページのテンプレートにより、動画インスタンス「Citizen Kane
」の識別子に関して属性/値の対の配列「Director: Orson Welles」、「Writer: Orson W
elles, Herman J. Mankiewicz」、および「Release Date: May 1, 1941」を指定すること
ができる。属性と値「Director: Orson Welles」と「Release Date: May 1, 1941」がす
でに知られていた場合、動画インスタンス識別子「Citizen Kane」に関するこれらの属性
および値の配列を使用して、属性/値の対「Writer: Orson Welles, Herman J. Mankiewic
z」を外挿することができる。
【０４１２】
　いくつかの実装では、自然言語構文解析などの技術を使用して、インスタンス、属性、
およびそれらの値を識別することができる。例えば、電子文書の構文解析を行って、電子
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文書内の「[Instance] has a/an [attribute] of [value]」などのフレーズを識別するこ
とができる。
【０４１３】
　図55は、電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の電子文書から引き出される属
性値を構造化プレゼンテーションでユーザーに提示するための例示的なプロセス5500の流
れ図である。プロセス5500は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによ
ってオペレーションを実行する1つまたは複数のコンピュータによって実行されうる。プ
ロセス5500は、他のデータ処理活動から独立して、または連携して実行されうる。例えば
、プロセス5500は、プロセス600(図6)の一部として実行されうる。
【０４１４】
　プロセス5500を実行するシステムは、インスタンス識別子および属性識別子を受け取る
ことができる(ステップ5505)。プロセス5500を実行するシステムは、ユーザーから直接的
に(例えば、検索クエリの形で)、または間接的に(例えば、構造化データコレクション905
(図9)の一部として)インスタンス識別子および属性識別子を受け取ることができる。
【０４１５】
　プロセス5500を実行するシステムは、属性の値を含む受け取ったインスタンスに関連す
る電子文書を識別することができる(ステップ5510)。例えば、システムは、データセンタ
ー208(図53)内の属性/値/インスタンスコレクション5305にアクセスして、関連する電子
文書を識別することができる。他の例として、検索エンジン(例えば、検索エンジン202)
は、インスタンスおよび属性識別子を使用してキーワード検索を実行することで関連する
文書を識別することができる。いくつかの場合において、そのようなキーワード検索は、
言語構文解析、または値の識別を容易にする他の技術で補うことができる。
【０４１６】
　プロセス5500を実行するシステムは、構造化プレゼンテーションで提示するために識別
されたインスタンスの識別された属性に対する値のサブセットを画定することができる。
これらの値のサブセットは、構造化プレゼンテーションに書き込むために適切であると考
えられる、または適切である可能性がある、1つまたは複数の値を含むことができる。特
に、これらの値のサブセットは、識別されたインスタンスの識別された属性を、正確に、
かつ構造化プレゼンテーションの閲覧者の望みに一致する形で、特徴付けるものとして考
えることができる。さらに以下で説明されているように、構造化プレゼンテーションの閲
覧者の望みは、例えば、閲覧者から受け取った値の選択結果に基づいて、または例えば、
構造化データ905(図9)などの情報の事前に存在している構造化コレクション内の同じ、ま
たは他のインスタンスの同じ、または他の属性の特徴付けに基づいて確認することができ
る。
【０４１７】
　プロセス5500を実行するシステムは、値のサブセットが書き込まれた構造化プレゼンテ
ーションを表示するための命令を備えることができる(ステップ5520)。そこで、構造化プ
レゼンテーションは、電子文書のコレクションから収集された情報(つまり、電子文書コ
レクションから収集された値のサブセット)に基づいて提示することができる(ステップ61
5、図6)。
【０４１８】
　いくつかの実装では、プロセス5500を数回、例えば、インスタンス識別子および/また
は属性識別子の個数の分だけ実行することができる。
【０４１９】
　図56は、構造化プレゼンテーションで提示する1つまたは複数の値を確定するためのプ
ロセス5600の流れ図である。プロセス5600は、単独で、または他の活動と連携して実行さ
れうる。例えば、プロセス5600は、プロセス5500におけるステップ5515で実行されうる。
【０４２０】
　プロセス5600を実行するシステムは、電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の
文書からの属性の値を2つまたはそれ以上のグループに分けることができる(ステップ5605
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)。グループ分けされた値は、電子文書から直接引き出されるか、またはテーブル5400(図
54)のような属性、値、およびインスタンスの関連付けなどの電子文書のコンテンツの記
述から引き出されうる。
【０４２１】
　システムは、値をいつグループ分けすべきかを決定するための1つまたは複数の異なる
標準を使用して値をグループ分けすることができる。例えば、1つの標準では、グループ
分けされた値が同一であることを要求することができる。例えば、2つの値「4」をグルー
プにまとめることができる。他の標準では、数値が同一である特定の範囲内にあることを
要求することができる。例えば、値「3.14」および「3.14159」をグループにまとめるこ
とができる。他の標準では、語の値が同一であるか、または同一の意味を持つことを要求
することができる。例えば、語「czar」、「czar」、および「tsar」はすべて、グループ
にまとめることができる。他の標準では、語の値が概念のオントロジーにおいて同じ概念
を表すことを要求することができる。例えば、語「pink」および「mauve」をグループに
まとめることができる。他の標準では、異なるフォーマットで書き込まれる値をグループ
にまとめることができる。例えば、日付「July 25, 1982」および「7/25/1982」をグルー
プにまとめることができる。他の標準では、異なる単位で書き込まれる値をグループにま
とめることができる。例えば、測定単位「1m」および「100cm」をグループにまとめるこ
とができる。他の標準では、異なるが、ほぼ等しい単位で書き込まれる値をグループにま
とめることができる。例えば、測定単位「1m」および「39 inches」をグループにまとめ
ることができる。
【０４２２】
　これらのグループ分けを使用することで、プロセス5600を実行するシステムは、以下の
サブプロセスのうちの1つまたは複数を任意の順序で実行し、1つのグループを選択し、し
たがって、属性値のコレクションから値のサブセットを選択することができる。
【０４２３】
　第1のサブプロセスでは、プロセス5600を実行するシステムは、構造化プレゼンテーシ
ョンで提示するため最高の「value」を持つグループを選択することができる(ステップ56
10)。いくつかの実装では、グループの「value」は、そのグループ内の値のカウントを反
映する。統計用語によれば、プロセス5500を実行するシステムは、電子文書コレクション
内で高い頻度を有する値を選択することができる。実際、このアプローチにより、電子文
書コレクション内の文書はインスタンスの属性の値について「vote」することができる。
【０４２４】
　他の実装では、グループの「value」は、値のカウントを反映するだけでなく、値が引
き出される文書の特性を反映するパラメータによる個別のカウントの重みまたはスコアと
なる。例えば、カウントは、例えば、値が引き出される文書のページランク、ユーザーに
よって与えられたその文書に対する重み係数、その文書から引き出された他の値の個数、
または文書の「age」に基づいて重み付けすることができる。例えば、最近作成された文
書ほど、特定のインスタンスの属性を特徴付ける際の正確さが増すものと考えることがで
きる。
【０４２５】
　このサブプロセスのアプローチは、例えば、1つの電子文書上の値が誤字であるときの
、不注意による属性の特徴付けの誤りをなくすうえで有効である。しかし、単独では、こ
のアプローチは、特定の状況の下で、不適切な値を選択する可能性がある。例えば、多数
の文書が体積属性をリットル単位で特徴付けているとしても、閲覧者は、構造化プレゼン
テーションにおいてガロン単位で特徴付けられたその属性を有することに関心がある場合
がある。
【０４２６】
　第2のサブプロセスでは、プロセス5600を実行するシステムは、例えば、許容可能な値
の範囲、または許容可能な値の単位に対する制約条件のユーザー指定を受け取ることがで
きる(ステップ5615)。例えば、システムは、ディスプレイ画面、例えば、ディスプレイ10
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4(図1)に、ユーザーが値の範囲もしくは測定制約条件の単位を選択することを可能にする
GUIコンポーネントを備えることができる。制約条件は、上限なし(例えば、「値>1」)ま
たは上下限が決まっている(例えば、1から10までの範囲の値)とすることができる。
【０４２７】
　この制約条件を受け取った後、プロセス5600を実行するシステムは、構造化プレゼンテ
ーションで提示するため受け取った制約条件と合致するグループを選択することができる
(ステップ5620)。例えば、ユーザーが「meters」を適切な測定単位として選択した場合、
システムの実行により、メートル単位で表される値の1つまたは複数のグループを選択す
ることができる。
【０４２８】
　このサブプロセスのアプローチは、構造化プレゼンテーションで掲示される値が編成さ
れた、システム配置で提示されることを保証するうえで有効である。例えば、Michael Jo
rdanの身長を例えば特徴付けるために使用される値の測定単位は、Magic Johnsonの身長
を特徴付けるために使用される値の測定単位と同一であるように制約することができる。
このような編成された、システム配置により、ユーザーは、値を提示する単位を気にせず
に、異なるインスタンスの同じ属性の値を容易に比較することができる。
【０４２９】
　第3のサブプロセスでは、プロセス5600を実行するシステムは、それぞれのグループ内
の属性値を引き出した文書の「quality」を決定することができる(ステップ5625)。文書
の「quality」は、文書内の情報が正確であり、属性の値を誤って特徴付けることをしな
い確率を反映するものとしてよい。例えば、商品の商業的サプライヤーは、一般的に、そ
れらの商品に関する正確な情報を提供する。したがって、商業的サプライヤーによって提
供される情報の「quality」は、個人によって提供される情報の「quality」より高いとみ
なすことができる。他の例として、情報が引き出される文書の品質を決定する際にバイア
スを考慮することができる。例えば、独立情報源であると言われているソース(例えば、
連邦議会予算事務局など)から引き出された情報は、政党から引き出された情報に比べて
品質が高いと考えてよい。
【０４３０】
　他の例として、文書の品質は、ユーザーによる文書のソース、または文書それ自体の品
質の指定に基づくものとすることができる。例えば、ユーザーは、コンシューマーユニオ
ン　(コンシューマーレポートの発行元)から引き出された自動車信頼性情報は高品質であ
るが、ロード&トラック誌から引き出された自動車信頼性情報はそうでないと指示するこ
とができる。プロセス5600を実行するシステムは、最高品質の文書から引き出された値を
含むグループを選択することもできる(ステップ5630)。
【０４３１】
　このサブプロセスのアプローチは、属性の値が議論のテーマとなっている状況では特に
有効である。例えば、大学のポイントガードの真の身長、フィラデルフィア最高のチーズ
ステーキ、および特定のホテルに与えられた星の数など、さまざまな値に関する意見の相
違がある。閲覧者がそのような属性を特徴付ける値の好ましい「high quality」提供者を
指定できるようにすることで、構造化プレゼンテーションを閲覧者の期待にそって修正す
ることができる。
【０４３２】
　上述のように、これらの活動および他の活動の組み合わせを実行して、構造化プレゼン
テーションで提示するための1つまたは複数の値を選択することができる。例えば、値の
総数のうちのあるパーセンテージ(例えば、>10%)を代表する値のすべてのグループを、第
1のスクリーニングで選択し(ステップ5610)、その後、単位指定に基づいてこれらのグル
ープをさらに選別することができる(ステップ5620)。残りのグループは、それぞれのグル
ープ内の属性値を引き出した文書の品質に基づいてさらに選別することができる(ステッ
プ5630)。したがって、いくつかの実装では、プロセス5600は、首尾一貫した測定単位と
ともに、特徴付けの誤りのない、また閲覧者が好むソースから引き出された、残りのグル
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ープからの1つまたは複数の値を提供することができる。
【０４３３】
　図57は、構造化プレゼンテーションで提示する1つまたは複数の値を選択するためのプ
ロセス5700の流れ図である。プロセス5700は、単独で、または他の活動と連携して実行さ
れうる。例えば、プロセス5700は、プロセス5500(図55)におけるステップ5515で、単独で
、またはプロセス5600(図56)のサブプロセスのうちの1つまたは複数と連携して実行され
うる。
【０４３４】
　プロセス5700を実行するシステムは、電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の
文書から抽出された属性の値を2つまたはそれ以上のグループに分けることができる(ステ
ップ5605)。プロセス5700を実行するシステムは、値のグループの記述をユーザーに提示
することができる(ステップ5705)。例えば、システムは、それぞれのグループ内の最も一
般的な値、またはそれぞれのグループ内の値のうちのいくつかの値のリストを、ディスプ
レイに、例えば、ディスプレイ画面104(図1)に、ユーザーに向けて表示することができる
。いくつかの実装では、値のグループの記述は、それらのグループを特徴付ける追加の情
報を含んでいてもよい。例えば、それぞれのグループ内の値の個数の計数を表示すること
、それぞれのグループ内に見つかる抽出された値のパーセントを反映するパーセンテージ
を表示すること、および/またはグループ内の測定単位の記述を表示することが可能であ
る。他の例として、それぞれのグループ内の値の抽出元であった電子文書の品質の推定を
表示することができる。さらに他の例として、それぞれのグループ内の値の抽出元であっ
た文書の識別、ロケーション、および/またはスニペットもしくは他の抜粋を表示するこ
とができる。
【０４３５】
　いくつかの実装では、値のグループの記述は、確かさベースの順序付けでソートされる
。つまり、値のグループの記述は、プロセス5700を実行するシステムに対するそれぞれの
グループ内の値の正確さに関する確かさに応じて順序付けられる。それぞれのグループ内
の値の正確さの確かさは、例えば、それぞれのグループ内の値の個数、それらの値の抽出
元となった文書の品質、および同様のものに基づいて決定できる。
【０４３６】
　プロセス5700を実行するシステムは、値の所望のグループのユーザー選択を受け取るこ
とができる(ステップ5710)。例えば、システムは、所望の値のグループの選択を識別する
ユーザーインタラクションを受け取ることができる。
【０４３７】
　いくつかの実装では、プロセス5700を実行するシステムは、ユーザー選択に基づいて構
造化プレゼンテーションの他の態様を変更することもできる(ステップ5715)。例えば、ユ
ーザーがメートルの測定単位で値のグループを選択し、他のインスタンスの同じ属性を特
徴付けるが、フィートの測定単位で提示される他の値がある場合、そのような値は、構造
化プレゼンテーション106で変換され、メートル単位で掲示されうる。
【０４３８】
　図58は、構造化プレゼンテーションで提示する1つまたは複数の値を選択するための例
示的なプロセス5800の流れ図である。プロセス5800は、単独で、または他の活動と連携し
て実行されうる。例えば、プロセス5800は、プロセス5500(図55)におけるステップ5515で
、単独で、またはプロセス5600(図56)のサブプロセスのうちの1つまたは複数および/また
はプロセス5700(図57)と連携して実行されうる。
【０４３９】
　プロセス5800を実行するシステムは、構造化データコレクション、例えば、構造化デー
タコレクション905においてインスタンスおよび他の属性に関連する電子文書コレクショ
ン内の電子文書を識別することができる(ステップ5805)。上述のように、構造化データコ
レクション905は、構造化プレゼンテーション106の一バージョンとすることができる。
【０４４０】
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　構造化データコレクション内のインスタンスおよび他の属性に関連する文書は、さまざ
まな方法で識別されうる。例えば、プロセス5800を実行するシステムは、インスタンス、
それらの属性、およびこれらの属性を特徴付ける値を関連付けるデータコレクション、例
えば、属性/値/インスタンスコレクション5305(図53)にアクセスすることができる。構造
化データコレクション内のインスタンスおよび他の属性に関連する情報を含む文書は、例
えば、両方のデータコレクション内のインスタンスの識別子および属性を比較することに
よって、その中で識別されうる。他の例として、プロセス5800を実行するシステムは、イ
ンスタンスの識別子および属性を1つまたは複数の検索クエリにおける検索語として使用
することができる。このような検索クエリは、単独で、または言語構文解析および文字列
比較などの他の抽出技術と連携して、電子文書コレクション内の関連する文書を識別する
ために使用することができる。
【０４４１】
　プロセス5800を実行するシステムは、識別された文書から構造化プレゼンテーションで
提示する1つまたは複数の値を選択することもできる(ステップ5810)。図59は、電子文書
コレクション102内の電子文書から引き出される属性値が構造化プレゼンテーション106で
ユーザーに提示される状況を示す略図である。特に、システム900(図9)などのシステムは
、電子文書コレクション102内の電子文書から引き出された属性、値、およびインスタン
スを関連付けるテーブル5400から属性値を引き出す。このシステムは、これらの属性値を
初期構造化プレゼンテーション106とマージして、最終構造化プレゼンテーション106を形
成することも行う。そのため、初期構造化プレゼンテーション106は、構造化データ905(
図9)として働く。
【０４４２】
　示されている例では、初期構造化プレゼンテーションは、新規属性(つまり、属性「AIR
PORT」)の値を構造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスに関連付けるように
修正されている。特に、新規列5905が初期構造化プレゼンテーションに追加されている。
列5905の先頭に、語「AIRPORT」を使用して新規属性を識別する属性識別子5910が付く。
構造化プレゼンテーションへの新規属性の値の追加は、例えば、さらに図9～20および関
連する本文で説明されているように、ユーザーによるインタラクティブな操作に基づいて
、または自動的にトリガーされうる。
【０４４３】
　検索エンジン202などのシステムは、電子文書コレクション102(テーブル5400など)内の
電子文書から引き出された属性、値、およびインスタンスを関連付けるデータコレクショ
ンにアクセスすることができる。このようなデータコレクションを使用することで、シス
テムは、初期構造化プレゼンテーションにおけるインスタンスの1つまたは複数の新規属
性を特徴付ける1つまたは複数の値を選択することができる。例えば、例示されている状
況では、値5915(つまり、値「value_ai」)は、文書「DOC_3」内にインスタンス「NEW YOR
K」の属性「AIRPORT」を特徴付ける。必要ならば、システムは、例えばプロセス5600、57
00、5800(図56、57、58)のうちの1つまたは複数を使用して、表示する新規属性の1つまた
は複数の値を選択することができる。
【０４４４】
　初期構造化プレゼンテーションにおけるインスタンスのうちの1つまたは複数のインス
タンスの新規属性を特徴付ける値が選択された後、最終構造化プレゼンテーション106を
閲覧者に提示することができる。最終構造化プレゼンテーション106は、構造化プレゼン
テーションにおけるインスタンスのうちの1つまたは複数のインスタンスの新規属性を特
徴付ける選択された値を含むことができる。例えば、図示されているように、値5915を閲
覧者が見られるように最終構造化プレゼンテーション106で提示することができる。
【０４４５】
　図60は、属性と属性値の両方が電子文書コレクション内の電子文書から引き出され、構
造化プレゼンテーションでユーザーに提示されるプロセス6000を示す略図である。
【０４４６】
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　プロセス6000では、初期構造化データコレクション905は、事前に存在している構造化
プレゼンテーション6005を含むことができる。事前に存在している構造化プレゼンテーシ
ョン6005は、1つまたは複数の属性値、例えば列6010内の属性値を使用してインスタンス
を特徴付けることができる。事前に存在している構造化プレゼンテーション6005における
インスタンスを特徴付ける新規属性は、図37～51および関連する本文において説明されて
いるように、電子文書コレクション102内の電子文書のコンテンツに基づいて構成するこ
とができる。新規属性は、ステップ6015で事前に存在している構造化プレゼンテーション
6005に追加することができ、構造化プレゼンテーション6020の一部として表示することが
できる。このような属性の新規値は、本明細書で説明されているように、電子文書コレク
ション102内の電子文書のコンテンツ基づいて構成することができる。新規値は、ステッ
プ6025で事前に存在している構造化プレゼンテーション6005に追加することができ、構造
化プレゼンテーション6020の一部として表示することができる。特に、示されている例で
は、新規列6030は、新規属性を識別する新規属性識別子308(つまり、属性識別子6035)お
よび新規属性を特徴付ける属性値307(つまり、属性値6040、6045)の新規コレクションを
含みうる。実際、事前に存在している構造化プレゼンテーション6005のコンテンツは、電
子文書コレクション102から引き出されたコンテンツとマージされている。
【０４４７】
　図61は、電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいて値を構造化プレゼンテ
ーションに追加するためのプロセス6100の流れ図である。プロセス6100は、1つまたは複
数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行する1つまたは複
数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセス6100は、システム
200内の検索エンジン202によって実行されうる。プロセス6100は、単独で、または他の活
動と連携して実行されうる。例えば、プロセス6100は、プロセス700、600、800(図6、7、
8)のうちの1つまたは複数のプロセスの一部として実行されうる。
【０４４８】
　いくつかの実装では、プロセス6100は、例えば、ユーザーまたは新規構造化プレゼンテ
ーションの作成もしくは構造化プレゼンテーションの更新をトリガーする他のシステムも
しくはプロセスから入力を受け取ったことに応答して実行されうる。例えば、プロセス61
00は、1つまたは複数の新規属性を構造化プレゼンテーション106に追加するユーザー要求
への応答として実行されうる。他の例として、プロセス6100は、検索クエリを受け取った
ことに対する応答として、検索エンジン、例えば、検索エンジン202(図2)によって実行さ
れうる。
【０４４９】
　プロセス6100を実行するシステムは、構造化プレゼンテーションにおけるインスタンス
および属性の指定を受け取ることができる(ステップ6105)。構造化プレゼンテーションは
、新規もしくは事前に存在している構造化プレゼンテーションであるものとしてよい。例
えば、システムは、構造化プレゼンテーションにおいて特徴付けられるインスタンス、も
しくはインスタンスのカテゴリを指定する検索クエリを受け取ることができる。
【０４５０】
　他の例として、ユーザーが事前に存在している構造化プレゼンテーションをインタラク
ティブに操作して、インスタンス、および属性、またはその両方を指定することができる
。事前に存在している構造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクションによ
り、インスタンスおよび/または属性を内在的に、または手動で指定することができる。
内在的指定では、構造化表示におけるインスタンスおよび属性識別子のシステム配置を利
用して、セルに対するユーザーインタラクションによりそのセルに関連付けられているイ
ンスタンスおよび属性を指定する。
【０４５１】
　それとは対照的に、手動により指定では、ユーザーは、どのセルがセルに関連付けられ
ているインスタンスおよび属性の識別子を含むかを手動で識別する。例えば、ユーザーは
、構造化プレゼンテーション内のインスタンス識別子、属性識別子、またはその両方の配
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列を指定する検索クエリをセルに入力することができる。例えば、式「(CELL_1, CELL_2)
」を含む検索クエリは、このセルがセル「CELL_1」で識別されるインスタンスのセル「CE
LL_2」で指定される属性に関連付けられること、およびこのインスタンスのこの属性に対
する検索を実行することを指定することができる。インスタンスおよび属性識別子のこの
ような手動による指定は、インスタンスおよび属性識別子の位置がユーザーには明らかで
あるが、構造化プレゼンテーションを提示するデータ処理デバイスには未知のものである
場合に、スプレッドシートテーブルなどの構造化プレゼンテーションにおいて特に有用で
ある。1つまたは複数のインスタンスおよび属性を指定するための事前に存在している構
造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクションの他の例について、以下で詳
述する。
【０４５２】
　プロセス6100を実行するシステムは、インスタンスの指定された属性に対し電子文書コ
レクション内の文書から1つまたは複数の値提案を構成することができる(ステップ6110)
。値提案は、多数の異なる方法で指定された属性について構成することができる。例えば
、一実装では、システムは、指定されたインスタンスおよび属性を使用して構築される検
索クエリを使用して検索を実行することによって電子文書コレクション102内の文書から
値提案を構成することができる。例えば、値提案は、例えば、図52～60および関連する本
文で説明されているように、指定されたインスタンスおよび属性に関係する構造化コンポ
ーネントを含む文書を見つけることによって構成されうる。
【０４５３】
　他の例としては、検索クエリにおいて、インスタンスの属性を特徴付ける値が出現する
可能性が高いことを示す言語パターン中に指定されたインスタンスおよび属性の識別子が
見つかることが要求される場合がある。このようなパターンの例として、「the <attribu
te> of <entity> is」、「<entity> with an <attribute> of」、「<entity> has an <at
tribute> of」、「<entity>' s <attribute> is」、および同様のものが挙げられる。こ
のようなパターンを使用して、電子文書内のテキストコンテンツから値提案を抽出するこ
とができる。
【０４５４】
　プロセス6100を実行するシステムは、1つまたは複数の値提案をユーザーに提供するこ
とができる(ステップ6115)。例えば、値提案のリストを、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションを表示する同じディスプレイ画面上にユーザー向けに表示することができ
る。値提案のリストの表示は、事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加する
ために値を選択する前に、実行することができる。
【０４５５】
　他の例として、いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションにおいて、検索情報お
よびインタラクティブ要素とともに、値提案を隠すこともできる。そのような実装の例に
ついて以下でさらに説明する。
【０４５６】
　プロセス6100を実行するシステムは、構造化表示で提示される値提案のユーザー選択を
受け取ることができる(ステップ6120)。例えば、インタラクティブ要素がユーザーとやり
取りして、値提案を選択する1つまたは複数のユーザー入力(例えば、マウスのクリック、
キーの押下、または他のユーザー入力)を受け取ることができる。いくつかの実装では、
インタラクティブ要素は、以下でさらに説明するように、構造化プレゼンテーションにお
いて隠すことができる。プロセス6100を実行するシステムは、選択された値を構造化プレ
ゼンテーションに追加し(ステップ6125)、構造化プレゼンテーションにおいて選択された
値を表示することもできる。
【０４５７】
　図62は、検索インターフェイスが隠されている構造化プレゼンテーション、つまり、構
造化プレゼンテーション6200の略図である。検索インターフェイスは、検索情報、1つま
たは複数の検索インタラクティブ要素、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
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インタラクティブ要素は、ユーザーとやり取りすることができる、例えば、入力された命
令を受け取ることができるグラフィカルユーザーインターフェイスのコンポーネントであ
る。検索インタラクティブ要素および検索情報は、検索に関連するものである。検索は、
電子文書コレクション内の情報を見つけるプロセスである。検索インターフェイスは、例
えば、構造化プレゼンテーションに値を書き込むために検索が利用可能かどうかを示す情
報、そのような検索を実行すべきであることをユーザーが示すことを可能にするインタラ
クティブ要素、検索時に特定された電子文書を識別する表示、構造化プレゼンテーション
に値を書き込むために複数の電子文書のうちから電子文書をユーザーが選択することを可
能にするインタラクティブ要素、またはこれらの機能および他の機能の組み合わせを含む
ことができる。
【０４５８】
　構造化プレゼンテーション6200は、上述の構造化プレゼンテーションのうちのどれかを
含む、任意の形態の構造化プレゼンテーションであってよい。例えば、構造化プレゼンテ
ーション6200は、図示されているように、スプレッドシートフレームワーク内に表示され
るデータテーブルであってもよい。構造化プレゼンテーション6200のデータテーブルは、
行302および列304のコレクションを含む。それぞれの行302は、各インスタンス識別子306
を含み、それぞれの列304は、各属性識別子308を含む。行302および列304内のインスタン
ス識別子306および属性識別子308の配列および位置決めは、構造化プレゼンテーション62
00が表示されるスプレッドシートフレームワークのそれぞれのセルをインスタンスおよび
属性に関連付ける。例えば、構造化プレゼンテーション6200内のセル6205は、「Tesla Ro
adster」として識別されるインスタンスおよび「mpg」として識別される属性に関連付け
られる。構造化プレゼンテーション6200内のセル6210は、「Chevy Volt」として識別され
るインスタンスおよび「range」として識別される属性に関連付けられる。構造化プレゼ
ンテーション6200内のセル6215は、「Myers NmG」として識別されるインスタンスおよび
「top speed」として識別される属性に関連付けられる。構造化プレゼンテーション6200
内のセル6220は、「Myers NmG」として識別されるインスタンスおよび「mpg」として識別
される属性に関連付けられる。
【０４５９】
　インスタンス、属性、およびセル6205、6210、6215、6220などのセルの間の関連付けを
使用して、ユーザーからインスタンスおよび属性の指定を受け取ることができる。例えば
、セル6220を選択するユーザーインタラクションを受け取ることは、「Myers NmG」とし
て識別されるインスタンスおよび「mpg」として識別される属性を指定する入力とみなす
ことができる。セルを選択するユーザーインタラクションは、例えば、セル上のカーソル
6225の位置を決める入力を受け取ること、ユーザーがセルをクリックすること、または同
様のものを含むものとしてよい。いくつかの実装では、セルの選択は、セルの中、または
セルの周りで周囲ハイライト6230などの視覚的な印を位置決めすることによって表すこと
ができる。
【０４６０】
　例示されている実装では、選択時には、選択されたセル6220に値307が入っていない。
これに対する理由はいくつかある。例えば、構造化プレゼンテーション6200は、値をまだ
書き込まれていない新規構造化プレゼンテーションとすることができる。他の例として、
構造化プレゼンテーション6200は、値が削除された事前に存在している構造化プレゼンテ
ーションであってもよい。さらに他の例として、構造化プレゼンテーション6200は、何ら
かの理由により、もはや値の供給源として機能しえないソース文書から以前の値を引き出
した事前に存在している構造化プレゼンテーションであってもよい。
【０４６１】
　図63は、検索インターフェイスが隠されている他の構造化プレゼンテーション6300の略
図である。構造化プレゼンテーション6200との関連で、構造化プレゼンテーション6300は
、選択されたセル6220内の値307を含む。これに対する理由はいくつかある。例えば、セ
ル6220は、自動的に、例えば、検索クエリを受け取ったことに対する応答として、値307
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を書き込まれていることがある。他の例として、セル6220への書き込みは、ユーザーが手
動でセル6220をインタラクティブに操作して値を入力することによって行われている場合
がある。さらに他の例として、セル6220は、ユーザーが（内在的にまたは手動で）セル62
20に関連付けられているインスタンス、属性、またはその両方を指定したことに応答して
値307が書き込まれている可能性がある。いずれにせよ、セル6220の選択では、「Myers N
mG」として識別されるインスタンスおよびそれに関連付けられている「mpg」として識別
される属性を指定する。
【０４６２】
　図64は、検索インターフェイスが隠されている他の構造化プレゼンテーション6400の略
図である。構造化プレゼンテーション6400は、視覚的な印6405を含む。視覚的な印6405は
、隠されている検索情報またはインタラクティブ要素が構造化プレゼンテーション6400か
らアクセス可能であることを視覚的に示す。
【０４６３】
　例示されている実装では、それぞれの視覚的な印6405は、セル6205、6210、6215、6220
などの個別のセルに見られる。セル内の視覚的な印6405の位置決めおよび配列（それに付
随して、行302および列304内のインスタンス識別子306および属性識別子308に相対的な視
覚的な印6405の位置決めおよび配列）は、以下でさらに説明するように、隠されている検
索情報およびインタラクティブ要素の関連性および機能を視覚的に示すことができる。
【０４６４】
　動作中、構造化プレゼンテーション6200、6300、6400に対するユーザーインタラクショ
ンは、隠されている検索インターフェイスを提示するトリガーとなりうる。上述のように
、検索インターフェイスは、検索情報、検索インタラクティブ要素、またはその両方を含
むことができる。検索インターフェイスは、検索情報およびインタラクティブ要素が構造
化プレゼンテーション内で常に認識できる必要はないという点で構造化プレゼンテーショ
ン内に隠すことができる。むしろ、隠されている検索インターフェイスは、構造化プレゼ
ンテーションがいくつかの状態にある間、視界から完全にまたは部分的に隠すことができ
る。例えば、閲覧者が構造化プレゼンテーションの他の情報コンテンツをレビューしてい
る可能性が高い状態において、隠し検索インターフェイスを隠すことができる。このよう
に隠すことで、他の情報の提示に利用可能な構造化プレゼンテーションの部分を拡大し、
構造化プレゼンテーションの可読性を改善するために見えている散乱しているものを減ら
すことができる。
【０４６５】
　図65は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素6500の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して表示要素6500を提示することができる。表示要素6500は、セル6220に
対するユーザーインタラクションに応答して、構造化プレゼンテーション(構造化プレゼ
ンテーション6200、6300、6400など)の前に「ポップアップ」し、ウィンドウ6510内に検
索インタラクティブ要素6505を提示することができる。例えば、検索インタラクティブ要
素6505およびウィンドウ6510は、ユーザーがマウスを使用してセル6220をクリックしたこ
とに応答して提示されうる。検索インタラクティブ要素6505は、セル6220に書き込むため
に「more options...」が利用可能であることを示すテキストを含むハイパーリンクであ
る。
【０４６６】
　図66は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素6600の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して表示要素6600を提示することができる。検索インタラクティブ要素65
05に加えて、表示要素6600は、セル6220に対するユーザーインタラクションに応答してウ
ィンドウ6510内にソース識別子6605を提示する。ソース識別子6605は、セル6220に書き込
む値307のソースである電子文書を識別するテキストまたは他の情報を含む。ソース識別
子6605によって識別されたソース文書は、事前検索の結果として特定された文書であって
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もよい。いくつかの実装では、ソース識別子6605は、ソース文書へのハイパーリンクを含
むこともできる。
【０４６７】
　図67は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素6700の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して表示要素6700を提示することができる。検索インタラクティブ要素65
05およびソース識別子6605に加えて、表示要素6700は、セル6220に対するユーザーインタ
ラクションに応答してウィンドウ6510内にスニペット6705を提示する。スニペット6705は
、セル6220に書き込む値307のソースである電子文書内の値の背景状況を記述するテキス
トまたは他の情報である。
【０４６８】
　図68は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素6800の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して、または以前に隠されていた検索インタラクティブ要素6505に対する
ユーザーインタラクションに応答して表示要素6800を提示することができる。表示要素68
00は、ヘッダ6802、関連するソース選択領域6805、および一致するソース選択領域6810を
含む。ヘッダ6802は、値の追加先となるセルを識別するテキストまたは他の情報を含むこ
とができる。例示されている実装では、セル6220は、セル6220内の値307によって特徴付
けられている属性と値(つまり、Myers NmG: mpg)によって識別される。
【０４６９】
　関連するソース選択領域6805は、指定されたインスタンスおよび属性に対するソース電
子文書の関連性を構造化プレゼンテーションに書き込む値を選択する際に使用するとユー
ザーが指定することを可能にする情報およびインタラクティブ要素を備えることができる
。例示されている実装では、ユーザーは、単一の「最も関連性の高い」文書が構造化プレ
ゼンテーションに書き込む値の単独のソースであると指定することができる。文書の関連
性により、文書と例えば、検索が定義する属性およびインスタンスとマッチングする程度
を特徴付けることができる。
【０４７０】
　例示されている実装では、関連するソース選択領域6805は、ヘッダ6815、選択ウィジェ
ット6820、値識別子6825、およびソース識別子6830を含む。ヘッダ6815は、関連するソー
ス選択領域6805を使用することで最も関連性の高い電子文書をヘッダ6802において識別さ
れているセルに書き込む値のソースとして使用することをユーザーが指定することが可能
であることを識別するテキストまたは他の情報を含む。選択ウィジェット6820を使用する
ことで、ユーザーは、最も関連性の高い文書を構造化プレゼンテーションに書き込む値の
ソースとして使用することを選択することができる。値識別子6825は、現在最も関連性の
高い文書から引き出された値を識別するテキストまたは他の情報を含む。ソース識別子68
30は、現在最も関連性の高い電子文書を識別するテキストまたは他の情報を含む。いくつ
かの実装では、ソース識別子6830は、現在最も関連性の高い文書へのハイパーリンクを含
むこともできる。最も関連性の高い文書は、時間が経過するにつれ変わることがあるため
、値識別子6825によって識別された値およびソース識別子6830によって識別された文書も
、時間が経過するにつれ変わりうる。
【０４７１】
　一致するソース選択領域6810は、ソース電子文書を構造化プレゼンテーションに書き込
む値を選択する際に矛盾なく使用するとユーザーが指定することを可能にする情報および
インタラクティブ要素を備えることができる。例示されている実装では、ユーザーは、構
造化プレゼンテーションに書き込む値のソースとして矛盾なく使用されるその文書を指定
するために3つの候補文書のうちから文書を選択することができる。
【０４７２】
　例示されている実装では、首尾一貫したソース選択領域6810は、ヘッダ6835、選択ウィ
ジェット6840のコレクション、値識別子6845のコレクション、およびソース識別子6850の
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コレクションを含む。
【０４７３】
　ヘッダ6835は、関連するソース選択領域6805を使用することでソース電子文書が値を選
択する際に矛盾なく使用されることをユーザーが指定することが可能であることを識別す
るテキストまたは他の情報を含む。選択ウィジェット6840では、ユーザーは、矛盾なく使
用される文書を選択することができる。例示されている実装では、ユーザーは、3つの異
なる文書のうちから文書を選択することができる。値識別子6845は、構造化プレゼンテー
ションに書き込むために特定の文書から引き出されうる現在値を識別するテキストまたは
他の情報を含む。ソース識別子6850は、値識別子6825によって識別される値が引き出され
る電子文書を識別するテキストまたは他の情報を含む。いくつかの実装では、ソース識別
子6850は、値識別子6825によって識別される値が引き出される電子文書へのハイパーリン
クを含むこともできる。
【０４７４】
　電子文書の関連性と電子文書内の値は、両方とも、時間の経過とともに変化しうる。例
えば、電子文書を電子文書コレクションに追加する人は、インスタンスおよび属性に対す
るその文書の関連性が変化するように電子文書のコンテンツを変えることができる。他の
例として、電子文書を電子文書コレクションに追加する人は、インスタンスの属性を特徴
付けるために使用される値を変えることができる。ヘッダ6815、6835は、発生する可能性
のある変化の性質を識別するテキストまたは他の情報を含むことができる。例えば、例示
されている実装では、ヘッダ6815は、指定されたインスタンスおよび属性に対するソース
電子文書の関連性が構造化プレゼンテーションに書き込む値を選択する際に使用されると
ユーザーが指定したときに最も関連性の高い文書と属性の値の両方が変化しうることを識
別するテキストを含む。他の例として、例示されている実装では、ヘッダ6835は、ソース
電子文書が構造化プレゼンテーションに書き込む値を選択する際に矛盾なく使用されると
ユーザーが指定したときに属性の値が変化しうることを述べたテキストを含む。
【０４７５】
　図69は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素6900の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して、または以前に隠されていた検索インタラクティブ要素6505に対する
ユーザーインタラクションに応答して、表示要素6900を提示することができる。ヘッダ68
02、6815、6835、選択ウィジェット6820、6840、値識別子6825、6845、およびソース識別
子6830、6850に加えて、表示要素6900は、スニペット6905のコレクションおよび検索イン
タラクティブ要素6910のコレクションを含む。それぞれのスニペット6905は、識別された
値のソースである電子文書内の値識別子6825、6845によって識別される各値の背景状況を
記述するテキストまたは他の情報である。検索インタラクティブ要素6910は、各値識別子
6845によって識別される値のソースである各電子文書へユーザーが移動することを可能に
するハイパーリンクである。
【０４７６】
　図70は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素7000の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して、または以前に隠されていた検索インタラクティブ要素6505に対する
ユーザーインタラクションに応答して、表示要素7000を提示することができる。ヘッダ68
02、6815、6835、選択ウィジェット6820、6840、値識別子6825、6845、およびソース識別
子6830、6850、スニペット6905、および検索インタラクティブ要素6910に加えて、表示要
素6900は検索トリガー7005を含む。検索トリガー7005は、電子文書コレクションの検索を
トリガーするインタラクティブ要素である。前の検索の結果の記述と一緒に表示する場合
(値識別子6825、6845、ソース識別子6830、6850、スニペット6905、および検索インタラ
クティブ要素6910など)、検索トリガー7005を使用することで、ユーザーは前の検索の結
果に満足していないことを示すことができる。いくつかの実装では、検索トリガー7005に
よってトリガーされる検索は、Google(登録商標)検索エンジンなどの汎用検索エンジンを
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使用して実行される「全文検索」とすることができる。いくつかの実装では、検索エンジ
ンは、前のユーザーインタラクションによって指定されたインスタンスおよび属性を使用
して自動生成されるクエリとともに提示されうる。
【０４７７】
　図65～70に図示されているように、以前に隠されていた検索情報およびインタラクティ
ブ要素の表示をトリガーするユーザーインタラクションの性質により、表示される検索情
報およびインタラクティブ要素のカテゴリが決定されうる。例えば、構造化プレゼンテー
ション内で単一のセルを指定するユーザーインタラクションにより、同じセルに値を書き
込むことに関連する検索情報およびインタラクティブ要素の提示がトリガーされうる。他
の実装では、列、行、またはセルの他のコレクションに対するユーザーインタラクション
により、セルのコレクションに値を書き込むことに関連する検索情報およびインタラクテ
ィブ要素の提示がトリガーされうる。例えば、列に対するユーザーインタラクションを使
用することで、ユーザーは、その列に書き込む値が単一のソース文書またはソース文書群
から矛盾なく引き出されることを指定することができる。他の例として、行に対するユー
ザーインタラクションを使用することで、ユーザーは、その行に書き込む値がインスタン
スおよびその行の属性に最も関連するソース文書から引き出されることを指定することが
できる。
【０４７８】
　図71は、電子文書コレクション内の文書のコンテンツから値を引き出すことによって値
を構造化プレゼンテーションに追加するためのプロセス7100の流れ図である。プロセス71
00は、1つまたは複数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実
行する1つまたは複数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセ
ス7100は、システム200内の検索エンジン202によって実行されうる。プロセス7100は、単
独で、または他の活動と連携して実行されうる。例えば、プロセス7100は、プロセス6100
(図61)のステップ6105、6115、および6120の一部として実行されうる。
【０４７９】
　プロセス7100を実行するシステムは、構造化プレゼンテーションの1つまたは複数のセ
ルを指定するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取ることができる(ス
テップ7105)。構造化プレゼンテーションは、新規または事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションであってよい。それに付随して、上で説明されているように、1つまたは
複数のセルに対するインタラクティブな操作により、1つまたは複数の属性およびインス
タンスを指定することができる。
【０４８０】
　プロセス7100を実行するシステムは、1つまたは複数のセルに書き込む1つまたは複数の
値が電子文書コレクションの事前検索の結果得られたものかどうかを判定することができ
る(ステップ7110)。このような判定は、構造化プレゼンテーションに目に見える形で表示
される情報を特徴付ける情報だけでなく、構造化プレゼンテーションに書き込むために実
行された事前検索を特徴付ける情報をも格納するデータ記憶デバイスにアクセスすること
によって行うことができる。事前検索を特徴付ける格納されている情報は、例えば、検索
が実際に実行されたことを示す情報、前の検索の結果セット内のソース文書のURL、およ
びソース文書内の値の背景状況を特徴付けるスニペットを含むことができる。
【０４８１】
　プロセス7100を実行するシステムが、値が前の検索の結果として得られたと判定した場
合、システムは、事前検索を特徴付ける検索情報を提示することができる(ステップ7115)
。そのような情報は、例えば、値が引き出された結果セット内のソース文書を識別する情
報、ソース文書内の値の背景状況を特徴付けるスニペット、およびソース文書へのハイパ
ーリンクを含むことができる。例えば、システムは、表示要素6600、6700(図66、67)など
のプレゼンテーションにおける単一のソース文書を特徴付ける検索情報を提示することが
できる。他の例として、システムは、表示要素6800、6900、7000(図68、69、70)などのプ
レゼンテーションにおける複数のソース文書（構造化プレゼンテーションに目に見える形
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で書き込む値とは異なる値を有するソース文書を含む）に関する検索情報を提示すること
ができる。
【０４８２】
　いくつかの実装では、プロセス7100を実行するシステムは、ユーザーとやり取りしたそ
の応答として単一のソース文書に関する検索情報の提示と複数のソース文書に関する検索
情報との間で遷移することができる。例えば、システムは、検索インタラクティブ要素65
05などの検索インタラクティブ要素に対するユーザーインタラクションを受け取り、表示
要素6600、6700と表示要素6800、6900、7000(図65～70)との間で遷移することができる。
【０４８３】
　いくつかの実装では、プロセス7100を実行するシステムは、新規検索を実行し、その新
規検索によって得られた結果セット内の1つまたは複数の電子文書を特徴付ける情報を供
給することができる(ステップ7120)。特徴付ける情報としては、例えば、電子文書の名前
およびURL、電子文書のスニペット、電子文書の要約、または同様のものが挙げられる。
結果セットは、表示要素6600、6700(図66、67)などのプレゼンテーションにおける単一の
ソース文書または表示要素6800、6900、7000(図68、69、70)などのプレゼンテーションに
おける複数のソース文書を特徴付けることができる。いくつかの実装では、システムは、
ユーザーとやり取りしたその応答として単一のソース文書に関する検索情報の提示と複数
のソース文書に関する検索情報との間で遷移することができる。例えば、システムは、検
索インタラクティブ要素6505などの検索インタラクティブ要素に対するユーザーインタラ
クションを受け取り、表示要素6600、6700と表示要素6800、6900、7000(図65～70)との間
で遷移することができる。
【０４８４】
　図72は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素7200の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して、または以前に隠されていた検索インタラクティブ要素7005に対する
ユーザーインタラクションに応答して表示要素7200を提示することができる。表示要素72
00は、検索、例えば、汎用検索エンジンを使用して実行される検索の結果得られる値を受
け取ることができる。表示要素7200が受け取る値を構造化プレゼンテーションに追加して
、インスタンスの属性を特徴付けることができる。表示要素7200は、ヘッダ7205、インス
タンス識別子7210、属性識別子7215、値入力要素7220、値使用トリガー要素7225、および
プレゼンテーション閉じる要素7230を備える。
【０４８５】
　ヘッダ7205は、表示要素7200がインスタンスの属性の値を受け取ることができると記述
するテキストまたは他の情報である。ヘッダ7205は、検索の結果得られる値を入力するこ
とをユーザーに促すものであってもよい。例えば、ヘッダ7205は、検索が正常に実行され
たかどうかを尋ねるテキストであってもよい。
【０４８６】
　インスタンス識別子7210は、表示要素7200を使用して入力された値によって特徴付けら
れる、インスタンス、もしくはインスタンスのカテゴリを識別するテキストまたは他の情
報である。例示されている実装では、インスタンス識別子7210は、インスタンス「China
」を識別するテキストである。属性識別子7215は、インスタンス識別子7210によって識別
されるインスタンスの属性を識別するテキストまたは他の情報である。属性識別子7215に
よって識別される属性は、表示要素7200が受け取る値によって特徴付けることができる。
例示されている実装では、属性識別子7215は、属性「Population」を識別するテキストで
ある。それとともに、インスタンス識別子7210および属性識別子7215は、中国の人口が表
示要素7200を使用して受け取った値によって特徴付けられると識別する。
【０４８７】
　値入力要素7220は、インスタンス識別子7210によって識別されるインスタンスの属性識
別子7215によって識別された属性を特徴付ける値をユーザーが指定することを可能にする
インタラクティブ要素である。値入力要素7220は、例えば、テキスト入力フィールドであ
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ってよい。
【０４８８】
　値使用トリガー要素7225は、構造化プレゼンテーションにおいてインスタンス識別子72
10によって識別されるインスタンスの属性識別子7215によって識別された属性を特徴付け
るためにユーザーが値入力要素7220に入力された値の使用をトリガーすることを可能にす
るインタラクティブ要素である。値使用トリガー要素7225は、例えば、値使用トリガー要
素7225に対するユーザーインタラクションの結果、値入力要素7220に入力された値が構造
化プレゼンテーションにおいて使用されることを識別するテキストを含むボタンであるも
のとしてよい。
【０４８９】
　プレゼンテーション閉じる要素7230は、表示要素7200をユーザーが閉じることを可能に
するインタラクティブ要素である。表示要素7200は、プレゼンテーション閉じる要素7230
に対するユーザーインタラクションに応答して、値入力要素7220に入力された値が、構造
化プレゼンテーションにおいて、インスタンス識別子7210によって識別されるインスタン
スの属性識別子7215によって識別された属性を特徴付けるために使用されるかどうかに関
係なく閉じられる。プレゼンテーション閉じる要素7230は、例えば、プレゼンテーション
閉じる要素7230に対するユーザーインタラクションにより表示要素7200が閉じられること
を識別するテキストを含むボタンとすることができる。
【０４９０】
　図73は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素7300の図であ
る。いくつかの実装では、構造化プレゼンテーションそれ自体に対するユーザーインタラ
クションに応答して、または以前に隠されていた検索インタラクティブ要素7005に対する
ユーザーインタラクションに応答して表示要素7300を提示することができる。表示要素73
00は、構造化プレゼンテーションに追加するインスタンスの属性の値を受け取ることがで
きる。ヘッダ7205、インスタンス識別子7210、属性識別子7215、値入力要素7220、値使用
トリガー要素7225、およびプレゼンテーション閉じる要素7230に加えて、表示要素7300は
、ソース入力要素7305およびソース入力要素識別子7310を含む。
【０４９１】
　ソース入力要素7305は、インスタンス識別子7210によって識別されるインスタンスの属
性識別子7215によって識別された属性を特徴付ける値のソースをユーザーが指定すること
を可能にするインタラクティブ要素である。ソース入力要素7305は、例えば、テキスト入
力フィールドであってよい。ソース入力要素識別子7310は、ソース入力要素7305を使用し
て値のソースを指定することができることを記述するテキストまたは他の情報である。
【０４９２】
　いくつかの実装では、表示要素7200、7300は、検索に失敗した後、ユーザーのために、
ディスプレイ画面上に表示されうる。例えば、表示要素7200、7300は、前の検索の結果に
ユーザーが満足していないことを示す情報をユーザーから受け取ったことに応答して表示
することができる。例えば、表示要素7200、7300の表示は、検索トリガー7005(図70)に対
するユーザーインタラクションによってトリガーされうる。他の例として、表示要素7200
、7300は、インスタンスの属性の値に対する自動検索が実行されたが満足できる結果が得
られなかった場合に表示されうる。
【０４９３】
　値の検索から満足できる結果が得られない理由は多数ある。例えば、属性、およびイン
スタンス、またはその両方の指定が、例えば、綴り違いまたは他の誤りにより正しくない
ことが考えられる。他の例として、属性またはインスタンスが、誤りはないが、未知の、
または不定の値に関して指定される場合もある。例えば、インスタンス「suitable for J
im and Diane」は、不定の値、つまり、JimおよびDianeの識別、さらに彼らにとって「su
itable」であるものの性質に関して指定される。他の例として、インスタンス「my car」
は、不定の値、つまり、特徴付けられる自動車の持ち主の識別に関して指定される。
【０４９４】
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　値の検索により、事前検索の結果得られた電子文書が構造化プレゼンテーションに対す
る値を与えるようには機能しないために、満足できる結果が得られない場合もある。例え
ば、値が引き出されるソース文書が利用不可能になる可能性がある。ソース文書は、例え
ば、ソース文書を追加した当事者が電子文書コレクションからその文書を引き出すときに
利用不可能になることがある。さらに他の例として、そのようなソース文書はまだ利用可
能ではあるが、値それ自体はソース文書内で利用不可能になっている場合もある。値は、
例えば、ソース文書を電子文書コレクションに追加した当事者がソース文書のコンテンツ
を変更したときに利用不可能になることがある。
【０４９５】
　図74は、以前に隠されていた検索インターフェイスが提示される表示要素7400の図であ
る。表示要素7400は、ユーザーインタラクションに応答して、またはトリガーイベントに
応答して自動的に提示されうる。例えば、表示要素7400は、事前検索が機能しなくなった
ことに応答して自動的に掲示されうる。
【０４９６】
　表示要素7400は、検索インタラクティブ要素6505、ソース識別子6605、およびウィンド
ウ6510内のエラーメッセージ7405を含む。検索インタラクティブ要素6505は、セル6220に
書き込むために「more options...」が値の検索に利用可能であることを示すアンカーテ
キストを含むハイパーリンクである。ソース識別子6605は、セル6220に書き込む値307の
ソースである電子文書を識別するテキストのコレクションである。
【０４９７】
　エラーメッセージ7405は、事前検索の結果が機能しなくなったことを示すテキストまた
は他の情報を含むことができる。例えば、エラーメッセージ7405は、値307がソース識別
子6605によって識別されるソース文書内で利用不可能になったことを示すことができる。
エラーメッセージ7405は、機能不全の性質を記述するか、またはエラーが発生したことを
単純に示す情報を含むことができる。例えば、例示されている実装では、エラーメッセー
ジ7405は、電子文書それ自体はまだ利用可能なのに値がもはや電子文書内で利用できなく
なっていることを示す。
【０４９８】
　図75は、電子文書コレクション内の文書のコンテンツに基づいて値を構造化プレゼンテ
ーションに追加するためのプロセス7500の流れ図である。プロセス7500は、1つまたは複
数の機械可読命令セットを実行することによってオペレーションを実行する1つまたは複
数のコンピュータのシステムによって実行されうる。例えば、プロセス7500は、システム
200内の検索エンジン202によって実行されうる。プロセス7500は、単独で、または他の活
動と連携して実行されうる。例えば、プロセス7100は、プロセス6100(図61)の一部として
実行されうる。
【０４９９】
　プロセス7500を実行するシステムは、事前に存在している構造化プレゼンテーションの
1つまたは複数のセルの1つまたは複数の値の更新をトリガーする更新トリガーを受け取る
ことができる(ステップ7505)。更新トリガーは、例えば、前の更新以降一定期間経過した
ことに応答して自動的に、ユーザーインタラクションに応答して手動で、または同様の形
で生成されうる。例えば、上述のように、セル6220(図62、63、64)に対するユーザーイン
タラクションは、セルの更新をトリガーしうる。更新トリガーは、構造化プレゼンテーシ
ョン内の値または単一のセル、セルのコレクションの値、またはすべてのセルの値の更新
をトリガーしうる。それに付随して、上で説明されているように、更新トリガーにより、
1つまたは複数のインスタンスの1つまたは複数の属性を指定することができる。
【０５００】
　プロセス7500を実行するシステムは、構造化プレゼンテーションに値を書き込むために
1つまたは複数の事前検索が機能しなくなっているかどうかを判定することができる(ステ
ップ7510)。このような判定は、構造化プレゼンテーションに書き込む値が引き出される
文書にアクセスしようとすることによって行われうる。
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【０５０１】
　プロセス7100を実行するシステムが、事前検索が機能しなくなっていると判定した場合
、システムは、事前検索で識別されている1つまたは複数のソース文書のコンテンツで構
造化プレゼンテーションを更新することができる(ステップ7515)。構造化プレゼンテーシ
ョンを更新するために使用される新規値は、構造化プレゼンテーションに書き込むために
すでに使用されている値と同一である必要はない。むしろ、更新された構造化プレゼンテ
ーションは、その現在のコンテンツとともにソース電子文書によって提供される値を含む
ことができる。
【０５０２】
　プロセス7100を実行するシステムが、事前検索が機能しなくなったと判定した場合、シ
ステムは、事前検索が操作不能であることをユーザーに通知することができる(ステップ7
520)。例えば、表示要素7400など表示要素を使用して、操作可能であることをユーザーに
通知することができ、またこれにより、ユーザーは新規検索を実行して構造化プレゼンテ
ーションに値を書き込む機会を得ることができる。いくつかの実装では、システムは、プ
ロセス7100(図71)のステップ7120を参照しつつ説明されているように、新規検索を実行し
、その新規検索によって得られた結果セット内の1つまたは複数の電子文書を特徴付ける
情報を供給することができる。
【０５０３】
　そこで、本明細書の表示および主題は、例えば、以下に番号付きで示されている実施形
態を含む、多数の本発明の実施形態により実現することができる。
【０５０４】
　実施形態1:機械実装方法であって、この方法は、事前に存在している構造化プレゼンテ
ーションを記述する記述データを受け取る段階であって、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提
示し、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタ
ンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値
の配列によって表す、段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電
子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前に存在している
構造化プレゼンテーションに関連する新規インスタンスを識別する電子文書を特定する段
階と、新規インスタンスの識別子を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加
して拡張構造化プレゼンテーションを形成する段階と、拡張構造化プレゼンテーションを
ディスプレイデバイス上に提示するための命令を出力する段階とを含む、機械実装方法。
【０５０５】
　実施形態2:新規インスタンスの識別子を追加する段階は、インスタンス提案のコレクシ
ョンを構成する段階と、インスタンス提案コレクションをユーザーに提供する段階と、新
規インスタンスのユーザー選択を受け取る段階とを含み、新規インスタンスはインスタン
ス提案のコレクションに含まれる、実施形態1の方法。
【０５０６】
　実施形態3:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテン
ツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションで識別されたインス
タンスに関係する構造化コンポーネントを含む電子文書コレクション内の文書を識別する
段階を含む、実施形態2の方法。
【０５０７】
　実施形態4:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構
造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスの識別子を含み、テンプレートに従っ
て配列されている電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、テンプレート
に従って配列されているが、第2のインスタンスに関連している第2の文書を識別する段階
と、第2のインスタンスをインスタンス提案コレクションに含める段階とを含む、実施形
態2の方法。
【０５０８】
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　実施形態5:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテン
ツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内の1つまたは複数
のインスタンスに関する情報を含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階を含む
、実施形態1の方法。
【０５０９】
　実施形態6:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテン
ツと比較する段階は、インスタンスと属性との関連付けの格納されているコレクション内
の新規インスタンスを特定する段階を含む、実施形態1の方法。
【０５１０】
　実施形態7:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテン
ツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を事前に存在
している構造化プレゼンテーションにおいて特徴付けられている属性と比較する段階を含
む、実施形態1の方法。
【０５１１】
　実施形態8:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテン
ツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンスを
特徴付けるために使用される属性を電子文書のコンテンツと比較する段階を含む、実施形
態1の方法。
【０５１２】
　実施形態9:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテン
ツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンスを
特徴付けるために使用される属性の値を電子文書のコンテンツと比較する段階を含む、実
施形態1の方法。
【０５１３】
　実施形態10:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンス
を含むインスタンスのカテゴリを電子文書のコンテンツと比較する段階を含む、実施形態
1の方法。
【０５１４】
　実施形態11:電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
み、電子文書は、ウェブページを含む、実施形態1の方法。
【０５１５】
　実施形態12:拡張構造化プレゼンテーションは、テーブルを含む、実施形態1の方法。
【０５１６】
　実施形態13:拡張構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含む、実施形
態1の方法。
【０５１７】
　実施形態14:ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて
、拡張構造化プレゼンテーションをディスプレイ画面上に視覚的に提示する段階をさらに
含む、実施形態1の方法。
【０５１８】
　実施形態15:1つまたは複数のデータ処理機にオペレーションを実行させるように動作可
能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読データ記憶媒体を備える装置であって、こ
れらのオペレーションは、非構造化電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の文書
のコンテンツに基づいてインスタンス提案のコレクションを構成する段階であって、電子
文書コレクションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォーマットが制限的でも永
続的でもないという点で非構造化コレクションである、段階と、インスタンス提案コレク
ションをユーザーに提供する段階と、インスタンス提案のコレクション内の第1のインス
タンスのユーザー選択を受け取る段階と、第1のインスタンス提案の識別子をディスプレ
イデバイス上に提示される構造化プレゼンテーションに追加する段階であって、構造化プ
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レゼンテーションの視覚的提示により、情報が整理された形で視覚的に提示され、構造化
プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインス
タンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によっ
て表す、段階とを含む。
【０５１９】
　実施形態16:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーションの特性を電子文書コレクション内の電子文書のコンテンツと比
較する段階を含む、実施形態15の装置。
【０５２０】
　実施形態17:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内で識別されているインスタンスに関係する構造化コンポーネ
ントを含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階を含む、実施形態16の装置。
【０５２１】
　実施形態18:インスタンス提案コレクションを構成する段階は、事前に存在している構
造化プレゼンテーションで識別されたインスタンスに関連し、テンプレートに従って配列
されている、電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、テンプレートに従
って配列されているが、第2のインスタンスに関連している第2の文書を識別する段階と、
第2のインスタンスをインスタンス提案コレクションに含める段階とを含む、実施形態16
の装置。
【０５２２】
　実施形態19:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内の1つまたは複数のインスタンスの識別子を含む電子文書コ
レクション内の文書を識別する段階を含む、実施形態16の装置。
【０５２３】
　実施形態20:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内のインスタンスを特徴付けるために使用される追加の属性を
識別する段階を含む、実施形態16の装置。
【０５２４】
　実施形態21:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内のインスタンスを特徴付けるために使用される属性の値をイ
ンスタンス提案の値と比較する段階を含む、実施形態16の装置。
【０５２５】
　実施形態22:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーション内のインスタンスを含むインスタンスのカテゴリを識別する段
階と、インスタンスのそのカテゴリ内のインスタンスを使用してインスタンス提案のコレ
クションを構成する段階とを含む、実施形態16の装置。
【０５２６】
　実施形態23:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、インスタンスと属性
との関連付けの格納されているコレクション内のインスタンス提案を識別する段階を含む
、実施形態15の装置。
【０５２７】
　実施形態24:インスタンス提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している
構造化プレゼンテーションにおいて特徴付けられている属性を非構造化電子文書コレクシ
ョン内の文書のコンテンツと比較する段階を含む、実施形態15の装置。
【０５２８】
　実施形態25:電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な文書を含み、
電子文書は、ウェブページを含む、実施形態15の装置。
【０５２９】
　実施形態26:構造化プレゼンテーションは、テーブルを含む、実施形態15の装置。
【０５３０】
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　実施形態27:構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含む、実施形態15
の装置。
【０５３１】
　実施形態28:クライアントデバイスと、クライアントデバイスをインタラクティブに操
作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータ
であって、これらのオペレーションは、事前に存在している構造化プレゼンテーションを
記述する記述データを受け取る段階であって、事前に存在している構造化プレゼンテーシ
ョンの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示し、構造
化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとイン
スタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によ
って表す、段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書の非
構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションに関連する新規インスタンスを識別する電子文書を特定する段階と、新規
インスタンスの識別子を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加して拡張構
造化プレゼンテーションを形成する段階と、クライアントデバイスとデータ通信を行うよ
うに結合されているディスプレイデバイス上に拡張構造化プレゼンテーションを提示する
ための命令を出力する段階とを含む、1つまたは複数のコンピュータとを備えるシステム
。
【０５３２】
　実施形態29:クライアントデバイスと、クライアントデバイスをインタラクティブに操
作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータ
であって、これらのオペレーションは、非構造化電子文書コレクション内の2つまたはそ
れ以上の文書のコンテンツに基づいてインスタンス提案のコレクションを構成する段階で
あって、電子文書コレクションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォーマットが
制限的でも永続的でもないという点で非構造化コレクションである、段階と、クライアン
トデバイスを使用してインスタンス提案コレクションをユーザーに提供する段階と、イン
スタンス提案のコレクション内の第1のインスタンスのユーザー選択を受け取る段階と、
クライアントデバイスとデータ通信を行うように結合されているディスプレイデバイス上
に提示される構造化プレゼンテーションに第1のインスタンス提案の識別子を追加する段
階とを含み、構造化プレゼンテーションの視覚的提示により、情報が整理された形で視覚
的に提示され、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示で
インスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識
別子と値の配列によって表す、段階とを含む、1つまたは複数のコンピュータとを備える
システム。
【０５３３】
　実施形態30:1つまたは複数のコンピュータは、データ通信ネットワークを通じてクライ
アントデバイスをインタラクティブに操作するように動作可能なサーバーを含み、クライ
アントデバイスは、クライアントとしてサーバーをインタラクティブに操作するように動
作可能であり、クライアントデバイスは、ウェブブラウザを実行するパーソナルコンピュ
ータを含み、パーソナルコンピュータは、ディスプレイデバイスを備える、実施形態29の
システム。
【０５３４】
　実施形態31:機械実装方法であって、この方法は、事前に存在している構造化プレゼン
テーションを記述する記述データを受け取る段階であって、事前に存在している構造化プ
レゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に
提示し、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインス
タンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と
値の配列によって表す、段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を
電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前に存在してい
る構造化プレゼンテーションに関連する新規属性を識別する電子文書を特定する段階と、
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新規属性の識別子を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加して拡張構造化
プレゼンテーションを形成する段階と、拡張構造化プレゼンテーションをディスプレイ画
面上に提示するための命令を出力する段階とを含む機械実装方法。
【０５３５】
　実施形態32:新規属性の識別子を追加する段階は、属性提案のコレクションを構成する
段階と、属性提案コレクションをユーザーに提供する段階と、新規属性のユーザー選択を
受け取る段階とを含み、新規属性はインスタンス提案のコレクションに含まれる、実施形
態31の方法。
【０５３６】
　実施形態33:属性提案コレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションで識別されたインスタンスに関連し、テンプレートに従って配列されてい
る、電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、属性提案コレクション内の
インスタンスを特徴付けるために第1の文書内で使用される属性を追加する段階とを含む
、実施形態32の方法。
【０５３７】
　実施形態34:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションで識別されたイン
スタンスに関係する構造化コンポーネントを含む電子文書コレクション内の文書を識別す
る段階を含む、実施形態31の方法。
【０５３８】
　実施形態35:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内の1つまたは複
数のインスタンスに関する情報を含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階を含
む、実施形態31の方法。
【０５３９】
　実施形態36:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、インスタンスと属性との関連付けの格納されているコレクション
内の新規属性を識別する段階を含む、実施形態31の方法。
【０５４０】
　実施形態37:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションにおいて特徴付け
られているインスタンスを電子文書のコンテンツと比較する段階を含む、実施形態31の方
法。
【０５４１】
　実施形態38:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションにおいて識別され
ているインスタンスに関係する追加のインスタンスを識別する段階を含む、実施形態31の
方法。
【０５４２】
　実施形態39:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンス
を特徴付けるために使用される属性または属性の値を電子文書のコンテンツと比較する段
階を含む、実施形態31の方法。
【０５４３】
　実施形態40:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンス
を含むインスタンスのカテゴリを電子文書のコンテンツと比較する段階を含む、実施形態
31の方法。
【０５４４】
　実施形態41:電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
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み、電子文書は、ウェブページを含む、実施形態31の方法。
【０５４５】
　実施形態42:拡張構造化プレゼンテーションは、テーブルを含む、実施形態31の方法。
【０５４６】
　実施形態43:拡張構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含む、実施形
態31の方法。
【０５４７】
　実施形態44:ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて
、拡張構造化プレゼンテーションをディスプレイ画面上に視覚的に提示する段階をさらに
含む、実施形態31の方法。
【０５４８】
　実施形態45:1つまたは複数のデータ処理機にオペレーションを実行させるように動作可
能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読データ記憶媒体を備える装置であって、こ
れらのオペレーションは、非構造化電子文書コレクション内の2つまたはそれ以上の文書
のコンテンツに基づいて属性提案のコレクションを構成する段階であって、電子文書コレ
クションは、電子文書コレクション内の電子文書のフォーマットが制限的でも永続的でも
ないという点で非構造化コレクションである、段階と、属性提案コレクションをユーザー
に提供する段階と、属性提案のコレクション内の第1の属性のユーザー選択を受け取る段
階と、第1の属性提案の識別子をディスプレイ画面上に提示される構造化プレゼンテーシ
ョンに追加する段階であって、構造化プレゼンテーションの視覚的提示により、情報が整
理された形で視覚的に提示され、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーショ
ンの提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインス
タンスの識別子と値の配列によって表す、段階とを含む、装置。
【０５４９】
　実施形態46:属性提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プ
レゼンテーションの特性を電子文書コレクション内の電子文書のコンテンツと比較する段
階を含む、実施形態45の装置。
【０５５０】
　実施形態47:属性提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プ
レゼンテーション内で識別されているインスタンスを特徴付ける構造化コンポーネントを
含む電子文書コレクション内の文書を識別する段階を含む、実施形態46の装置。
【０５５１】
　実施形態48:属性提案コレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プレ
ゼンテーションで識別されたインスタンスに関連し、テンプレートに従って配列されてい
る、電子文書コレクション内の第1の文書を識別する段階と、属性提案コレクション内の
インスタンスを特徴付けるために使用される属性を含める段階を含む、実施形態46の装置
。
【０５５２】
　実施形態49:属性提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プ
レゼンテーション内の1つまたは複数のインスタンスに関する情報を含む電子文書コレク
ション内の文書を識別する段階を含む、実施形態46の装置。
【０５５３】
　実施形態50:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーションにおいて識別され
ているインスタンスを電子文書のコンテンツと比較する段階を含む、実施形態46の装置。
【０５５４】
　実施形態51:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、事前に存在している構造化プレゼンテーション内のインスタンス
を特徴付けるために使用される属性または属性の値を電子文書のコンテンツと比較する段
階を含む、実施形態46の装置。
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【０５５５】
　実施形態52:属性提案のコレクションを構成する段階は、事前に存在している構造化プ
レゼンテーション内のインスタンスを含むインスタンスのカテゴリを識別する段階と、イ
ンスタンスのそのカテゴリ内のインスタンスを特徴付けるために使用される属性から属性
提案のコレクションを構成する段階とを含む、実施形態46の装置。
【０５５６】
　実施形態53:属性提案のコレクションを構成する段階は、インスタンスと属性との関連
付けの格納されているコレクション内の属性提案を識別する段階を含む、実施形態45の装
置。
【０５５７】
　実施形態54:電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
み、電子文書は、ウェブページを含む、実施形態45の装置。
【０５５８】
　実施形態55:構造化プレゼンテーションは、テーブルを含む、実施形態45の装置。
【０５５９】
　実施形態56:構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含む、実施形態45
の装置。
【０５６０】
　実施形態57:ディスプレイ画面を備えるクライアントデバイスと、クライアントデバイ
スをインタラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つ
または複数のコンピュータであって、これらのオペレーションは、事前に存在している構
造化プレゼンテーションを記述する記述データを受け取る段階であって、事前に存在して
いる構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情
報を視覚的に提示し、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的
提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタン
スの識別子と値の配列によって表す、段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーシ
ョンの特性を電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前
に存在している構造化プレゼンテーションに関連する新規属性を識別する電子文書を特定
する段階と、新規属性の識別子を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加し
て拡張構造化プレゼンテーションを形成する段階と、拡張構造化プレゼンテーションをデ
ィスプレイ画面上に提示するための命令を出力する段階とを含む、1つまたは複数のコン
ピュータとを備えるシステム。
【０５６１】
　実施形態58:ディスプレイ画面を備えるクライアントデバイスと、クライアントデバイ
スをインタラクティブに操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つ
または複数のコンピュータであって、これらのオペレーションは、非構造化電子文書コレ
クション内の2つまたはそれ以上の文書のコンテンツに基づいて属性提案のコレクション
を構成する段階であって、電子文書コレクションは、電子文書コレクション内の電子文書
のフォーマットが制限的でも永続的でもないという点で非構造化コレクションである、段
階と、属性提案コレクションをクライアントデバイスに提供する段階と、クライアントデ
バイスから属性提案のコレクション内の第1の属性の選択を受け取る段階と、第1の属性提
案の識別子をディスプレイ画面上に提示される構造化プレゼンテーションに追加する段階
であって、構造化プレゼンテーションの視覚的提示により、情報が整理された形で視覚的
に提示され、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でイ
ンスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別
子と値の配列によって表す、段階とを含む、1つまたは複数のコンピュータとを備えるシ
ステム。
【０５６２】
　実施形態59:機械実装方法であって、この方法は、事前に存在している構造化プレゼン
テーションを記述する記述データを受け取る段階であって、事前に存在している構造化プ
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レゼンテーションの視覚的提示は、構造化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に
提示し、構造化プレゼンテーションは、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインス
タンスとインスタンスの属性を特徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と
値の配列によって表す、段階と、事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を
電子文書の非構造化コレクション内の電子文書のコンテンツと比較して事前に存在してい
る構造化プレゼンテーションに関連する新規値を識別する電子文書を特定する段階と、新
規値を事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加して新規構造化プレゼンテー
ションを形成する段階と、新規構造化プレゼンテーションを視覚的に提示するための命令
を出力するアクションとを含む、機械実装方法。
【０５６３】
　実施形態60:事前に存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書のコンテ
ンツと比較する段階は、第1の電子文書において構造化プレゼンテーション内に出現する
第1のインスタンスの識別子を特定する段階を含み、この方法は、新規値を第1の電子文書
から抽出する段階をさらに含む、実施形態59の方法。
【０５６４】
　実施形態61:新規値を追加する段階は、第1のインスタンスの第1の属性の値のコレクシ
ョンを識別する段階と、識別された値のうちの1つまたは複数の値のサブセットを、第1の
インスタンスの第1の属性を適切に特徴付けるものとして確定する段階とを含む、実施形
態59の方法。
【０５６５】
　実施形態62:値のサブセットを適切なものとして確定する段階は、コレクション内の値
をいくつかのグループに分ける段階を含む、実施形態61の方法。
【０５６６】
　実施形態63:値のサブセットを適切なものとして確定する段階は、サブセット内の値の
個数に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階を含む、実施形態61の方法。
【０５６７】
　実施形態64:値のサブセットを適切なものとして確定する段階は、ユーザー指定制約条
件を満たすサブセット内の値に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階を含
む、実施形態61の方法。
【０５６８】
　実施形態65:値のサブセットを適切なものとして確定する段階は、サブセット内の値が
高品質文書から引き出される段階に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階
を含む、実施形態61の方法。
【０５６９】
　実施形態66:値のサブセットを適切なものとして確定する段階は、サブセット内の値が
事前に存在している構造化プレゼンテーション内の他のインスタンスに関連する文書から
引き出される段階に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階を含む、実施形
態61の方法。
【０５７０】
　実施形態67:値のサブセットを適切なものとして確定する段階は、サブセット内の値が
事前に存在している構造化プレゼンテーション内の他の属性に関連する文書から引き出さ
れる段階に少なくとも一部は基づいてサブセットを選択する段階を含む、実施形態61の方
法。
【０５７１】
　実施形態68:電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
み、電子文書は、ウェブページを含む、実施形態59の方法。
【０５７２】
　実施形態69:事前に存在している構造化プレゼンテーションは、テーブルを含む、実施
形態59の方法。
【０５７３】
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　実施形態70:事前に存在している構造化プレゼンテーションは、カードのコレクション
を含む、実施形態59の方法。
【０５７４】
　実施形態71:ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて
、新規構造化プレゼンテーションをディスプレイ画面上に視覚的に提示する段階をさらに
含む、実施形態59の方法。
【０５７５】
　実施形態72:1つまたは複数のデータ処理機にオペレーションを実行させるように動作可
能な命令を格納する1つまたは複数の機械可読データ記憶媒体を備える装置であって、こ
れらのオペレーションは、第1のインスタンス、第2のインスタンス、および第1の属性を
記述する記述データを受け取る段階と、非構造化電子文書コレクションの2つまたはそれ
以上の文書から第1のインスタンスの第1の属性の値の第1のコレクションを抽出する段階
と、非構造化電子文書コレクションの2つまたはそれ以上の文書から第2のインスタンスの
第1の属性の値の第2のコレクションを抽出する段階と、値の第1のコレクションの第1のサ
ブセットを、第1のインスタンスの第1の属性を適切に特徴付けるものとして確定する段階
と、値の第2のコレクションの第2のサブセットを、第2のインスタンスの第1の属性を適切
に特徴付けるものとして確定する段階と、第1のサブセットの第1の値および第2のサブセ
ットの第2の値を含む構造化プレゼンテーションを表示するための機械可読命令を生成す
る段階であって、構造化プレゼンテーションは、インスタンスとインスタンスの属性を特
徴付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す、段階とを
含む、装置。
【０５７６】
　実施形態73:値の第1のサブセットを適切なものとして確定する段階は、第1のコレクシ
ョン内の値をいくつかのグループに分ける段階を含み、それぞれのグループは値の第1の
コレクションのサブセットを含む、実施形態72の装置。
【０５７７】
　実施形態74:値の第1のサブセットを適切なものとして確定する段階は、第1のサブセッ
ト内の値の個数に少なくとも一部は基づき第1のサブセットを選択する段階を含む、実施
形態72の装置。
【０５７８】
　実施形態75:値の第1のサブセットを適切なものとして確定する段階は、第1のサブセッ
ト内の値をそれらの値に対するユーザー指定制約条件と比較する段階を含む、実施形態72
の装置。
【０５７９】
　実施形態76:値の第1のサブセットを適切なものとして確定する段階は、第1のサブセッ
ト内の値が高品質文書から引き出されたと判定する段階を含む、実施形態72の装置。
【０５８０】
　実施形態77:値の第1のサブセットを適切なものとして確定する段階は、第1のサブセッ
ト内の値が第2のインスタンスに関連する文書から引き出されたと判定する段階を含む、
実施形態72の装置。
【０５８１】
　実施形態78:値の第1のサブセットを適切なものとして確定する段階は、第1のサブセッ
ト内の値が第1のインスタンスおよび第2のインスタンスの両方を特徴付ける他の属性に関
連する文書から引き出されたと判定する段階を含む、実施形態72の装置。
【０５８２】
　実施形態79:第1のインスタンスの記述は、事前に存在している構造化プレゼンテーショ
ン内に出現する第1のインスタンスの識別子を含み、第2のインスタンスの記述は、事前に
存在している構造化プレゼンテーション内に出現する第2のインスタンスの識別子を含む
、実施形態72の装置。
【０５８３】
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　実施形態80:第1の属性の記述は、事前に存在している構造化プレゼンテーションに追加
される新規属性の記述を含む、実施形態72の装置。
【０５８４】
　実施形態81:非構造化電子文書コレクションは、インターネット上で利用可能な電子文
書を含む、実施形態72の装置。
【０５８５】
　実施形態82:構造化プレゼンテーションは、テーブルを含む、実施形態72の装置。
【０５８６】
　実施形態83:構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含む、実施形態72
の装置。
【０５８７】
　実施形態84:ディスプレイ画面の1つまたは複数の要素を物理的に変換する段階を含めて
、構造化プレゼンテーションをディスプレイ画面上に視覚的に提示する段階をさらに含む
、実施形態72の装置。
【０５８８】
　実施形態85:デバイスと、デバイスをインタラクティブに操作し、オペレーションを実
行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータであって、これらのオペレ
ーションは、事前に存在している構造化プレゼンテーションを記述する記述データを受け
取る段階であって、事前に存在している構造化プレゼンテーションの視覚的提示は、構造
化設計に適合するシステム配置で情報を視覚的に提示し、構造化プレゼンテーションは、
構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付け
る値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す、段階と、事前に
存在している構造化プレゼンテーションの特性を電子文書の非構造化コレクション内の電
子文書のコンテンツと比較して事前に存在している構造化プレゼンテーションに関連する
新規値を識別する電子文書を特定する段階と、新規値を事前に存在している構造化プレゼ
ンテーションに追加して新規構造化プレゼンテーションを形成する段階と、新規構造化プ
レゼンテーションをデバイス上に視覚的に提示するための命令を出力する段階とを含む、
1つまたは複数のコンピュータとを備える、システム。
【０５８９】
　実施形態86:デバイスと、デバイスをインタラクティブに操作し、オペレーションを実
行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータであって、これらのオペレ
ーションは、第1のインスタンス、第2のインスタンス、および第1の属性を記述する記述
データを受け取る段階と、非構造化電子文書コレクションの2つまたはそれ以上の文書か
ら第1のインスタンスの第1の属性の値の第1のコレクションを抽出する段階と、非構造化
電子文書コレクションの2つまたはそれ以上の文書から第2のインスタンスの第1の属性の
値の第2のコレクションを抽出する段階と、値の第1のコレクションの第1のサブセットを
、第1のインスタンスの第1の属性を適切に特徴付けるものとして確定する段階と、値の第
2のコレクションの第2のサブセットを、第2のインスタンスの第1の属性を適切に特徴付け
るものとして確定する段階と、第1のサブセットの第1の値および第2のサブセットの第2の
値を含む構造化プレゼンテーションを表示するための機械可読命令を生成する段階であっ
て、構造化プレゼンテーションは、インスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値と
の間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す、段階と、機械可読命令
をデバイスに送信する段階とを含む、1つまたは複数のコンピュータとを備える、システ
ム。
【０５９０】
　実施形態87:機械実装方法であって、この方法は、構造化プレゼンテーションをディス
プレイデバイス上に表示する段階であって、構造化プレゼンテーションは、構造化設計に
適合する組織的な構造化された配列で情報を視覚的に提示し、構造化プレゼンテーション
は、構造化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴
付ける値との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す、段階と、表
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示される構造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクションを特徴付ける、構
造化プレゼンテーションの第1のインスタンスおよび第1の属性の指定を含むデータを受け
取る段階と、データを受け取ったことに応答してディスプレイデバイス上に以前には隠さ
れていた検索インターフェイスを表示する段階であって、検索インターフェイスは電子文
書コレクション内の第1のインスタンスの第1の属性を特徴付ける第1の値の位置を識別す
る情報もしくはインタラクティブ要素を含む、段階とを含む、機械実装方法。
【０５９１】
　実施形態88:表示される構造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクション
を特徴付けるデータを受け取る段階は、構造化プレゼンテーション内のセルに関連付けら
れている第1のインスタンスおよび第1の属性の手動によるユーザー指定を受け取る段階を
含む、実施形態87の方法。
【０５９２】
　実施形態89:ユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段階は、構造化
プレゼンテーション内のセルに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受
け取る段階を含み、セルは構造化プレゼンテーション内の第1のインスタンスおよび第1の
属性の識別子に関するセルの配列を用いて第1のインスタンスおよび第1の属性に関連付け
られる、実施形態87の方法。
【０５９３】
　実施形態90:セルに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段
階は、空のセルに対するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段階を
含む、実施形態89の方法。
【０５９４】
　実施形態91:以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、電子文書
コレクションの検索をトリガーし、第1の値を特定するためにユーザー側で選択できるイ
ンタラクティブ要素を表示する段階を含む、実施形態87の方法。
【０５９５】
　実施形態92:以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、第1のイン
スタンスの第1の属性を特徴付ける値を指定するためにユーザー側で選択できるインタラ
クティブ値入力要素を表示する段階を含む、実施形態87の方法。
【０５９６】
　実施形態93:以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、電子文書
コレクションの第1の文書内の第1の値のコンテキストを特徴付けるスニペットを表示する
段階を含む、実施形態87の方法。
【０５９７】
　実施形態94:以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、第1の値を
特定するために電子文書コレクションの事前検索の結果を表示する段階を含む、実施形態
87の方法。
【０５９８】
　実施形態95:第1の値は、第1のインスタンスの第1の属性を特徴付ける値として構造化プ
レゼンテーション内に出現し、以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段
階は、電子文書コレクション内の第1の電子文書の識別子を表示する段階を含み、第1の値
は、第1の電子文書から引き出される、実施形態87の方法。
【０５９９】
　実施形態96:第1の電子文書が機能せず第1の値を提供することができないと判定する段
階と、第1の文書が機能しないことを示す視覚的指示を表示する段階とをさらに含む、実
施形態87の方法。
【０６００】
　実施形態97:以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、第1の文書
と第1のインスタンスおよび第1の属性との関連性の変化に関係なく第1の文書から矛盾な
く第1の値を選択するオプションをユーザーに提示する段階を含む、実施形態87の方法。
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【０６０１】
　実施形態98:以前には隠されていた検索インターフェイスを表示する段階は、第1のイン
スタンスおよび第1の属性に最も関連している第1の文書から第1の値を選択するオプショ
ンをユーザーに提示する段階を含む、実施形態87の方法。
【０６０２】
　実施形態99:検索インターフェイスに対するユーザーインタラクションに応答して第1の
値を特定するために電子文書の非構造化コレクションを検索する段階と、第1の値を構造
化プレゼンテーションに追加する段階とをさらに含む、実施形態87の方法。
【０６０３】
　実施形態100:第1のインスタンスおよび第1の属性の指定を受け取る段階は、属性のコレ
クションまたはインスタンスのコレクションの指定を受け取る段階を含む、実施形態87の
方法。
【０６０４】
　実施形態101:時間の経過に応じて構造化プレゼンテーションの表示を更新する段階をさ
らに含む、実施形態87の方法。
【０６０５】
　実施形態102:クライアントデバイスをインタラクティブに操作し、オペレーションを実
行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュータであって、これらのオペレ
ーションは、ディスプレイデバイス上に表示される構造化プレゼンテーションの第1のセ
ルを指定するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受け取る段階であって、構
造化プレゼンテーションは、構造化設計に適合する組織的な構造化された配列で情報を視
覚的に提示し、構造化プレゼンテーションは、インスタンスとインスタンスの属性を特徴
付ける値との間の関連付けをセル内の値の配列によって表す、段階と、第1のセルに第1の
値を書き込むために事前検索が実施されたと判定する段階と、事前検索が実施されたと判
定したことに応答して、ディスプレイデバイス上に事前検索を特徴付ける情報を表示する
段階とを含む、1つまたは複数のコンピュータを備える、システム。
【０６０６】
　実施形態103:第1のセルを指定するユーザーインタラクションを特徴付けるデータを受
け取る段階は、第1のセルに関連付けられている第1のインスタンスおよび第1の属性の手
動によるユーザー指定を特徴付けるデータを受け取る段階を含む、実施形態102のシステ
ム。
【０６０７】
　実施形態104:事前検索を特徴付ける情報を表示する段階は、第1の値の引き出し元とな
る電子文書を識別する情報を表示する段階を含む、実施形態102のシステム。
【０６０８】
　実施形態105:事前検索を特徴付ける情報を表示する段階は、第1の値の引き出し元にな
った可能性のある電子文書のコレクションを識別する情報を表示する段階を含む、実施形
態102のシステム。
【０６０９】
　実施形態106:事前検索を特徴付ける情報を表示する段階は、以前には隠されていた検索
インターフェイスの表示要素内に情報を表示する段階を含む、実施形態102のシステム。
【０６１０】
　実施形態107:事前検索を特徴付ける情報を表示する段階は、第1の値の引き出し元とな
る電子文書コレクション内の第1の電子文書を識別する情報を表示する段階を含む、実施
形態102のシステム。
【０６１１】
　実施形態108:これらのオペレーションは、第1の電子文書が操作不能であり第1の値を提
供することができないと判定する段階と、第1の文書が操作不能であることを示す視覚的
指示を表示する段階とをさらに含む、実施形態107のシステム。
【０６１２】
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　実施形態109:これらのオペレーションは、ユーザーインタラクションに応答して構造化
プレゼンテーションの第1のセル内の値の表示を更新する段階をさらに含む、実施形態102
のシステム。
【０６１３】
　実施形態110:事前検索を特徴付ける情報を表示する段階は、電子文書コレクションの第
1の文書内の第1の値のコンテキストを特徴付けるスニペットを表示する段階を含む、実施
形態102のシステム。
【０６１４】
　実施形態111:電子文書のコレクションは、インターネット上で利用可能な電子文書を含
み、電子文書は、ウェブページを含む、実施形態110のシステム。
【０６１５】
　実施形態112:構造化プレゼンテーションは、カードのコレクションを含む、実施形態10
2のシステム。
【０６１６】
　実施形態113:ディスプレイデバイスを備えるクライアントデバイスをインタラクティブ
に操作し、オペレーションを実行するようにプログラムされた1つまたは複数のコンピュ
ータであって、これらのオペレーションは、構造化プレゼンテーションをディスプレイデ
バイス上に表示する段階であって、構造化プレゼンテーションは、構造化設計に適合する
組織的な構造化された配列で情報を視覚的に提示し、構造化プレゼンテーションは、構造
化プレゼンテーションの視覚的提示でインスタンスとインスタンスの属性を特徴付ける値
との間の関連付けをインスタンスの識別子と値の配列によって表す、段階と、表示される
構造化プレゼンテーションに対するユーザーインタラクションを特徴付ける、構造化プレ
ゼンテーションの第1のインスタンスおよび第1の属性の指定を含むデータを受け取る段階
と、データを受け取ったことに応答してディスプレイデバイス上に以前には隠されていた
検索インターフェイスを表示する段階であって、検索インターフェイスは、電子文書コレ
クション内の第1のインスタンスの第1の属性を特徴付ける第1の値の位置を識別する情報
もしくはインタラクティブ要素を含む、段階とを含む、1つまたは複数のコンピュータを
備える、システム。
【０６１７】
　発明対象および本明細書で説明されている機能するオペレーションのこれらの実施形態
および他の実施形態は、デジタル電子回路で、または本明細書で開示されている構造およ
びその構造的等価物を含むコンピュータソフトウェア、ファームウェア、もしくはハード
ウェアで、またはこれらのうちの1つまたは複数のものの組み合わせで実装することがで
きる。本明細書で説明されている発明対象の実施形態は、1つまたは複数のコンピュータ
プログラム、つまり、データ処理装置による実行のため、またはデータ処理装置のオペレ
ーションを制御するためにコンピュータ記憶媒体上に符号化されたコンピュータプログラ
ム命令からなる1つまたは複数のモジュールとして実装されうる。代替えとして、または
それに加えて、プログラム命令は、データ処理装置による実行のため好適な受信機装置に
伝送する情報を符号化するように生成される、人工的に生成された信号である伝搬信号、
例えば、機械で生成された電気、光、または電磁信号に符号化できる。コンピュータ記憶
媒体は、機械可読記憶デバイス、機械可読記憶基板、ランダムもしくはシリアルアクセス
メモリデバイス、またはこれらのうちの1つもしくは複数のものの組み合わせとすること
ができる。
【０６１８】
　「データ処理装置」という用語は、例えば、プログラム可能なプロセッサ、コンピュー
タ、または複数のプロセッサもしくはコンピュータを含む、データを処理するためのあら
ゆる種類の装置、デバイス、および機械を包含する。装置は、専用論理回路、例えば、FP
GA(フィールドプログラマブルゲートアレイ)、またはASIC(特定用途向け集積回路)を含ん
でいてもよい。装置は、ハードウェアに加えて、注目しているコンピュータプログラム用
の実行環境を作成するコード、例えば、プロセッサファームウェア、プロトコルスタック
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、データベース管理システム、オペレーティングシステム、またはこれらのうちの1つも
しくは複数のものの組み合わせを構成するコードを含むものとしてもよい。
【０６１９】
　コンピュータプログラム(プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、スクリプト、またはコードとも呼ばれる)は、コンパイル言語もしくはインタプリタ言
語、または宣言型言語もしくは手続き型言語を含む、任意の形態のプログラミング言語で
書かれ、スタンドアロンプログラム、またはモジュール、コンポーネント、サブルーチン
、またはコンピューティング環境において使用するのに適している他のユニットを含む、
任意の形態で配備されうる。コンピュータプログラムは、ファイルシステム内のファイル
に対応するものとしてよいが、そうである必要はない。プログラムは、他のプログラムも
しくはデータ(例えば、マークアップ言語文書内に格納される1つまたは複数のスクリプト
)を保持するファイルの一部に、注目するプログラム専用の単一ファイル内に、または複
数の調整されたファイル(例えば、1つまたは複数のモジュール、サブプログラム、または
コードの一部を格納するファイル)に格納されうる。コンピュータプログラムは、1つのコ
ンピュータ上で、または1つのサイトに配置されるか、または複数のサイトにまたがって
分散され、通信ネットワークによって相互接続されている複数のコンピュータ上で実行さ
れるように配備されうる。
【０６２０】
　本明細書で説明されているプロセスおよび論理の流れは、入力データを操作し、出力を
生成することによって機能を実行するように1つまたは複数のコンピュータプログラムを
実行する1つまたは複数のプログラム可能なプロセッサによって実行されうる。プロセス
および論理の流れも、専用論理回路、例えば、FPGA(フィールドプログラマブルゲートア
レイ)、またはASIC(特定用途向け集積回路)によって実行され、また装置も、専用論理回
路、例えば、FPGA(フィールドプログラマブルゲートアレイ)、またはASIC(特定用途向け
集積回路)によって実装されうる。
【０６２１】
　コンピュータプログラムの実行に適しているプロセッサとしては、例えば、汎用マイク
ロプロセッサ、専用マイクロプロセッサ、および任意の種類のデジタルコンピュータの任
意の1つまたは複数のプロセッサが挙げられる。一般に、プロセッサは、読み取り専用メ
モリまたはランダムアクセスメモリまたはその両方から命令およびデータを受け取る。コ
ンピュータの不可欠な要素は、命令を遂行または実行するためのプロセッサならびに命令
およびデータを格納するための1つまたは複数のメモリデバイスである。一般に、コンピ
ュータは、データを格納するための1つまたは複数の大容量記憶装置デバイス、例えば、
磁気ディスク、光磁気ディスク、または光ディスクも備え、これらからデータを受け取る
か、またはこれらにデータを転送するか、またはその両方を行うように動作可能なように
結合される。しかし、コンピュータはこのようなデバイスを備える必要はない。さらに、
コンピュータは、他のデバイス、例えば、2、3例を挙げると、携帯電話、パーソナルデジ
タルアシスタント(PDA)、携帯オーディオまたはビデオプレーヤー、ゲーム機、全地球測
位システム(GPS)受信機、またはポータブル記憶デバイス(例えば、ユニバーサルシリアル
バス(USB)フラッシュドライブ)に埋め込むことができる。
【０６２２】
　コンピュータプログラムの命令およびデータを格納するのに適したコンピュータ可読媒
体は、例えば、半導体メモリデバイス、例えば、EPROM、EEPROM、およびフラッシュメモ
リデバイス、磁気ディスク、例えば、内蔵ハードディスクまたはリムーバブルディスク、
光磁気ディスク、ならびにCD-ROMおよびDVD-ROMディスクを含む、あらゆる形態の不揮発
性メモリ、媒体、およびメモリデバイスを含む。プロセッサおよびメモリは、専用論理回
路で補完されるか、または専用論理回路に組み込まれうる。
【０６２３】
　ユーザーと情報のやり取りを行うために、本明細書で説明されている発明対象の実施形
態は、ユーザーに情報を表示するためのディスプレイデバイス、例えば、CRT(陰極線管)
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めに使用できるキーボードおよびポインティングデバイス、例えば、マウスもしくはトラ
ックボール、を有するコンピュータ上で実装することができる。他の種類のデバイスも、
ユーザーと情報をやり取りするために使用することができ、例えば、ユーザーに返される
フィードバックは、任意の形態の感覚フィードバック、例えば、視覚フィードバック、聴
覚フィードバック、または触覚フィードバック、とすることができ、ユーザーからの入力
は、音響、話し声、または触覚入力を含む、任意の形態で受け取ることができる。それに
加えて、コンピュータは、ユーザーが使用するデバイスに文書を送信し、そのデバイスか
ら文書を受け取ることによって、例えば、ウェブページをユーザーのクライアントデバイ
ス上のウェブブラウザに、ウェブブラウザから受け取った要求に応答して送信することに
よって、ユーザーと情報をやり取りすることができる。
【０６２４】
　本明細書は、多くの実装固有の詳細事項を含んでいるが、これらは、任意の発明の範囲
または請求内容の範囲に対する制限として解釈すべきではなく、むしろ特定の発明の特定
の実施形態に特有のものであると思われる特徴の説明として解釈すべきである。別々の実
施形態の背景状況において本明細書で説明されているいくつかの特徴も、単一の実施形態
において組み合わせて実装されうる。逆に、単一の実施形態の背景状況において説明され
ているさまざまな特徴は、複数の実施形態で別々に、または好適な部分的組み合わせで、
実装することも可能である。さらに、上ではいくつかの特徴を特定の組み合わせで動作す
るものとして説明することができ、さらには最初にそのようなものとして請求されうるが
、請求されている組み合わせから得られる1つまたは複数の特徴は、場合によっては、組
み合わせから切り取られ、また請求された組み合わせは、部分的組み合わせまたは部分的
組み合わせの変更形態を対象とするものとすることもできる。
【０６２５】
　同様に、オペレーションは図面内に特定の順序で示されているが、これは、そのような
オペレーションが図示されている特定の順序で、または順番に実行されること、または例
示されているオペレーションが、望ましい結果が得られるように実行されることを要求し
ていると理解されるべきではない。さらに、上述の実施形態においてさまざまなシステム
コンポーネントが分離しているが、すべての実施形態においてそのような分離が必要とさ
れていると理解されるべきではなく、また説明されているプログラムコンポーネントおよ
びシステムは、一般的に、単一のソフトウェア製品に一体化されうるか、または複数のソ
フトウェア製品にパッケージングされうることは理解されるであろう。
【０６２６】
　本明細書で説明されている発明対象の特定の実施形態が説明された。他の実施形態も、
以下の請求項の範囲内に収まる。例えば、請求項に記載のアクションは、異なる順序で実
行することができ、それでも、所望の結果が得られる。一例として、付属の図面に示され
ているプロセスは、所望の結果を得るために、図示されている特定の順序、または順番を
必ずしも必要としない。
【符号の説明】
【０６２７】
　　100　システム
　　102　非構造化電子文書コレクション
　　104　ディスプレイ画面
　　106　構造化プレゼンテーション
　　108　データ通信インフラストラクチャ
　　110、112、114　電子文書
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